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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　第１話　ネクラ勇者、ロリエルフを酒場に連れ込む









　人間の国リオレスの歴史は、魔ま族ぞくとの闘とう争そうの歴史である。

　互たがいに大軍を率いた長き戦は、田畑を燃やし、街を破は壊かいし、平原を血に染めた。

　ときに訪れる平へい穏おんも束の間、仮初めの安らぎだった。ともに力を蓄たくわえ終わると、どちらからともなく戦争は再開された。

　こうして永遠に続くと思えた戦せん況きようが傾かたむいたのは、アレクシア平原の戦い。

　その最終決戦に大勝したのは、人間側──リオレスだった。

　窮きゆう地ちに立った魔王バルザークは、己の支配する城や迷宮、洞どう窟くつに強固な呪じゆ詛そをかけた。

　魔族と、魔族が使役する魔物以外の侵しん入にゆうを拒きよ絶ぜつする魔法《開リかフずユのー禁ジ呪ア》。

　人間軍は魔族殲せん滅めつまであと一歩と迫せまりながら、二の足を踏ふむこととなる。

　しかし──人間側には優れた魔法士がいた。

　老賢けん者じやスレーベン。

　残りの生しよう涯がいを費やして生みだされた魔導具《禁呪崩しキーノート》は、《開リかフずユのー禁ジ呪ア》の効力を弱め、一度に五人まで、魔族の拠きよ点てんへと人間を送り込むことを可能としたのだ。

　だが最大五人となれば、それはもはや軍ではない。魔族討とう伐ばつに必要なものは、騎き士し団が持つ機動性や統率力から、個々の戦闘力や機き敏びんな対応力へと変わった。

　そこで賢王アルゼロス九世は《王立冒ぼう険けん局》を設立。

　魔族討伐の役目は《冒険者》たちに委ねられた。

　魔物蠢うごめく迷宮に挑いどむ彼らに対し、冒険局は最も効率的なパーティ編成を推すい奨しようしている。

　すなわち──





　一、剣けんと魔法、そしてなによりもその勇気にて皆みなを導く勇者ブレイヴ。

　二、武器に長じ、頑がん強きような意志と身体からだで後衛を守護する戦士ウオリアー。

　三、厄やつ介かいな鍵かぎや罠わなを解除し、仲間たちの進路を切り開く盗賊シーフ。

　四、神の教えと奇き跡せきの力により、仲間の心身を癒いやす僧侶プリースト。

　五、類いまれな魔ま力りよくを以もつて、敵を一いち網もう打だ尽じんに葬ほうむり去る魔法士ソーサラー。






　冒険者にとって最初の関門は、自身を含ふくめた五人のパーティを組むこと。

　今日も冒険者たちが集う酒場は、仲間を求める声でごった返す。




「ヘイ、そこのイケてる戦士。俺の仲間になってみないか？」

　店の片かた隅すみで酒を飲む男に目をとめて、俺は声をかけた。

　表面のあちこちが傷ついた使い込まれた鉄の鎧よろいと、そばに立てかけられた両手剣。片かた眼めには眼帯、短く刈かられたあごひげ。齢よわいはおそらく三十前後。

　見るからに歴戦の剣士といった風ふう貌ぼうが気に入った。

「フン、百ひやく戦せん錬れん磨まの俺に気安く声をかけてくるとは、良い度胸だ」

　品定めするように、剣士は俺の方を見てきた。

　俺──クラム・ツリーネイルは、目の前の戦士よりひとまわり若い十八歳。

　リオレスでは十六以上になると成人だが、あまり筋肉のついた体格でもなく、肩かた幅はばも狭せまいから頼たよりなく思われることもしばしばだ。

　装備はといえば腰こしに提げた片手用の長剣に、大クロジカの革を何層にも重ねた胸当て。

　それに魔法の行使を補助する宝玉入りの腕うで輪わをはめている。

　軽すぎず、重すぎず。剣と魔法を用いて戦う、ありがちな勇者のいでたちだ。

　特とく徴ちようのない俺を測りかねた様子で、戦士は問う。

「その意気や良し。だが、それにつりあう実力を、お主は持っているのかな？」

「そんなものは持っていない」

　堂々と否定されて、剣士は怪け訝げんな顔になる。だが、俺は拳こぶしを握にぎって熱く続けた。

「でも、俺はまだまだ強くなる。魔王バルザークとも張り合えるくらいにな。あんたが仲間に実力を求めるのなら、これからいくらでもつけてやるさ！」

　戦士はぽかんと口を開いたあと、今度は大声で笑った。

「若いな小こ僧ぞう。実に若い」

　それは呆あきれにも聞こえた。しかし、笑い止んだ戦士はその瞳ひとみに真しん剣けんさを湛たたえる。

「だがそういう熱さ、嫌きらいじゃないぜ」

　戦士が差し出してきた手に応じ、俺は強く、固く握あく手しゆする。

「未熟な勇者よ、俺の名前は──」




　……さん……さん…………




「お客さん！」

「はッ」

　顔を上げると、酒場のオヤジが迷めい惑わくそうにこちらを見ている。

「カウンターで寝ねないでくださいよ。うち、スリにあっても責任とれませんからね」

「ね、寝てないって。考えごとをしてただけ」

　オヤジは疑わしげに俺の口くち許もとを指さす。なにかと思えばよだれがこぼれてた。

　慌あわてて口を拭ぬぐいながらも、俺は確かな達成感に浸ひたる。

　──よし、バッチリ妄もう想そうがキマったな。この必勝パターンはイケる！

　え、戦士に声をかけたんじゃないのかって？

　……サーセン。今のやりとり、全部俺の頭のなかでしか起こってませんでした！

　ふう……。いざ誰だれかを仲間に誘さそおうとすると、伝説的な偉い業ぎようを成し遂とげる方がまだ楽なんじゃと思えてくるから不思議だよな……。

「よ、よし。いい加減、声かけに行くか」

　景気づけにエール酒を一気に飲み干すと、俺は立ち上がり、酒場の片隅でひとり黙もく々もくと酒を飲む戦士のもとへ向かった。

「へ、へい……そっ、そこのイケてる戦士……」

「……なにか？」

　片眼でじろりと睨にらまれた！　こ、怖こええ……。

　なんだよこいつ、強そうじゃねえか……。

　へ、へへ、俺のパーティに加えるに不足なしだぜ……！

　パーティと言っても、まだ俺ひとりしかいないけどな……！

「あ、えっ、……なっ、なななくまっ」

　ああ、なんで肝かん心じんなところで嚙かむんだ、俺！

　頭のなかで何度も口にしたろ。『俺の仲間になってみないか』って。

　あくまで『なってくれ』と頼たのむ形にしないのがポイント。お願いから入るとパーティ組んだあとの人間関係に影えい響きようするって、仲間づくり相談所のおばちゃんが言ってたからな！

「なかム……ムム……ウ、ヴェ────────！」

　ダ、ダメだ。今度は緊きん張ちようしすぎて吐はき気がこみ上げてきた。

「え、なんだお前……ただの酔よっ払ぱらいかよ」

　口をおさえ、床ゆかに膝ひざをついた俺を、戦士は気持ち悪そうに一いち瞥べつすると、

「くそっ、酒がまずくなっちまうぜ」

　テーブルに酒代の硬こう貨かを置いて立ち上がった。

　あっ、やべ、店を出ちまう。なんとかして引き留めないと！

「見極めんの早すぎだろ。俺たちは前世で結ばれた相棒同士かも知れないんだぜ……？」

　遠くなる背中に呼びかけた俺の小声は──戦士には全く届いてない。

「おい勇者の兄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶか？　飲み過ぎたか？」

　ガクッとうなだれた俺の背中を、酒場のオヤジがさすってくれる。今のショボいやりとりを見られていなかったのが、せめてもの救いだった。

「お、お会計たのんます……」

　今夜もやっぱり、ダメだった──




　仲間が欲しい。

　共に険しい山や谷を越こえ。

　戦いが始まればお互いの背を預けて。

　ダンジョンの最下層で宝と喜びを分かち合い。

　夜空の下で輪になって大きな火を囲んで。

　憎にくまれ口なんかを叩たたきながらも、底の方では深い絆きずなで結ばれている──そんな仲間が。

　勇者として、それほど大それた望みじゃないはずだ。

　魔王を倒たおしたいとか、一国一城の主あるじになりたいとか、千年後まで名前を残したいとか、そういうんじゃないんだから──

「仲間が欲しいぜこんちくしょう……」

　ここは冒険者の酒場が連なる街──ネオンブリッジ。

　街のシンボルは、太古に滅ほろびた魔法文明の遺産──魔導機関車の残ざん骸がい。

　そこを中心に、蜘く蛛もの巣状に冒険者の酒場が広がっている。

　元々魔導機関車の通り道だった巨きよ大だいな陸橋は、使われなくなってからも依い然ぜんとして煌こう々こうとした魔力で夜を照らし、それがそのまま街の名前となった。

　行き交う人は冒険者か、酒場関係者か、酒場に酒を納品する商人か。そんなところ。

　とにかく人はやたら多い。石でも投げれば仲間になってくれる人に当たりそうなもん。

　なのに俺の仲間いない歴は十八年。つまり年ねん齢れいと同じ。

　まあ冒険者になってからはまだ二年だし？　二年って言い張ることもできるけど？

　でもそれにしたって丸々二年、ぼっちで過ごすってどういうことよ？

　ちなみに「仲間いないの？」って訊たずねられて「今はね」って『今』を強調するやつ。

　そういうやつはみんな同類。一度も仲間ができたことのない仲間童どう貞ていだ。これ豆な。

　あーあ。どこで飲み直そうかな。

　今日はもう仲間探しをする気力なんてないし、なるべく空いてるとこが良いんだが。

「きゃはは、おっかしい！　自分の魔法で穴に埋うまったなんて！」

「本当かよ。お前の話はホラが多いからな」

「信じないと思ったよ。証しよう拠こ画像をネットにあげてるけど、見る？」

　前からやってくるのは、仲の良さそうな男女混成の冒険者パーティ。

　彼らが歩きながらのぞき込んでるのは平たい石英の魔導具、水すい晶しよう魔法板だ。

　魔導ソーサルネットを使って遠くの人と連れん絡らくとったり、記録をつけたりできる、冒険者必ひつ携けいのコミュニケーションツール。どういう仕組みかは理解できないけど、画像を撮とったり、音楽を聴きいたりもできる、まさに魔ま法ほう文明の英知が結集した利器だ。

　最近、ああいうリア充じゆうは水晶魔法板をスマホン、なんて略してるらしい。

　あーあ、楽しそうだな……。ほんと、酒場で仲間集めるシステムを考えたのって誰だ。そいつ絶対、非リア充が冒険者になることなんて想像してなかったよな。

　そんな風に考えていると、向かってきたパーティの、勇者と思われる男が睨んできた。

「なにこっち見てんだよ」

「あ、い、いや俺は……」

　ただ、羨せん望ぼうの眼差しを向けていただけなのに……。

　目つきが悪いから、俺はいつも喧けん嘩かを売っていると勘かん違ちがいされるんだ。

　あと無表情だとか、喜き怒ど哀あい楽らくが全然伝わってこないとか、視線が落ち着かないとか。

　性格が外見にまで表れちゃってる俺って一体……。

「ちょっと、可哀かわい想そうだよぉ。彼、キョドッてんじゃん」

「相手にすんなッて。貧相なカッコからして、どうせ『あぶれ勇者』だろ」

「ん……ああ」

　仲間になだめられたのと、俺の態度が滑こつ稽けいだったのとで、相手は冷静さを取り戻もどす。

「悪かったな。飲み代に困ってるなら恵めぐんでやるよ、ほら」

　そう言うと、一枚の銅貨を俺の胸に投げつけて、笑いながら去って行った。

　なんだよこれ。エール酒一いつ杯ぱい分にもなりゃしない。どうせ投げるなら金貨を投げろよ。

　せっかくだからもらっておくけど。一銅貨を笑う者は一銅貨に泣くって言うし。

　まあ、俺の場合、地面に這はいつくばりながら今まさに泣きそうなんだけど？

「くッ、なんだよ……」

　あぶれ勇者とかなんとかよお。パーティ組めてるお前らに、なにがわかるッてんだ。

　こんなの涙るい腺せんのトレーニングだとでも思わなきゃ、やってられるかよ。

「──だから、子供は酒場に入れられないんだって」

　頰ほおを拭って歩き出すと、正面からなにやらもめている声が聞こえてきた。

　片方は酒場の従業員。あの薄うすくなりかけの頭は見覚えがある。

　このあたりじゃ比ひ較かく的てきデカい酒場《食い意地》亭のウェイターだ。

　俺はスマホンで《飲みログ》って冒ぼう険けん者日記をつけてるくらい、飲み屋には詳くわしい。

《食い意地》亭の従業員は五人、野菜の鮮せん度どはダメだが肉と酒は上質、時間料金を払はらえばそのあいだ飲み食いし放題になるという大食らい、大おお酒ざけ吞のみ向きの店。その酒場前には、俺が来る前から野次馬が数人集まっていた。

「あたし、子供じゃないってばぁ！　何度も言ってるじゃない、十六歳以上だって！」

　ウェイターに向かって叫さけんだのは、背の低い女の子。

　この国じゃ、冒険者になれるのも、飲酒が許されるのも、成人の十六歳になってから。

　ウェイターに食い下がる女の子は、どう見ても十三歳がいいところだった。

「十六歳以上だって主張するなら、冒険者証明書──冒険証を見せてくれるかな？　そうすればおじさんも安心して入れてあげられるからね」

　禿はげかけのウェイターに正論を言われて、うううう、と涙なみだ目めになる女の子。なんというか、そういう庇ひ護ご欲よくをくすぐる表情もいかにも子供だ。

　紐ひもで括くくられた赤みがかった髪かみ。もちもちとした色白の肌はだ。よく動く、お尻しりが短めの眉まゆの下には、ぱっちりとした大きな瞳。

　耳には、もう春だっていうのに、何故かすっぽりとイヤーマフをつけている。

　旅用のマントの下には、どこのものかはわからないが、民族衣装と思われる蔦つたの意い匠しようが施ほどこされた布の服。かわいいおへそがちらりと見え、短いスカートからは低い身長のわりにすらっと伸のびたふともも。

　肌の露ろ出しゆつが多いのに、全然色っぽくないのは、体型に凹おう凸とつがほとんどないからだろう。

　あと三年くらい経てば美しく成長する素地はあるんだが。

「ん……」

　よく見ると彼女の腰こしには、樫かしの枝を削けずったと思われる小さな杖つえが提げられていた。

　魔法行使用の杖──ワンドだ。彫ほられた紋もん様ようはこまやかで、いかにも高価そう。

　ふむ──俺はぼっちのみが会得できる、妄想という名のユニークスキルを膨ふくらませる。

　もしかしたら、彼女はどっかの魔法士の弟子なのかもしれない。酒場で飲んだくれている師し匠しようを、弟子が捜しに来た、とかな。

「ほら、やっぱり冒険証を持ってないんじゃないか！　さっ、どっか行った行った」

　軽く押されただけだったが、小さな身体からだはその勢いを受けきれず、後ろに倒れた。

「あいたっ！」

　尻しり餅もちをついた拍ひよう子しに、彼女のつけていたイヤーマフが外れ、地面に転がる。

　瞬しゆん間かん、ウェイターだけじゃなく、俺や、他に騒さわぎを見ていた奴やつらも目を見開いた。

「いったあ。もうっ、とことん尊いあたしを突つき飛ばすとか、どういう神経してるの？　かとーなにんげんのぶんざいでっ…………ん？」

　沈ちん黙もくした周囲の空気に遅おくれて気づき、ハッと少女は自分の耳に手を当てる。

　もちろんそこにマフはない。代わりにあるのは、ピンと先の尖とがった小ぶりの耳だ。

「エ、エルフ───!?」

　俺たちは一様に声をあげた。

　なぜって、エルフはめちゃくちゃ珍めずらしい種族だからだ。

　森の賢けん者じやと呼ばれ、果くだ物ものや茸きのこを収しゆう穫かく、ときに弓で最小限の狩しゆ猟りようをし、静かに暮らす民。

　生まれつき魔力が高く、幼い子供でも宮きゆう廷てい魔導師並みの魔法を行使するという。

　身体的特とく徴ちようは、色白な肌と尖った耳。女の子の外見は、なぜ今まで気づかなかったのかと思うくらい、疑いようもなくエルフだった。

　そして、エルフであるならば、腰に提げた杖の価値も暴ぼう騰とうする。

「申し訳ッございません！　エルフ様ならば、そう仰おつしやってくださればいいのにィー！」

　案の定、ウェイターの態度は地面に頭をこすりつけんばかりに豹ひよう変へんした！

「エルフ様は実じつ年ねん齢れいよりも幼……若々しく見えますからな！　ささ、どうぞ店のなかへ。質素ではございますが、料理の味だけは保証しますよォ───！」

　やりすぎだろと正直引いたが、それも仕方ない。

　酒の飲めない子供と、エルフの魔法士とでは、店に落ちてくる利益は天地の差。

　勇者が仲間に加えたいパーティメンバー、その堂々一位がエルフの魔法士！

　そんなお客を迎むかえれば、宣伝効果バツグン。

　店にはあぶれた勇者たちがこぞって集まるようになる。

　俺のような？　ほっとけ。

「マスター！　お客様方ァ！　《食い意地》亭にエルフの魔法士が来店しましたよー！」

　ウェイターが叫ぶと、わっと店内にいた冒険者たちが外へ飛び出してきた。

「エルフはどこだー！　エルフはいねえかー！」

　さすが食べ放題の酒場だった。出てきたのはほとんどが筋骨隆りゆう々りゆうな戦士たちで、鬼おにのように目を血走らせている。

「ぴ、ぴぴ……、ぴみゃ─────ん！」

　エルフの少女は恐きよう怖ふにおののき、大きな瞳ひとみから涙がぶわっと溢あふれた。

「あっ、あの娘こに違いない！　耳が尖ってる！」

「よしっ、逃にがすなよ！　酒場に連れ込め！」

　男たちはエルフを囲い込むと、一瞬でもみくちゃにした！

「うええん、あたしを酒場に呼び込もうなんて、ひ、百年はやいわぁ──！」
















　押し合う人の隙すき間まから、かすかに漏もれ聞こえる声。と思ったら、少女の身体が今度は宙に浮うかんだ！

「ワッショイワッショイ！　エルフだワッショイ！」

　胴どう上あげだ。胴上げが始まった！　もはやお祭り状態だ！

「こ、この、かとーなにんげんのぶんざいでェ───！」

　なるほど。こうなるから自分がエルフだってことを隠かくしてたのか……。

　人気の種族ってのは、それはそれで悩なやみも多いんだろうな。

　でも、人気がないよりはましだよな……。ああ、また落ち込んできた。

「早くどっか店に入ろう……。ん？」

　立ち去ろうとした俺の足元に、コロッと白いふわふわしたものが転がってきた。

　拾い上げてみると、それはエルフの少女が耳につけていた、イヤーマフだ。

「うっぷ……。き、気持ち悪い……」

　あれ、さっきまで胴上げされてたエルフの少女が、すぐ近くをふらついてる。

　あんなに取り囲まれてたのに、どうやって解放されたんだ？

「ワッショイワッショイ！」

　いや、違うな。密集しすぎたせいで、男たちは中心からエルフがいなくなっていることに、まだ気がついていないんだ。

「イ、イヤーマフは……」

　ふらふらしながらも、エルフの視線は地面をさまよっている。

　もしかして、俺が持ってるこのマフを捜してるのか？

　いや、ちょっと……、そんな悠長なことしてる場合じゃなくね？

「おい、エルフ様がいないぞ！」

「えっ……、じゃあ今、俺たちが胴上げしてるのは？」

「こいつは《犬の遠とお吠ぼえ》亭んとこのせがれじゃねえか！　いつのまに！」

「さすがエルフの魔法士！　これが魔法か……！」

「ますます逃がさねえ！　どこだ！　どこに行った！」

　ほら、気づかれた！　さっさと逃げなきゃまたもみくちゃにされるぞ！

　さすがに不ふ憫びんに思った俺は、とっさに彼女の手を取って走り出した。

「やぁっ！　放して！」

　抵てい抗こうされるが、気にしてはいられない。ここで立ち止まったら、俺はエルフを逃がそうとした罪に問われ、きっとあの酒場で一番高い酒を買わされてしまう！

「い、いいからついてこい！　俺、この街には詳しいから」

「あっ、いたぞ！　逃がすな追えー！」

　やつらが気づいたときには、もう距きよ離りはかなり開いていた。

　このネオンブリッジ、俺ほど酒場と道に詳しいやつはそういない。交差路を右折した俺は、すぐさまより入り組んだ路地へと逃げ込み、冒険者たちをまいたのだった。




「もう、さすがに追ってはこないだろ……」

　ほとぼりが冷めたころ、俺は再び大通りに戻ってきた。エルフの彼女はマントのフードを被かぶっているから、一目ではただの子供と見分けがつかない。

　さて、一いつ緒しよに逃げたはいいけど、まだちゃんと彼女としゃべれてないんだよな……。

　手に持ったイヤーマフさえ返せてないし。

　いや、変に意識するのも仕方ないだろ。だって、エルフの魔法士だぞ。

　仲間にしたいと夢想したことは、俺だって一度や二度じゃない。

　ま、想像してたのはすらっと知的な男のエルフだが──いかんいかん、冷静になれ。

　別に仲間にしたいとかそんな邪よこしまな気持ちで助けたわけじゃないんだ。

　でもこの流れで「もうッ、あたしをめちゃくちゃ仲間にしてッ！」ということになっても自然の摂せつ理りというか──いやだから違う。

　くれぐれも変な期待すんなよ俺。

　マフを渡わたしたら「あ、どうも」と冷たく言われて終わり。

　一期一会。万物は流転する。宇宙の法則は乱れない。

　よし、心の期待値がスーッと下がった。さあ、行くぞ。

「あのー……」

　声をかけると、エルフの少女は、きっ、と睨にらんできた。

「あたし、仲間にはなりませんから！」

　いきなり全力で拒きよ否ひられた！

　え、なんで？　なんで心を読まれたの？　エルフってそういう魔法つかえるの？

　でもちゃんと期待しないように心構えしたよ？　え、え？

「どうせあなたもあたしの身体が目当てなんでしょ！」

「は、はああ？」

　おいおい。今の、十代前半の女子が口にすると相手の人生を破は滅めつさせられるっていう、《冤えん罪ざい》という魔法の呪じゆ文もんじゃね？　魔力は一切減らないのに、効果は絶大なやつ。

　おそるおそる周囲に目をやると、やっぱり街を行く人々は、犯罪者を見るような目を俺に向けていた。

　ヤバい。発言を撤てつ回かいさせなければ。

　見み廻まわりさんこっちです、と巡じゆん回かい騎き士しを呼ばれかねない！

　同じぼっちでも、独どく房ぼう暮らしは嫌いやだ！

「ち、違ちが」

「違わないもん！　あなたが仲間にしたいのはあたしじゃなくてエルフでしょ！　魔力が高いからって一緒くたにしてー！」

「あ……、そ、そういう意味か……」

　安心した。そんなに見た目がロリ好きに見えるのかとショックを受けるところだった。

　ああ、実際は違いますよ？

　エルフってなあー、大人になっても微び乳にゆうの種族なんだよな。巨きよ乳にゆうこそが正義だと思っている俺には物足りなさが否めないのだ。

　巨乳こそ母性の象徴であり、男たちを争いから遠ざけるもの。だってそうだろ。乳に顔をうずめながら、人は剣けんを握にぎることができるだろうか。いや、できない！

　うずめた経験はないがな。二重の意味で反語形だ。

　……脱だつ線せんした。

「い、いや、イヤーマ、マフマフ」

　肝かん心じんなところで嚙かむ。嚙んだのが恥はずかしくて、また嚙む。

　ネクラがこのスパイラルから抜ぬけ出すのは容易ではない。

　これが本当の意味での、嚙ミングスーンである。

「いやいや、まふまふ？　意味はわからないけど、なんかいやらしい！　はっ、もしかしてあなた、冒ぼう険けん者じゃなくて変質者!?」

　言葉の原形と俺の尊厳が崩ほう壊かいしつつあった。

「さ、さっきこれ落としたろ？」

　俺はキョドるのをなんとか抑おさえながら、女の子にイヤーマフを差し出す。

「あ、ありがとぅ……。拾っといてくれたんだ」

　尖った耳にマフを着け直すと、頰ほおを赤らめて笑った。

「あなたは他のにんげんとは違うみたいだね」

　うわ、かわいい！

　撫なでたくなるかわいさとはこういうのを言うのかもしれない！

「あたし、ミーチカ・オルレイン。あなたは……？」

「……クラム。クラム・ツリーネイルだ」

　うわー、自分の名を酒場を予約するため以外で口にしたの、いつ以来だよ。

　俺と彼女──ミーチカとのあいだに、和やかな、むずがゆいような空気が流れる。

「あの店に、なにか用事でもあったのか？」

　緊きん張ちようも多少ほぐれてきた。勝手に連れてきただけに、もしかしたら悪いことをしたかもと思って、俺は訊たずねる。

「別にあの店じゃなくても良かったの。冒険者の酒場に入れればどこでも……」

　なんだか歯切れの悪い返事だ。個人の事情に踏ふみ込みたいとは思わないが、なんとなくここで放置していくのもばつが悪い。

「素性を隠したままで入れる酒場に、連れて行くか？」

「そんなところ、あるの!?」

　ミーチカの顔が、パッと勢いよく上がる。その反応に、俺は調子に乗って胸を張る。

「じ、自じ慢まんじゃないが俺は飲み屋だけには詳くわしいんだ」

　これが自慢じゃなきゃ俺にはマジで自慢がないんだが、全くどうしたもんだろう……。




　ネオンブリッジでは店ごと、エリアごとで集まる人間の種類が異なっている。

　完全にパーティを組んだ連中しか来ない酒場、金で雇やとわれる奴やつばかりが飲んでる酒場、盗とう賊ぞくクラスしか集まらない酒場。

　もちろん、酒場が客を選んでいるわけじゃない。

　オープンしてしばらく経つと、必然的にその店なりの特色が出てくるもんだ。

　客が酒場を選び、そして酒場もまたその客に合わせてサービスを進化させる。

　月日とともに、どんどん店のカラーは鮮せん明めいになっていく。

　要するに女性ばかりが集う酒場に俺が入っても、ルール上はなんの問題もないわけ。

　なお、一度知らずに入ったとき、慌あわてて酒をテイクアウトにしたのは良い思い出。

　冒険者の酒場でテイクアウトって……、交流する気ゼロか。

「ここだ」

　膨ぼう大だいな選せん択たく肢しから、俺が選んだ酒場は《旅の道連れ》亭。年季を感じさせる外観、看板なんて若干歪ゆがんでいるんだが、そこがまたなんとも味がある。

「へえ、気取らない感じのお店だね」

「だろう？　こ、ここはオヤっさんと奥さん、それに娘むすめさんの家族三人でやってて、アットホームなんだ」

　思わず饒じよう舌ぜつになる。普ふ段だん、酒場の情報とか話す相手いないんだよ。

「初心者からベテランまで幅はば広ひろく受け入れてくれるし。あとエール酒が旨い」

　扉とびらを開けると、いつもと変わらない明るい声が迎むかえ入れてくれる。

「いらっしゃいませえ。って、クラムじゃない。陰いん気きな顔してるけど、なにかあった？」

「なにもないよ」

「そうよね。あんたの陰気さは今日に限ったことじゃなかったわ」

　女言葉だからわからないと思うが、わざわざぼっちの俺をからかってきたのは、奥さんではなく、オヤっさんだ。

　オヤっさんはちょくちょく世話を焼いてくれる良い人なんだが、女言葉に似合わず鶏にわとりのトサカみたいな髪かみ型がたで強こわ面もて、おまけに筋骨隆りゆう々りゆうだから初見は怖こわい。

　ミーチカはオヤっさんが出てくると、さっと俺の後ろに隠かくれた。また追い出されるのでは、と思っているらしい。

「ちょっとちょっと、コミュ障のあんたがひとりじゃないってどういうこと？　アタシ、まだ店は潰つぶしたくないんだけど」

「悪いことの前まえ触ぶれみたいな言い方しないでくれよ」

「あら、気に障ったの？　ごめんなさいね。それにしてもかわいらしいお連れさん。一体どういう関係？」

　質問されるのは想定済み。ミーチカはおどおどしているが、イヤーマフをつけているからエルフとは気づかれない。

　俺は答える。

「い、妹」

「……えっ、えええええええ!?」

　これは妹として紹しよう介かいしたミーチカの大声。

　しまった、どうやって酒場に入れるつもりか、先に言っとけば良かった。

「ちょっと、アタシよりも、その子の方が驚おどろいてるじゃない」

　オヤっさんに怪け訝げんな顔をされて、俺は必死に弁明する。

「妹と呼ばれて驚くのがこの子の持ちネタなんだ。ほ、ほら、どうも最近、反はん抗こう期に突とつ入にゆうしたらしくてさ……。お兄ちゃんの服とあたしの服を一緒に洗せん濯たくしないでとか言うし」

「ああ、それはわかるわ。だってクラムだし」

　そこにリアリティを感じられるのは不本意だ！

「で、どうして冒険者の酒場に？」

「家には親もいないし、ひとりで残すのも可哀かわい想そうだと思って」

　しょうがないので俺の両親には設定上、死んでもらおう。

「まあいいわ。そういうことにしといてあげる。違ってても、ウチは困らないしね」

　オヤっさんはメチャクチャごつい眉まゆ毛げの下でウインクを決めた。

「……助かる」

　ここのオヤっさんはこういうとき、すごく気が利く。

　未成年を酒場に入れれば大問題だけど、保護者同どう伴はんの確認をとった、という言い訳があれば別。バレたとき、咎とがめられるのはあくまで俺。

　まあどのみち連れの正体はエルフ。人間よりも遥はるかに長命な種族だ。年ねん齢れい的てきにはとっくに成人になっているだろうから、釈しやく明めいすれば問題にはならないんだが。

　オヤっさんは俺の肩かたを叩たたき、諭さとすように言う。

「あとでちゃんと返してくるのよ？」

「もちろん。ユウシャのユウは誘ゆう拐かいのユウ……っておい」

　てかそこまで大目に見てくれとは頼たのんでない。さすがに誘拐だと思ったら騎き士し団に通報してくれ。だから聖母のような瞳ひとみでこちらを見るな。

「さ、ではこちらへどうぞ」

　俺たちが促うながされたのは、店の奥にある四人用の丸いテーブル席だった。

　ぶっちゃけ、テンション上がった。

　なんでってそりゃ、初めてのテーブル席だからだ。言わせんな情けない。

　いつもはカウンターに座ってちらちら振ふり返りながらテーブル席の冒険者をうかがっていたけれど、こっちからだと酒場全体が見み渡わたせるんだな。あー、なんか感無量。

「ぷんぷんのぷん、だよ！」

　テーブル席の座り心地に水を差したのは、怒おこった様子のミーチカだ。

「妹ってねー、こう見えてあたし、百五十歳なんだからね！　あなたはね、あたしより百歳以上も、と・し・し・た、なの！」

　エルフは一千年以上生きると聞いたことがある。百歳を超こえていても、エルフのなかではまだまだ幼い年齢と言っていいだろう。とはいえ、年上を敬う心を俺は忘れない。

「俺よりお姉ちゃんなんだ。自分の歳としを言えて、えらいな」

「年上の頭をなでなでするなぁー！」

　あ、思わずなでてしまった。ぶんぶん腕うでを振って、俺の手を払はらいのける仕草は、とても自分より百三十二歳も年上とは思えない。

　ネクラな俺にとっては、それがちょっとありがたい。容姿がいかにも年下だからか、他の人と話すときよりも心に余よ裕ゆうが持てている気がする。

「まあ、でも酒場に入れてくれたことは感謝してあげる！……でも、なんだかお客さん少なくない？」

　三十人は入れる店だが、まだ客は俺たちを含ふくめ十人もいない。

「これからいっぱいになる。ここ、まあまあ人気店だから」

《旅の道連れ》亭は、なぜか二軒けん目めとして需じゆ要ようがある店なのだ。酒が安く飲め、のんびりできるからかもしれない。

「ふーん。あっ、あれがクエストの貼はり出された掲けい示じ板ばんだね。初めて見た」

　ミーチカは紙が大量に貼られた奥の壁かべを見て、目をキラキラさせる。

　冒険者たちの情報源、クエストボードだ。

　王国や一いつ般ぱん人からの依い頼らい、魔ま族ぞくの出しゆつ没ぼつ情報とかが載のってる。

　スマホンでも調べられるけど、酒場のクエストボードの方が二、三日情報が早いから、ちょくちょく酒場に足を運んでないと、人気の依頼は先を越こされるんだよな。

　俺はウェイトレスをしているオヤっさんの娘（実の娘か怪あやしいほど美人！）を呼び止めると、エール酒とすぐに出てくる干し肉、それに店名物の豆と芋いものトマト煮に込こみを頼む。

　妹役に徹てつするためか、ミーチカはミルクを注文した。

「せっかくだから、改めて自己紹介しない？　あなたのこと名前以外なにも知らないし」

　俺だって彼女のことをなにも知らないから、自己紹介は聞いてみたい。

「自己紹介って、なにを話せばいいんだっけ？」

　けれど自己アピールをやりなれていないぼっちは、こういうとき困ってしまうのだ。

「そりゃー冒険者なんだから、クラスとか、特技とか色々あるでしょ？　特技がないなら趣しゆ味みとかね」

「趣味は……、これで音楽を流しながらのダンジョン攻こう略りやくかな。テンション上がるし」

　俺は自分のスマホンを手に持って言う。

　うん、今のはなかなかイケてた気がする。音楽は万人に受け入れられる趣味だしな。

「へえ、意外。テンション上がる曲ってなに？　賛美歌？　吟ぎん遊ゆう詩人の英えい雄ゆう譚たん？　それともリュート曲かしら？　ちょっとあたしにも聴きかせてよ」

　ミーチカは腰こしからワンドを抜ぬくと、ちょいっと上に立てた。すると俺の手からスマホンがひとりでに抜けだし、彼女の空いている方の手に収まった。

「あッ、なにを」

　さっきどうやって胴どう上あげから抜け出したのか、そのトリックがようやくわかった。

　念動力サイコキノだ。でも俺はそんなこと冷静に考えている場合じゃなかった。

「いいじゃん。別に恥はずかしいもんじゃないでしょ？」

「ダメだって！」

　ミーチカは制止も聞かず、スマホンの音楽ボタンを押す。

　流れてきたのは──俺が今日の昼に聴いてたやつ。

『よっ、勇者さん！』『俺たち最高の仲間だよな！』『さっすがあ、頼たよりになるぅー！』『今のいいじゃん。ガンガンいこうぜ！』『やっぱり俺たちはお前がいないとダメだよ』『あなたとパーティを組んで本当に良かった』『私、今最高に幸せだよっ』

「………………」

　沈ちん黙もくするミーチカ。

　それは、俺が他のパーティの会話を酒場でこっそり録りため編集した音源。

　三十二あるトラックのなかの一つ『仲間って、本当にいいもんですね～』だった。

　これを流しながらダンジョンで戦うと、まるでパーティを組んでいるかのような錯さつ覚かくを楽しめ、テンションがメチャ上がるのである。

　他には酒場で聞いて悦えつに入る『お前をリーダーにしてやるから、俺を仲間にしてくれ』とか、一人飲みの寂さびしさを和らげてくれる『乾かん杯ぱいこれくしょん（乾かんこれ）』、他人の不幸をネタに陰いん鬱うつな気分を癒いやす『ギリアム、パーティやめるってよ』などがある。なお、ギリアムが誰だれかは知らない。

　ミーチカはうつむき、すっと俺の前にスマホンを差し出した。

「……聴かなかったことにする」

「助かります……」

「あなたがにんげんのなかでも特にかとーな存在だってことはわかった」

「生まれてきてごめんなさい……」

　長い沈黙。そこから先に立ち直ったのは、ミーチカの方だった。

「全く、しょうがないなあ！　とことん賢かしこいエルフのあたしが、今から見本を見せてあげる！　自己紹介で大事なのはね、自分の良いところをどれだけ伝えられるかよ！」

　ミーチカは束ねられた髪かみを揺ゆらして、ドヤ顔になる。

「あたしは知ち恵えと美び貌ぼうを兼かね備えたエルフのなかのエルフ、ミーチカ・オルレイン。そして──じゃーん、れっきとした魔法士クラスの冒ぼう険けん者なんだから！」

　そう言って刻印の入った金属のプレート、冒険者証明書──略して冒険証を取り出す。そこにはミーチカの名と冒険者としての等級を示すランク、年齢、種族、そしてパーティのなかでの役割を示す《魔法士》というクラスが刻まれていた。

　やはり《食い意地》亭では冒険証をあえて見せなかっただけらしい。

「得意技は炎ほのおの魔法！　あまりに強すぎる力から、地元では《森を焼き尽つくす者》なんて異名で呼ばれてたんだよ！」

　……それはエルフ的にはどう考えても悪口だろう。

「あるいは《獣けものたちを追い払う者》！　フフーン。どう、すごいでしょ」

「お前、絶対に森で火事を起こしたことあるよな……」

「ええっ!?　どうしてわかったの!?」

　素直に驚いているところ悪いが、わかるだろ普ふ通つう。

「クラスなら、俺はこんなのだ」

　俺は礼れい儀ぎとして、冒険証を見せ返す。クラス名は口にしない。

　正直、自分で自分のことを勇者とか言うの、どうかと思うし。

「へえ、勇者！　すごいんだね！」

　ミーチカは驚くべき無む邪じや気きさで声を大にする。

「勇者ってあれでしょ、リーダー格でぇ、どんな仲間もよりどりみどりなんでしょ？」

　やめろ現実との差に死にたくなる。

「なにもすごくない。勇者なんて、損することばっかりだよ」

「そうなの？」

「ああ、冒険者のなかで一番惨みじめな存在だぜ」

　スマホンの中身を聴かれたこともあって、俺はミーチカにカッコ良く見られたいとか、真っ当な勇者だと思われたいという気持ちが完全に失うせていた。

　それが良かったのか、普ふ段だんより流りゆう暢ちように話せている自分に気づく。

　と、ここでオヤっさんの娘むすめがエール酒とミルクを持ってきてくれたので、俺たちは軽く杯さかずきをぶつけあう。

「勇者、戦士、魔法士、僧そう侶りよ、盗とう賊ぞく。この五人でパーティを組むと、国から支し援えん金が出るのは知っているだろ。真ま面じ目めに魔族討とう伐ばつに取り組んでいるってことで」

　毎月の支援金があるかないかは、冒険者にとっては死活問題だ。

　なにせパーティに金貨十枚。五人分の家賃が丸っと払える金額なのである。

「でも、冒険局が考えなしにクラスを分けたせいで、他のクラスより勇者は五倍くらい多いんだ。才能のないやつらまで、みんながみんな勇者になりたがったのもあるけど……」

「へえ、あなたみたいに？」

「ほっとけ。……とにかく、あぶれ勇者なんて言葉が生まれるほど、勇者は五人パーティを作りにくいんだよ」

　そう、これは俺の問題じゃなく、社会問題。責任者、出てこい！

「……そっちはそっちで大変そうだよな。エルフってバレただけで毎回あんなんじゃ、仲間探すのも苦労するだろ？」

「な、なんであたしが仲間いないってわかったのっ!?」

　それはもういいだろ……。こいつ、自分のことを『とことん賢い』とか言ってたけど、マジでちょっとませた子供にしか見えない。

「酒場に入れてもらえてない時点でわかるし。仲間は酒場で探すのがセオリーだからな」

　そういう理り屈くつと、あとは直感。なんというか同じ匂においを感じたのだ。

　いわゆる、ぼっち臭しゆうってやつ？

「もう、嫌いやんなる。エルフなのを隠かくしてたら酒場に入れないし、バレたらあたしを奪うばい合うし……」

　ミーチカはほとほと疲つかれ果てた様子で言う。

「このあいだなんて、あたしの腕を両側からひっぱりあって『最後まで放さなかった方が勝ちな！』とか言い出すし……」

「物理的に奪いあってた！」

「『痛い痛い！』って言ったら片方は放してくれたんだけど、今度は『先に放した俺の方が思いやりある仲間だろ』ってまた喧けん嘩かに……」

「どこかで聞いたことある理屈！」

「結局、どっちの仲間にもならずに逃にげ帰ったんだけど……、気づいちゃったんだよね、あの人たちは『あたし』じゃなく『エルフ』を仲間にしたかったんだろうなあって」

「なるほどね」

　贅ぜい沢たくっちゃ贅沢な悩なやみだが──俺はエール酒をぐいっと飲んだ。

「なんか……、そう考えるのもわかるな」

　これは本心だった。俺には誰かに奪いあわれた経験なんてないけど、それが自分の実力とかじゃなく、親の七光だったりしたら嫌な気持ちになるだろう。

　エルフなんて種族は、彼女を構成する一要素でしかない。それも、彼女が努力や経験で勝ち取ったものではなく、生まれつき持っていたもの。

　いくら珍めずらしいからって、強い魔力を持っているからって、そんなことだけで仲間に加えてもらったら、後になってから悩んでしまう。

『この人たちは、エルフじゃなかったら自分を仲間にしなかったんじゃないか』って。

「別に同情してくれなくてもいいよ」

　暗くなった雰ふん囲い気きを払ふつ拭しよくするように、ミーチカは明るく笑ってみせる。

「ただの冒険者と馴なれ合うつもりないから。だって、あたしってエルフのなかでもさらに尊い、言わば《超ちようエルフ》みたいな存在だし？」

「超エルフ!?」

　偉えらそうにしているのに悪いけど、なんだろう。すごく恥ずかしいぞ、その響ひびき。

「そんなとことん尊いあたしにふさわしい勇者は《影かげの剣けん王おう》さましかいないんだから！　酒場に入りたかったのも、剣王さまを見つけて、仲間に入れてもらうためだしね！」

「ん……？　影の剣王って？」

　どっかで聞いたことがある名だ。そういえば他の酒場でも、誰かが噂うわさしていたな。あくまで俺は聞き耳を立てていただけだったけど。

　ミーチカは頰ほおをぽうっと赤らめ、夢うつつな表情で語る。

「うん。たったひとりでモンスターの大群から辺境の村を救ったり、にんげんを夜な夜な連れ去る魔ま族ぞくを打ち倒たおしたりしては、誰にも正体を明かさず影のように去って行く、そんな流る浪ろうの勇者さまなんだよ！」

「なんだそれ、胡う散さんくさ……」

「胡散くさくなんかないもん！　影の剣王さまは完かん璧ぺきに善意の人だもん！　あとぉ、イケメンでリア充じゆうでしょ、話し方は流暢で立ち居振ふる舞まいは優ゆう雅が、それに実は亡国の王子で、息はミントの香かおりがするんだから！」

　指折り数えながら影の剣王の特長を語るミーチカ。

「会ったことないのに、やけに自信満々だな……」

　亡国ってどこだ。最近になって滅ほろんだ国なんて、ここら辺にはないぞ。

　まあとにかく、同じ独り者でも、俺と真逆だってことはわかった。
















「でも、そいつも冒険局に報告して、報ほう奨しよう金はもらっているんだろ？　まさかボランティアじゃあるまいし」

　冒険局は五人組のパーティを組んだときに出る支援金の他に、モンスターから人を守ったり、ダンジョンを攻略した冒険者に報奨金を出している。

　こちらはパーティを組まなくても、仕事っぷりが評価されればお金をもらえるんだ。

「それがそのまさかなの。後から助けられた人がお礼をしたいって冒険局に問い合わせても、誰も報告に来てない、っていうんだよ！　きゃー、かっこいい！」

「ふぅーん」

　ひとりでテンションを上げるミーチカが、なんとなく面白くなかった。

　……言っとくが、嫉しつ妬とじゃないぞ！

　単にそんなやついるわけないって思ってるだけなの、俺は！

　噂うわさ話ばなしに夢なんて見ちゃってさ、こいつ絶対がっかりするぞ。

　大体《影の剣王》って、前からいる《光の剣帝》になぞらえて作られた異名だろ？

　俺、光の剣帝には会ったことあるけど、あいつマジクソヤローだからな！

　それでも剣帝は、巷ちまたでは最強だとか、紳しん士しだとか言われてんだ。

　そこから俺が得た教訓は──自分の見たもの以外は、信じるなってこと。

　妄もう信しんしきっているミーチカに言ったところで、どうしようもないだろうけどな……。

「というわけで、剣王さま以外の人に誘さそわれても、迷めい惑わくなだけなんだよね」

　ミーチカは、俺が仲間に誘うことを牽けん制せいするように言った。

「でも、たまにこうして一いつ緒しよに飲むくらいなら大だい歓かん迎げいだから」

「それ、自分ひとりじゃ酒場に入れないからだろ？」

「バレた？」

　悪びれず、ぺろりと舌を出すミーチカ。

「なにはともあれ、よろしくね。ネクラさん」

「クラムだよ。まあ、お互たがいパーティを組めるように頑がん張ばろうぜ」

「うん！」

　テーブルに運ばれてきた干し肉を囓かじりながら、俺は思う。

　エルフの魔法士は高たか嶺ねの花。

　最初から仲間にするのなんて諦あきらめてはいたものの、残念な気持ちはやっぱりあった。

　だって、こんなに話しやすい相手には久しぶりに会った気がしたからだ。

　言っておくが、俺のコミュ障っぷりは、普段はこんなもんじゃないんだぜ？

　さっき戦士を誘ってあえなく轟ごう沈ちんしたやつ。あんな感じがデフォだ。

　自分がなにも求めていないから、というのもあるんだろうが、彼女の子供みたいな外見も俺の緊きん張ちようを緩ゆるめてくれているのかもしれない。

「ふわー。これめちゃうまだよー！　この料理だけで、ここに通う価値があるかも」

　トマト煮に込こみの芋いもを頰いっぱいにして、ミーチカがとろんと表情を綻ほころばせる。

　そうだろ。ここの煮込みはトマトの味がぎゅっと凝ぎよう縮しゆくされていて、しかもぴりっとした唐とう辛がら子しが利いているもんだから酒が進んで仕方ない。具材は弾だん力りよくのある野ウサギの肉と硬かための食感を残した大豆に、しんなり味を吸い込んだ玉ねぎ。細かく刻まれた数種類のキノコが、一口ごとに微び妙みような変化を与あたえてくれるのも嬉うれしい。

　そしてなにより、この料理のメインはホクホクと柔やわらかい芋だ。すべての味がドレスみたいに芋を包み込み、ただの純じゆん朴ぼくで垢あか抜ぬけなかった少女がひとりのお姫ひめ様さまに変わる的な？

　そんな感動すら覚えてしまう。

　こと芋を使った料理に関しては、この店がネオンブリッジで一番だね。

　しかし自分が選んだ酒場の料理を褒ほめられると、嬉しくなるもんだな。ミーチカがあんまりおいしそうに食べるから、俺も自分のフォークを芋にぶっさした。

「まあ俺も、どうせ仲間を選ぶなら高望みするべきだと思うぜ」

　なにせ、パーティメンバーとはお互いに命を預ける仲になるんだ。

「俺だって誰だれもが羨うらやむ、最っ高のパーティを組んでやるつもりだしな」

「ほうほう、クラムはどんな人と仲間になりたいの？」

「俺は野ヤ郎ロウパーティを組むつもり」

「ヤロウ？」

「そうさ」

　不敵な顔を作るつもりで、俺はにやりと片方の口角を上げた。

「男だけの硬こう派はなパーティ。男女が半々の婚こん活かつパーティとか、勇者だけ男のハーレムパーティって、見てるとイライラしてこないか。お前ら本気で魔王倒たおす気あるのかって」

　男は男で、女は女でパーティを組めばいい。なぜ混ぜる必要があるのか。

　混ぜるな危険。修しゆ羅ら場ばってる男女混成パーティに遭そう遇ぐうしたのは一度や二度じゃない。

　邪よこしまな気持ちを仲間内に持ち込むからダメなんですよ。俺はあなたたちとは違ちがうんです！

　いや、これっぽっちも羨ましくなんてないんだからな！

「へえー、ちょっと見直しちゃったよ。じゃあなんだ、あたしは最初から候補に入ってなかったんだね」

「そうだ。お前エルフだからって自じ意い識しき過か剰じようなんだよ」

「言うね。かとーなにんげんのぶんざいで」

「それ、お前の口くち癖ぐせか？　俺だからいいものの……」

　なんかこいつ、口ぶりからして『下等』の意味を理解してるのか怪あやしいんだよな。

「下等な人間って言うけど、《影の剣王》だって人間なんだろ？」

「なに言ってるの？　剣王さまは剣王さまっていう種族だよ」

「種族!?」

「うん。だって、剣王さまは排はい泄せつしないから」

　そう言って無む垢くに瞳ひとみを輝かがやかせる。ダメだこいつ……。剣王さまに対して盲目すぎる。

「じゃあ、クラムがこれから組む男パーティに乾かん杯ぱいしよ！」

「おっ、乾杯」

　杯さかずきを合わせたそのとき、カララン、と酒場の扉とびらが開く音がした。

　そろそろ混み始める時間か。そう思って何気なく視線をそちらへやって──

　俺はあやうく手に持っていた杯を落としかけた。

　入ってきたのは僧そう侶りよクラスの女性。別に珍しくはない、酒場ではよく見かける職業だ。

「う……わ」

　しかし彼女の格好に、俺の目は釘くぎ付づけになる。

　まず注目したいのは修道服を着たところでまるで隠されていないその大きな胸。

　なんだあれ。男たちの煩ぼん悩のうを全て背負いましたと言わんばかりの大きさ。

　というか、修道服自体のデザインも敬けい虔けんな心を試すかのようにエロい。

　背中がパックリ開いてる上にワンピースの丈たけが極きよく端たんに短く、サイズは彼女の体型にぴったりか、むしろ小さいくらい。だから尻しりもパツパツ。なのにウエストは引っ込んでいる。

　わがままボディとはまさにこのこと。

　最近の神の僕しもべは、遠えん慮りよというものを知らないのか……。

　けしからん。実にけしからん。

「果実酒を一いつ杯ぱいいただけます？」

　椅い子すに腰こし掛かけた彼女はテーブルの下でさりげなく脚あしを組むと、オヤっさんに落ち着いた声で注文する。

　エロい部分はまだまだある。なんと彼女の脚にはフリルレースのついた白い網あみタイツ。

　え、え、それだけでもエロいのに、絶対領域にピンと張った一本のラインはまさか──まさかガーターベルト様じゃないんですかぁあ!?

　お初にお目にかかります……。お噂はかねがね……。こんなところでご尊顔を拝見できるとは、世の中まだまだ捨てたものではありませんな。

　合がつ掌しよう。

　……すまない。ボディのインパクトが強すぎて顔の説明が後回しになってしまった。

　ここまで来て実はすごいブサイクでした、とホラを吹ふいて怒おこられるのも一興なんだが、正直、説明を後回しにせざるを得なかったのが悔くやまれるくらいに美人だ。

　修道服の頭ず巾きんからくるんとはみ出た、青い輝きを放つふさふさの髪かみ。長いまつげと絶ぜつ妙みように調和した、ややタレぎみの目。

　おそらく年ねん齢れいは俺と同じか、やや年下と思われる。安易に年上じゃないところがまた良い。そう、包容力は年齢が生みだすものではないのだ。

　それにしても、女神のようなあの光り輝くオーラはなんだ……。

　目を閉じれば浮うかんでくる。

　あの大きなおっぱいに挟はさまれて眠ねむる、俺の姿が……。

『よしよし、僕ちゃんは甘えん坊ぼうですね』

「ば、ばぶー……」

　なんだあの子。

　自分の好みにあまりに合がつ致ちしてて、勝手に妄もう想そうが始まってた……！

「……さっきまで、男パーティがどうとか言ってなかった？」

　よだれをふき、ふと気づくと、ミーチカがジト目でこちらを見ていた！
















「なんか頭のなかで繰くり広げられている人物説明の長さとテンションが、とてもネクラとは思えないほど饒じよう舌ぜつだった気がしたんですけど」

「うっ！」

　え、なに？　こいつ本気で読心術的な魔ま法ほう使った？

「いや、さすがにそんな魔法、使えないから」

「なんだ、安心した……って、じゃあなんで心の声に反応を!?」

「口に出てるの、気づいてないの……？」

　ハッと口をおさえる。誰とも喋しやべってなかったせいで、いつの間にかそんな癖くせが……。

　独り言が多くなってるなら誰か教えてくれよ。

　……俺は一体、誰に向かって言ってるんだ。

　ミーチカはやれやれと手を広げると憐あわれみの目を向けてくる。

「まったく、これだからにんげんの男って。エロい目で仲間を選ぶとか……」

「ち、違うよ。全然ちげーし」

　俺は人間種の尊厳を守るべく、全力で否定する。

　無む駄だにテンパって淡たん々たんとした早口になっちゃうのはご愛敬だ。

「お、俺って回復魔法が使えないからさ、怪け我がなら耐たえられるけど、麻ま痺ひ毒を受けたりすると毒消しアイテムを取り出すとき大変なわけ。回復役に僧侶ってパーティに絶対必要。でも僧侶って男女比三対七くらいで女性の方が多いだろ。男の僧侶は慢まん性せい的てきに不足しているんだよ。男パーティでも、僧侶だけは女でも仕方ないかな。やむなくだよ、やむなく。なははのは」

　あかん。苦しい。そもそも女が混じったら男パーティじゃない！

「なんだ、そういうことだったのかあ」

　ところが、ミーチカの素直さはその上を行った！

「わかった。じゃあ、あたしが協力してあげる！」

「え？　協力？」

「うん！　あたしに感謝しなさい。ネクラさんの仲間いない歴は今日でおしまいだよっ」

「だからネクラ言うな。……どうするつもりだ？」

　しかし興味はある。むしろ、仲間作りの方法以上に興味深いことなど、俺にはない！

「まず、あたしがあの子に声をかけてみる！」

「ああ、それで？」

「そしたらあの子がネクラさんの仲間になるっ！」

「ふむふむ……ん？」

　気のせいか？　あいだの部分をメチャクチャはしょられたような。

「…………それだけ？」

「あとは大自然に身を委ねればいいの。それがエルフ流コミュニケーション」

　大自然に身を委ねるって、そんな『なるようになる』的な意味合いだったっけ……。

「もうちょっとこう……具体的な策はないのか？」

「具体的？　例えば？」

　それ俺に訊きく？　仲間いない歴十八年の俺に？

　……ああ、もういいや。面めん倒どうくさくなってきた。

「いや、俺が間違ってた。お前はすごい。なんというかスケールがでかいな。さすが百年以上生きてきただけのことはある」

　相手を傷つけないよう『大ざっぱだね』と言ってみたつもりです。

「当たり前！」

　ミーチカは胸をどんと叩たたく。あ、胸はない。胴どう体たいの上の方をどんと叩く。

「エルフは森の賢けん者じや。あたしの頭には百五十年分の知ち恵えが蓄たくわえられてるんだから！」

　森にいる賢かしこき者か……。ここには子守が要いる幼き者しかいないけどな。

　あとこの子の知恵の貯蔵庫には、多分ネズミよけがないと思う……。

「よっ、森の賢者。ひゅーひゅー」

　しかし本音は出さず、むしろはやし立ててやった。

「えへー。もっとあたしを称たたえなさい？」

　……俺が言うのもなんだが、そういうドヤ顔は事がうまく運んでからした方がいいぞ。逆にフラグ立ちそうだから。

「じゃあ、行ってくる！　戦果を期待せよ！」

「おお、頼たのんだ、戦友」

　ミーチカはミルク入りのカップを持って立ち上がると、僧侶に近づいていった。

　見せてもらおうか。エルフの交こう渉しよう術の性能とやらを──

「ねえねえ、カノジョ。今、おひとりですかあ？」

　俺はガクッとした。

　ちょっとは期待したのに、開口一番それか！　どこのナンパ師だお前は！

「え、あ、あの私、後から『連れ』が来ますから！」

　だが、そんな間ま抜ぬけなアプローチにも、僧侶はビクッと背筋を伸のばし過か剰じように反応する。

　──悲しいかな、それで俺にはわかってしまった。

　ああ、この人、同類だなって……。絶対、『連れ』なんていないよ……。

　あわあわしていた僧侶だったが、声をかけてきたのがミーチカみたいなちんちくりんだと気づくと、その表情をあっという間に綻ほころばせた。

「あらまあ、かわいいですぅー！　お人形さんみたい！」

「む、むぐー！」

　ぎゅっと大きな胸に挟まれて、窒ちつ息そくしそうになるミーチカ。

　羨うらやましい。俺が挟まれたかったのに……！

「お父さんかお母さんと来たんですかー？」

「違ちがうもん！　あたし、どっからどう見ても冒ぼう険けん者でしょ！」

　ぷはっと圧あつ迫ぱくから抜け出してミーチカが抗こう議ぎするが、僧侶は全然信じてない。

「またまた、ほら、あそこの席からじっと見てるのがお父さん？」

　兄を通り越こして、お父さんきた！

「優しそうなお父さんじゃない。あれ？　でもすごく若く見えるけど……あれれー？」

　不思議そうに唇くちびるに指を当てる彼女。その仕草も妙みように色っぽい。

　そして、俺も彼女同様に「あれ？」って言いたい気分だった。

　あれ、酒場にミーチカを『娘むすめ』として連れてくるのって、もしかしてアリなんじゃね？

　子連れの男は、すなわち結けつ婚こんできる男。甲か斐い性しようのある男であり、男からすれば頼たよりになり、女からすれば異性として意識せずに付き合える男。

　俺の年齢が若すぎるのが問題だが、それはつけヒゲとかでどうとでもなるし。

「アリだ……アリだよ……」

　仲間集めの必勝法キタコレ。

「あ、あの、なにがアリなんでしょうか？」

「うわっ！」

　独り言に突とつ然ぜん横よこ槍やりが入ってビビった。気づけば俺の隣となりには、すでにさっきの僧侶が！

「えっ、な、なにが起きたの？」

　瞬しゆん間かん移動の魔法？　いや、考え込んでいて気づかなかっただけか。

「パパがね、神の教えを請こいたいんだって、司祭たまに伝えたのー」

　うわ、ミーチカの口調が幼い。

　僧侶の話に合わせて、娘になりきるとは。これが大自然に身を委ねるということか。

　しかも意外と演技派じゃないか。

　でも神の教えを請いたいって、どういう誘さそい方だ。

　俺、悩なやみとかなんも考えてないし。無茶ぶりもいいとこだろ！

「私は、司祭のダウリナ・プランジットといいます。冒険者としては僧そう侶りよクラスです」

「あ、俺は勇者。クラム・ツリーネイル」

「えっと、ムッツリネイルさん？」

「違います」

　すごいナチュラルに間違えおった。

「私、感激です……！」

　その上、俺のツッコミは完かん璧ぺきにスルー。

「最近、酒場に来ると下品な人たちに言い寄られてばっかりで……」

　そんな格好してりゃ当たり前じゃ──という言葉を、俺はすんでのところで飲み込む。

　この人、エロくて妖よう艷えんなのは見た目だけで、中身は重度の天然らしい。

「それなのにあなたは、このうらぶれた酒場で、神の教えを説けとおっしゃるのですね」

　うらぶれたとか、オヤっさんに聞かれたらぶたれるぞ。

「ああ、ヘウレーカ様、ここにも信心深き者がおりました」

「い、いや信心深いってほどのことは……」

　手を振ふって否定する俺に彼女──ダウリナは、全部わかっていますよと言いたげな気品たっぷりな微び笑しようをくれた。

　うわあ、どきどきしてきた。目を細めると余計にまつ毛長いのが際立つ。そのまつ毛に挟はさまれたい！　あわよくば胸にも挟まれたい！

　上う手まく会話を弾はずませないと。ここは無難に、彼女が信じている神様の話に乗っておくべきだよな……。あんまり興味はないけど。

　ん？　そういやさっき、神様の名前を呼んでたよな……。

　確かヘウレーカ様って……、そんな神様、いたっけな？

　俺は首をひねった。

　この国で一いつ般ぱん的てきに崇あがめられているのは最高神シェキエ。冒険者や騎き士しなら勝利の神フーディール、市民なら豊ほう穣じようの神ミロペリトス、商人に人気の金の神バロットなんてのもいるが、ヘウレーカなんて名前聞いたことが……。

　そこまで思い起こして、俺はようやく気づいた。

　ヘウレーカって……それ、暗黒神の一柱じゃねーか！

　死を司つかさどる女神ヘウレーカ。

　別名は悪魔の母、堕だ落らくと腐ふ敗はいを司る死神。

　血と争いを好み、世界を混こん沌とんに陥おとしいれたことから、他の神々から百万年の封ふう印いんを施ほどこされたという──

「──まさか、私がヘウレーカ様の御み使つかいだと気づいていませんでした？」

「はあっ！　ま、まま、ま、まままままさか」

　なんか声のトーンが低くなりませんでしたか？　気のせいですか？

　おそるおそる表情をうかがうと、彼女はうるうるした瞳ひとみで手を組み、訴うつたえかけてきた。

「誤解しないでください。我が母ヘウレーカ様は、本当は慈じ悲ひ深ぶかいお方なんです」

「そ、そうなのか？」

「はい。遥はるか昔、地上が人間種で溢あふれることを恐おそれた神々は、人の寿じゆ命みようを短くしてしまいました。その決定に唯ゆい一いつ反対されたのがヘウレーカ様なのです。しかし、それが最高神の不興を招き、暗黒神などと呼ばれるようになってしまって……」

「へえ、初耳だ。本当は良い神様なんだな……」

「それはもう。ヘウレーカ様は最高神と対たい峙じし、こう仰おつしやったと言われています。『人間が増えすぎるなら、いっそのことみんな男にしてしまえばいい。そうすればいくら愛し合おうと、子供が生まれることはない』と」

「………………んん？」

　なんか今──おかしな方向に行かなかったか？

「ヘウレーカ様の理路整然とした論を聞いた他の神々は、なに一つ反論することができず『アッ──！』と叫さけんだとか」

　それ、論破されたときの叫び声と違う。

「入信者が最初に教わるヘウレーカ様のお言葉はこうです。『全ての掛かけ合わせを愛めでなさい。ホモォ』。私たちはその意味を味わいながら『ホモォ』と復唱するのです」

「そ、そうですか。それは深いお言葉ですね……」

「はい！」

　屈くつ託たくなく笑うダウリナ。本気で信じてるんですね、ヘウレーカ様……。

「それで貴方あなたのお悩みとは？　天使に代わり、私が神の御心を届けましょう」

「い、いやあこれといってないというか……」

　ヤバい、ヤバい。俺の全本能が告げている。

　この人とはできる限り早く離はなれるべきだって。

　別に俺はどこの神様も信じてないし、宗教とか争いの火種にしかならないだろと達観してるし、だからこそ他の人がどんな神様を崇めてても気にならないけど──この人が信じている神様だけはマズいって！

「その違い和わ感かんのあるしゃべり方。本当は悩みを聞いて欲しい証しよう拠こです」

　慈いつくしみ深い表情で仰ってくださったところ恐きよう縮しゆくですが……、しゃべり方に違和感があるのは、元からなんです。

「それに貴方の目は、すっかり輝かがやきを失っているではありませんか。安心してください。私がヘウレーカ様の代わりに悩みを解決して差し上げます」

　ごめんなさい。死んだような瞳も俺の基本スペックです。

「人はひとりでは生きられません。貴方の思し慮りよ深ぶかさは美徳だと思いますが、ときには誰だれかに頼ることを学ぶべきです！」

　……なるほど。ネクラを前向きに捉とらえると、思慮深いになるのか。

　学びました。これから自己アピールに使わせてもらお。

「それにひとりだと掛け合わせが……ごにょごにょ」

　ん、なんだ？　なんかいきなり聞き取れなくなったけど。

　しかし、悩みなあ……。

　そりゃ、俺にだってあるさ。仲間ができないっていう一番の悩みが。

　だけど、この人にそれを知られるわけにはいかない。これはもう絶対に、だ！

　ところが──ここには空気の読めない娘がいた！

「ネクラ勇者のパパはねえ、仲間が欲しいんだってー」

「バッ……！」

　ッッッッッッカ野や郎ろう！

　ちょ、おま、今までの会話の流れ聞いてなかった？

　この人は暗黒神を崇めているうえに、その暗黒神は腐くさっておられるんだぞ！

　あ、こいつめっちゃ世間知らずだしなあ……。

　暗黒神とか腐ってるとか、知るわけないかちくしょおめ！

「あ、あらそうなんですか。ちなみにどんなパーティを組みたいと？」

「お、俺は男だけのパーティを組みたいと思ってまして……」

　だから女性のあなたは仲間には入れられないんだごめんね。

　そういう意味合いを込めてみたつもりだったのだが──

「お、男だけのパーティ。なにそのＣＰカツプリングパラダイス……。じゅるり……」

　妙に食いついてきた！　神様が神様なら、信者も信者だな！

「じ、実は私も仲間がいないんです……。どうでしょう、そのなかにひとりくらい女性を入れてみるというのは……？」

　ダウリナは上うわ目め遣づかいでもじもじしだした！

　顔まで赤らめやがって無む駄だにかわいい！

「私のこと、いやらしい目で見てくる人はお断りだったんですけど、あなたみたいに信心深い勇者の方になら、誘われてもオッケーしちゃおうかな、なんて……」

　くっ、めっちゃ誘ってほしそう！

　しかもなんだよ、なんか色々と想像を搔かき立てられる言葉遣い！

　涙なみだを堪こらえきれない。信しん仰こうさえ変じゃなきゃ、俺だって、俺だってなあ……！

「ち、ちなみにダ、ダウリナはどんな魔ま法ほうが得意で……？」

　ここは一いつ旦たんお茶を濁にごそう。

　僧侶の使う魔法といえば、神聖魔法。

　仲間の体力を回復したり、状態異常を解消したりすることができる魔法が代表格だが、崇める神様によって、他にも得意な分野があったりする。

　例えば勇気の神イオローデならば、戦せん闘とう中の恐きよう怖ふを取り除く魔法。正義の神ジェリドーなら、魔を拒こばむ防ぼう御ぎよ壁へきの魔法、といったように。

「そ、そうですね。私の得意とする魔法は、お亡くなりになった方の肉体を器とし、そこに仮初めの魂たましいを宿すことで、生前の力を遺い憾かんなく振ふるっていただくこと、かしら」

「…………すっごい綺き麗れいな言い方したけど、それ死体使いネクロマンサーの魔法ですよね!?」

　にこ……って潤うるんだ瞳で笑っても、騙だまされないから！

「あとは……、あ！　傷を癒いやしたりとか」

「ああ、ちゃんと回復魔法も使えるんだ」

「もちろんです。十回に一回くらいは即そく死ししますが」

「死ぬの!?」

「我が母は気まぐ……甘えを許さないお方なので」

　うわあ自分の神様のこと気まぐれって言おうとしたよこの人。

「でも安心してください。死んでも蘇そ生せい魔法が使えますから」

「いやいや、一回死んでる時点で全然大だい丈じよう夫ぶじゃないし」

　しかし、蘇生魔法か。それかなり上位の僧侶しか使えないはずだけど。

　崇めてる神はともかく、実力だけは確かなんだなあ。

「三回に一回くらい、ゾンビとして蘇よみがえる可能性がありますけどね」

「暗黒神ンンン───!!」

　それ、どう考えても暇ひまを持て余した神々の遊びだろ！

　二つの魔法を合わせると、ゾンビになる確率三十分の一かよ……。

　パーティ組んで冒ぼう険けんして、気づいたら腐ったゾンビって嫌いやすぎる！

「本当に厳しいですよね。思想が腐るだけなら良かったのですが……」

　上手いこと言ったつもりか！

　俺はグラスのエール酒を飲み干すと、口をぬぐった。

　やれやれ……、いくらエロい身体つきだからって、やっぱこんな子は仲間にできない。

　もはやなりふり構っている場合じゃないよな。

　強制的に仲間にされる呪のろいでもかけられないうちに、早々に立ち去るべきだ。

「ぉぃ」

　隣となりで静かにコーヒーミルクを飲んでいる連れに小声で呼びかけ、ちらりと目配せしようとしたのだが──

　ミーチカはドン、とコップをテーブルに叩たたきつけると「ゴゲーッ！」と女の子にあるまじき大きなゲップを空中に放った！

「いーね！　ヘウレーカたま、なかなかおちゃめ！　これからは、パーテーにひとりはゾンビがいる時代なのら！」

　俺はぎょっとした。

　な、なにを言っているんだこいつは……。

　まさか、知らないうちにもう呪いをかけられてしまったとでもいうのか……！

　──いや。

「ちょ、ちょっと待て、お前なんで酔よってるんだ？」

　よく見ると、ミーチカの色白だった顔が、いつの間にか赤くなっている！

　おかしい。こいつはさっきからミルクしか飲んでいなかったはずだ。

　いつのまにか、空になった大量のコップがテーブルに置かれてるけど！

「えっへっへ。あたしたちエルフは、ミルクで酔っぱらえる体質なのら」

「え……、じゃあ俺のことパパとか呼んでたのも、演技じゃなくて酔っ払ぱらってただけ!?」

　どうりで器用なことできるなと思ってたんだよ！

「てかお前、エルフなの隠かくさなくていいのかよ！」

　バンバンと俺の背中を叩くミーチカ。

「かたい！　かたいなあーネクラさんは！　そんならから仲間ができないんらよ！」

「どんだけへべれけだお前！」

「えっと」

　ダウリナの声に、俺はハッとする。

「おふたりは、あのぉ……、親子じゃないんですか？」

　しまった。ダウリナは、俺たちが親子だと思ってたんだった。

　ここまで暴ばく露ろしておいて取り繕つくろうのは、どう考えても不可能だ。

「す、すみません実は……」

　俺は怒おこられるのを覚かく悟ごで、全てを打ち明けることにした。

　ここで呆あきれられれば、きっと仲間になりたいという気持ちも薄うすれるだろう。

　そんな淡あわい期待も同時に抱いだいて。

「そういうことでしたか……」

　騙されていたとわかり、ダウリナは少し残念そうに笑った。

「ごめんなさい。騙すような格好になってしまって……」

「いえいえ、いいんですよ。私、昔から騙されやすい性格ですから」

　うん、暗黒神教にドップリはまってるあたりからもわかるわ、それ。

　……多分、無防備なんだよな。この子は。

　暗黒神を信じてても、悪い子じゃないのはひしひし伝わってくる。だからパーティ入りを拒むのも良心が痛むっていうか……、ああタチが悪い。

「むしろ安心しました。奥さんがいないならどれだけ妄もう想そうしても罪になりませんしね」

　そう言ってにっこり笑う。なんの妄想かは訊きかないでおくよ？

「大体ねえ、ダウリナはそんな格好してるから騙されるんらよ！　お、男誘さそってるみたいな服着ちゃってさ！」

　ミーチカは真っ赤な顔をさらに赤らめた。

　男を誘うとか、恥はずかしいなら口にするなよ。

「そんな格好って……、これはヘウレーカ教司祭の正装ですよ！」

　……。

　…………。

　はっ。いかんいかん。あやうく改宗するところだった。

「このガーターベルトを発明したのだってヘウレーカ様なんですから！」

　うん、これからは俺もヘウレーカ様とお呼びし……じゃない！

　マジで危ない。俺がおっぱい教じゃなくふともも教だったら、一いち撃げきでやられていたぞ。

　これが噂うわさに聞く洗脳か──宗教怖こわい！

「ヘウレーカたま、ヘウレーカたまってうるさいなあ！　どんなにヘウレーカたまが偉えらいか知らないけど、影かげの剣けん王おうたまの方が百万倍かっこいいんらからね！」

　ミーチカがコップを思いっきりテーブルに叩きつけた、そのときだった。

「──あれ、今、俺の友達を呼んだのか？」

　酒を片手に店内をうろついてた男が《影の剣王》という言葉に反応したのだ。

「ほえ？　あなた、影の剣王たまのこと知ってるの？」

　近づいてきたのは、三十手前の瘦やせた男だ。

　服装は地味ながらも軽く機能的で、盗とう賊ぞくクラスだと一目でわかる。

「知ってるもなにも……、あそこにいるのが《影の剣王》こと、ゼイン・ヴェノムだぜ」

　盗賊は、入り口側のテーブルを指さす。そこには槍やりを壁かべに立てかけた重装備の戦士と、まだ二十歳そこそこと思われる優やさ男おとこがいた。

　……噓うそだろ。俺はミーチカの幸運に正直ビビった。

　いくらなんでも、いきなり本人と会えるもんか？

　優男の方は、自分に関する話だとわかったのか、グラスを持って立ち上がる。

「ゼインだ。みんながどう呼んでいるかに興味はない」

　軽金属の鎧よろいに曲刀。イケメンだけに許される長い髪かみ。

　ご丁てい寧ねいにゼインは、冒険証を取り出してこちらに見せてきた。

「俺と同じ勇者か……。うひゃ、ランクＡ!?」

　思わず奇き声せいが出た。ランクを上げるにはいくつもダンジョンを制せい覇はしたり、街を守ったりした功績が必要になる。Ａなんて、なかなかなろうと思ってもなれるもんじゃない。

　俺？　俺はＤだ。文句あるか。

　ゼインは別に自じ慢まんするつもりじゃなかったというように肩かたを竦すくめる。

「己の腕うでを磨みがこうとしばらくひとりで活動してたんだが、そろそろ魔王退治に本ほん腰ごしを入れようかと思ってな。今、パーティを集めているところなんだ」

　ゼインの連れ、戦士と盗賊もまた、冒険証を取り出す。ふたりともランクはＢ。ゼインには劣おとるものの、立派に一流冒険者として認められるランクだ。

　俺はちらりとミーチカを見やる。あれだけ妄信的な憧あこがれを口にしていたくらいだ。いきなり出会ったりしたら泡あわでも吹ふいて倒たおれるんじゃないか。

　そう思っていると、ミーチカはふらふらとした足取りでゼインに近づき、テーブルの前でがばっと頭を下げた。

「あたし、魔法士のミーチカです。もももも、もし良かったら、剣王たまの仲間にいれてくだちゃい！」

　嚙かんでる。超ちよう嚙んでるよ……。

「だ、だだだ、ダメでちゅか？」

　両手の人差し指を合わせてもじもじするミーチカ。

　見た目の幼さも相まって、あれじゃ断られておしまいだ。

　ところがゼインの反応は、予想とは違ちがった。奴やつは気さくに笑うと、親指を立てる。

「いいぜ。ちょうど魔法士の枠わくは空いてるしな」

　いいのかよ！　驚おどろいて思わず立ち上がってしまう。

「ほ、本気ですか？　こいつの実力もわからないのに」

　俺が考え直すよう呼びかけても、ゼインの決意は変わらない。

「問題ない。実力がないなら、これからつければいいだけだ」

　うわっ、俺が憧れてたような台詞せりふを口にしやがった！

「うひひ。あ、あたしが影の剣王たまのパーティ……。えへ、あへへ」

　あかん、ミーチカがあまりの喜びで精神崩ほう壊かい起こしかけてる。

「もし良ければ君もどうだい？　僧そう侶りよも募ぼ集しゆうしてるんだけど」

　ゼインは、今度はダウリナを誘い始める。

　次から次へと仲間に誘えるなんて、どんだけリア充じゆうパワーに満ちあふれているんだ。

「いえ、私は結構です。私には心に決めた方が……」

　うっ、そこでなんで俺を見るの？

　勝手に心に決められても、俺は仲間にはならないよ？

「なんだ。それは残念」

　断られても、さほど傷ついた様子も見せないゼイン。

「よし、じゃあ新しいパーティで飲みなおしといこう！」

　そう言って仲間たちにパン、と手を叩く。

　くっそう、やっぱ俺は誘われないのか！　パーティにふたり勇者がいたっていいだろ！　……ダメか！

「ミーチカ君だったね。一いつ緒しよにくるだろ」

「はっ、はい！　喜んで！」

　こっちには目もくれず、嬉うれしそうに店を出ていくミーチカ。

「あ、おい……」

　まだスマホンの連れん絡らく先さきも交こう換かんしてなかったのに。

　愛しの剣王様に会えれば、酒場に入るための使用済み半券はお払はらい箱ばこってわけですか。

「あら？　クラムったら振ふられちゃったの？　ざーんねん」

　椅い子すに倒れ込むように座った俺に、オヤっさんがからかい半分に声をかけてくる。

「別に最初からパーティ組もうとか思ってないから」

「また強がっちゃって」

「そんなことよりオヤっさん、エール、エールをくれ」

　あーあ。なんか凄すごく飲みたい気分になっちまったよ。

　さっさと自分だけパーティを組みやがって。

　裏切り者め。末永く幸せにな。

　俺は妄想する。ミーチカが影の剣王の仲間として、俺が憧れてたような数々の試練を乗り越こえ、ついには魔王を倒してちやほやされるところを。

　あいつは英えい雄ゆうとして王宮に呼ばれ、こう叫さけぶんだ。「あたしが剣王様の仲間になれたのは、昔酒場に入れるように取り計らってくれた人がいるからです！」って。

　おお、欝うつになろうと始めた妄想だったのに、途と中ちゆうから都合の良い流れにしちゃったぜ。

　心の自己防衛機能すごいな。

「……あのぉ、良かったんでしょうか？」

「なにが？」

　ダウリナの問いかけに、ちょっとイラッとしてしまう。

「いえ、ミーチカちゃんをあの人たちに預けちゃって」

「預けるもなにも、俺とあいつは元々仲間でもなんでもない。それにあいつ、影の剣王の仲間になるのが夢だったんだ。それが叶かなったんだから、ここは喜ぶべきとこなんだよ」

　そう。なんで素直に喜べないんだよ俺は。

　こういうところがネクラだって言われんだ。

「でもあの人たち、ミーチカちゃんがエルフなのわかってたんじゃないかなって……。それはあの子にとって、不本意なことじゃないんでしょうか」

「え……」

　あいつら、ミーチカがエルフだって知ってた？　なんで？

「だってミーチカちゃん、結構おっきな声でエルフ、エルフって言ってましたし、それにこっちのテーブルをちょっと見てれば、ミーチカちゃんがエルフだってことはわかったはずです。エルフがミルクで酔ようのなんて常識ですから」

「……マジで？」

「はい。ミルクで作ったお酒をエルフ酒、なんて言うくらいですよ？」

　あ、聞いたことあるわそれ。エルフの血でも入ってるのかと敬遠してたやつだ。へえ、ミルクのお酒だったのか。

「入ってるのは血じゃなくて、エルフの唾だ液えきらしいですよ。なんでも乳糖を急速に発はつ酵こうさせる酵こう母ぼが含ふくまれてるんですって」

「俺、また独り言喋しやべってた？」

「はい」

「でも、相手はボランティアで魔ま族ぞくと戦ってるような奴だぜ。そんな勇者のなかの勇者みたいなヤローがミーチカをだますなんて──」

　…………ん、なんかおかしくないか？

　遅おくればせながら、俺は決定的な矛む盾じゆんに気づく。

　ゼインの冒ぼう険けん証に刻まれたランクはＡだった。

　でも、影の剣王って冒険局に自分の成果を報告してないんだろ？

　だったら、ランクは上がりようがない。まして、Ａなんてありえない！

　…………こりゃ、やばいな。

　俺は腰こしの鞄かばんから銀貨の入った革かわ袋ぶくろを取り出すと、テーブルの上に置く。

「ありがとう、ダウリナ。これで酒でも飲んでてくれ。俺、ちょっと行ってくる」

「え、えええ!?　ま、待ってくださいよぅ！」

　俺は酒場から飛び出し、走り出した。

　奴らが向かいそうなところはどこだ？　考えれば、きっとわかるはず。

　なにせ俺は、飲み屋だけには詳くわしいんだ！




　酒場街には、光と影がある。武装がなくても安心して飲めるエリアが光なら、油断すれば金を奪うばわれ、命さえ落としかねない、そんなエリアが影。

　そして後者の場所には、悪さをしてもバレない、たとえバレても誰だれにも咎とがめられない、そんな死角があるもんだ。

「よしよし、完全に酔いつぶれたな」

　──暗い路地から、ゼインの声が聞こえた。

「こんなガキが高く売れるのかよ」

「ガキだからいいんだ。エルフは永遠に少女だからこそ、需じゆ要ようがあるんだよ」

「ハアハア。ちょっと味見していいか？　俺、これぐらいの齢としの子が一番好みなんだよ」

　これはさっきの盗賊の声か。

「な、言ってるそばからここにもいた。遊ぶのはいいが、壊こわすなよ」

「わかってるって。へへ、エルフちゃん、ぬぎぬぎしましょうねー」

「──待て」

　俺は素早く《光源ライト》の魔ま法ほうを使い、酒場裏の路地を照らした。

「くっ、な、なんだ？」

　いきなり明るくなった視界に、潜ひそんでいた男たちは驚く。

　奥には影の剣王を名乗っていたゼインとその仲間、それに酔い潰つぶれたエルフの少女。

　ミーチカの膨ふくらみかけた胸元は露あらわになっていて、酒で赤くなった肌はだの色も相まって妙みような背徳感を醸かもし出していた。

　しかし俺はそんなものに気をとられるほど、冷静じゃなかった。

「……あのなあ、ユウシャのユウは誘ゆう拐かいのユウじゃねーんだぞ」

　聞いたことがある。冒険者としての資金稼かせぎに、悪事に手を染める奴らもいると。

　無法冒険者アウトサイダー。魔族やモンスターより、よっぽど面めん倒どう臭くさい連中だ。

「……なんだ。誰かと思えば、このエルフと一緒にいたネクラ君か」

　影の剣王を騙かたっていたゼインには、さっきまでの爽さわやかさが全くない。

「あぶれ勇者はあぶれ勇者らしく、酒場の隅すみに帰ったらどうだ？」

　ゼインの言葉に、戦士と盗とう賊ぞくはケタケタ笑う。

「……ああ、俺はあぶれ勇者だ。だから──だからこそ許せないんだよ」

「あ？」

　怪け訝げんな表情に変わった連中に、俺は唾つばを吐はきかける勢いで叫んだ。

「仲間にしてほしいっていう、ミーチカの純じゆん粋すいな気持ちをもてあそんだお前らがな！」

　怒いかりに任せると、なんでこういう言葉がスラッと出てくるんだろうな。

　普ふ段だんもこれくらい堂々と喋れれば、仲間集めにも苦労しないのに。

「あっ、クラムさん見つけました！　もうっ、置いていかないでください」

　背後からやってきたのはダウリナだった。走って俺を追ってきたらしく、息を切らしながら不満を口にする。だが、目の前の光景を見ると、すぐ押し黙だまった。

「危ないから下がっていろ」

　俺は鞘さやから長剣を抜ぬき放つ。片手でも両手でも扱あつかえる、諸もろ刃はのバスタードソードだ。

「あ、相手はランクＡとＢが三人ですよ？　私も戦います」

　その心意気は嬉しいんだが、声は震ふるえていた。強がっているのが丸わかりだ。

「はっ。パーティも組んでないような低ランクがふたりいたところで、俺たちに勝てると思ってるのか」

　俺たちを鼻で笑い、戦士は槍やりを構える。盗賊はミーチカを持ち上げ、盾たてみたいに後ろに身を隠かくすと、ナイフをこちらに向けた。

　ゼインは剣を抜かず、余よ裕ゆうぶっている。俺の相手は仲間のふたりだけで充分だと思っているんだろう。まあ、そらそう思うわな……。

「そこの僧侶。そんな頼たよりない男の味方なんかしても、なんの得もないぞ。どうだ、今からでも俺たちと来ないか？」

　ゼインの性しよう懲こりもない誘さそいを、ダウリナはきっぱりと拒きよ否ひする。

「いいえ。貴方あなたたちの掛かけ合わせには全然萌もえませんから。それに、クラムさんは頼りないところがいいんですよ！　総受け臭しゆうがして！」

「ひどい理由だなおい……」

　しかし、こちらの味方についてくれるのは素直に有り難かった。

「ダウリナは武器を使った戦せん闘とうは得意じゃないだろ？　ここは俺に任せてくれ」

　躊ちゆう躇ちよしつつも、後ろに下がるダウリナ。

　狭せまい路地での戦闘に加勢しても、かえって邪じや魔まになるとわかったのだろう。

「安心してくださいね。もし殺されちゃっても……、私が全力で蘇そ生せいしますから」

「それ、三分の一でゾンビになるやつでしょ!?」

　…………まあ、三分の二は生き返れるんだからまだましか。

　そんな風に思ってしまったあたり、俺の感覚おかしくなりだしてるかもしれない。

「……あーあ、勘かん弁べんしてほしいぜ」

　敵対する偽にせ剣王パーティを見み据すえながら──

　俺、クラム・ツリーネイルは妄もう想そうを開始する。

　妄想の中では、俺は最強の勇者だ。

　極めし魔法《多重高速化マルチアクセラ》を使えば、この姿を捉とらえることは何なん人ぴとたりともかなわない。

　俺が一度刃やいばを抜けば、相手に見えるのは剣先の煌きらめきだけ。

　まず倒たおすのは──そうだな。

　一番手前にいる屈くつ強きようそうな戦士からにしようか。

　まともにやれば厄やつ介かいな相手だが、研とぎ澄すまされたスピードの前では、どんな力も無力。

　俺の長剣は上物じゃないから、鎧よろいに守られた胴どう体たいを狙ねらえば死にはしないだろう。

　次は盗賊。ミーチカを盾にしているとはいえ、体格差のせいで頭は完全に無防備。

　剣のグリップで軽く首を突ついてやればコロッと気絶するだろうな。

　最後は影の剣王を名乗ってるゼインの野や郎ろうだが──

「おい、なにをぼーっとしてる！」

　俺の妄想は、ゼインの叫び声によって中断された。

「ん……、ちっとばかし妄想を膨らませてた。俺が最強の勇者で、お前らをばっさばっさとなぎ倒すのを思い描えがいてたんだ」

「はッ。そりゃ幸せな妄想だな」

「……ああ」

　そんな馬ば鹿かにした表情ができるのもここまでだ。

「なにせ俺には──妄想を現実にするだけの力が備わってるんだからな」

「あ？」

　アホ面をさらすゼイン。

　意味がわからないみたいだから、言い直してやる。

「だから、俺の妄想がキマった時点で──」

　俺はさっきの妄想を、妄想の通りに実行して、

「──勝負も決まっていたんだよ」

　戦士と盗賊はその場に倒れ、俺の腕うでのなかには眠ねむったままのミーチカが収まっている。

　彼女の奪だつ還かんに要した時間、約一秒。

　酔っ払ぱらってなきゃもう少し速く動けるんだが、こればっかりは仕方ない。

「は、はあああああああ!?」

　これは、攻こう撃げきを全く目で追えていなかったゼインの声。

「せっかくの決め台詞ぜりふが台無しだ……。お前が途と中ちゆうで遮さえぎるもんだから、妄想の終わってたところまでしか動けなかったじゃないか」

　俺は長剣を肩かたに、ため息をつく。どうせなら全員一気に始末したかった。

「は、はや……」

　敵が小便ちびりそうにしている隙すきに、俺は眠ったままのミーチカをダウリナに預ける。

「今の、強化魔法バフの重ねがけ、ですか……？」

「へえ……、よくわかったな」

　驚おどろいた様子でありながら、彼女には俺が神速で動けた理由がわかったようだ。

　俺がやったのは、《高速化アクセラ》の重ねがけ。

　ただ、残念なのは身体からだの動きを高速化アクセラしても、頭の回転は速くならないこと。

　だから予あらかじめ自分の行動をイメージしておく必要があった。

　それが妄想。ネクラだからって、楽しくてやってたわけじゃないんだよ。

「ふざけるな！　強化魔法バフは一種類につき一回目しか効果は出ないはず。何度も同じ魔法をかけたからって、何倍もの効果が出るなんてありえない！」

「それはお前らリア充じゆうの理り屈くつだろ」

　わめくゼインに、俺は肩を竦すくめる。ぼっちとリア充じゃ、行動原理がまるで違ちがう。

「ぼっちってのはな、お前らがみんなと楽しく時間使ってるあいだ、コツコツ目立たず、無む駄だに努力してんだよ。誰かに認められたい、その一心でな」

「くそっ！」

　慌あわてて鞘から剣を抜こうとするゼイン。だが、

「おそい」

　その剣先が鞘から出るより早く、俺はゼインへ一いつ瞬しゆんにして剣を叩たたき込むと、その服にしまわれていた冒ぼう険けん証を奪い取る。

「お前みたいなやつが勇者を名乗る資格はねーよ」

　剣が冒険証を微み塵じんに斬きり裂さいたのと、やつが地面に倒れ込んだのは、ほぼ同時だった。

　恵めぐまれたリア充が、もっと恵まれようなんて高望みするから、バチが当たったんだよ。




「……それで、こいつらが奴ど隷れい市と関係を持っていた無法冒険者アウトサイダーですか」

　ダウリナの呼んだ五人の巡じゆん回かい騎き士しが、倒れたままのゼインたちを見下ろして言う。

「どいつも名の知られた冒険者じゃないですか。まさか無法冒険者アウトサイダーだったとは……。それにしても、誰がこいつらを倒したんです？　もしかしてあなたがひとりで？」

「倒したのは、あそこのお方です」

　ダウリナが俺を指さす。本来ならば功績を称たたえられても良い場面なんだが──

「ええ……？　あそこの人ですか？　噓うそでしょう。ただの酔よっ払いですよあれは」

　俺に向けられたのは、そんなひどい言葉だった。

　なぜかって、俺は路地の汚よごれた壁かべにもたれかかり、盛大にゲロを吐いていたからだ。

「……やっぱり信じられませんよねぇー……」

　頰ほおに手を当てて、ダウリナが苦笑する。仕方がないだろ。

《多重高速化マルチアクセラ》の欠点は、酒を飲んでやると後で死ぬほど酔いが回るところなんだ。

「はあ……」

　頭が醒さめてきた俺は、盛大にため息をついた。

「ああ……、またやってしまった……」

　先ほどまでの自分の言動を振ふり返り、膝ひざを抱かかえてうずくまる。

　どうして俺は感情が昂たかぶるとカッコつけてしまうのか……。

　そのスタンスを最後まで貫つらぬき通せるならまだしも、吐いちゃうんだから締しまらない。

「気分はよくなりましたか？」

　巡回騎士への説明を終えたダウリナが、俺の背中をさすってくれる。

「ああ……、だいぶましになってきた」

「あ、あの、クラムさんの冒険者ランクは、もしかしてＡなんですか？」

　躁そう鬱うつが激しい俺にうろたえながらも、ダウリナが心底気になった様子で訊たずねてくる。

　冒険者ランクの最上位はＡだ。ランクＡのゼインを倒せたんだから、俺もまた同じくらいのランクなんじゃないかと思ったんだろう。

　でも──

「残念。俺のランクはＤだよ」

「Ｄ!?　だ、だったら、なんでそんなに強いんですか!?」

　そこに触ふれるか。カッコ悪い理由だから隠しときたかったんだけどな……。

「ランクが上がると、無駄にベテラン扱いされて、パーティ組みにくくなると思わない？　だからＤに上がってからはずっと、冒険局に成果報告してないんだ」

　ほら、つまんない理由。きっとダウリナも呆あきれたに違いない。そう思って目をやると、なぜか彼女は口をパクパクさせていた。

「じ、じゃあ《影かげの剣けん王おう》って、貴方のことなんじゃ……」

　………………は？

「……まっさかあ！」

　さすがに爆ばく笑しようだわ。なに言ってるんだろうねこの人は。

　敵に勝ってからゲロを吐いてる。こんなカッコ悪い剣王がいてたまるかって。本物の影の剣王にも、なにかと比ひ較かくされてる光の剣帝にも失礼ってもんだ。

「そ、そうですよね。貴方がそうなら、影の剣王というより、影かげ薄うすい王、ですし……」

「そういうこと。……って、あのな」

　思わず肯こう定ていしちゃったけど……、今、別にわざわざディスる必要はなかったよな？

「……体調戻もどってきたし、そろそろ戻るか」

　ゼインたちを連れて巡回騎士がいなくなる頃ころには、ネオンブリッジの酒場にもちらほらと閉めるところが出始めていた。

　眠ったままのミーチカをおぶって、とりあえず《旅の道連れ》亭まで戻ることにする。

　ダウリナ、俺の財布をテーブルにほったらかしにしてきたって言うし。

「あれー、影の剣王たまはあー？」

　と、背中のミーチカがようやくお目覚めだ。

　ろれつが回ってないから、酔いが抜ぬけたわけじゃないらしい。

「影の剣王？　ミーチカちゃん、なんの話をしているんですか？」

　俺たちは前もって、影の剣王と会ったことを夢だったことにすると決めていた。

「そっか。そりゃ夢だよねー。だって、ネクラさんがすっごく強かったのら……」

　ぼそぼそ言うと、またミーチカは眠りにつく。

「ゆめゆめ……。かとーなネクラさんが、カッコよかったなんてありえないし……」

　半分寝ね言ごとみたいだけど……、カッコよかったって？

　俺が戦ってるとき、微び妙みように目が覚めてたんだろうか。

「カッコよかったですって。よかったですね」

「からかうなよ、まったく……」

　こういうしょうもない出会いはあるのに、どうして俺には仲間ができないんだろ。

　この夜とともに、謎なぞは深まるばかりだ。








　　　第２話　ネクラ勇者、出会い系にドハマりする









　酒場街、ネオンブリッジの朝は遅おそい。夜明けまで飲んでいた連中はもちろん、そこで働く者たちにとっても、午前中は休息の時間。

　昼過ぎどころか、夕方まで寝ている奴やつだって少なくない。

　俺はそのなかでは、かなり早起きな方だと思う。

　昼飯前に目覚められたんだから、褒ほめられたっていいくらいだ。

「頭がガンガンする……」

　ただ、体調はめちゃ最悪。窓から差し込む太陽は凶きよう悪あくな輝かがやきを放っていて、知り合いに吸きゆう血けつ鬼きがいたら睡すい眠みん用の棺かん桶おけはどこで買えるのか訊ねたい気分だった。

　俺、クラム・ツリーネイルは勇者だ。とはいえ、この世界で勇者なんて珍めずらしくもなく、俺はそのなかでは落ちこぼれた方の部類。

　コミュ障のせいで仲間ができず、いつまでたってもひとりで冒険をしては小銭を稼かせぎ、このネオンブリッジに舞まい戻って酒場に金を落とす。

　そんなしょうもない生活を二年も続けている。

　それでもパーティを組める予感はまるでしない。

「あーあ、あんなに飲むんじゃなかったぜ……」

　確か昨日も一軒けん目めで歴戦っぽい戦士に声をかけて、見事に玉ぎよく砕さいしたんだよな。それで、ヤケ酒をしたんだっけ？　あー、頭が回らない。

　二日酔いの鈍にぶい頭痛はまだ寝てろと俺を押さえ込もうとするし、両手足には重たい鎖くさりがびっしりと巻き付いているかのようだ。

「……ん」

　いや、鎖にしては妙みように温かい感かん触しよくが身体の片側を締め付けている。

　なんだ、寝てるときに変な体重のかけ方でもしたんだろうか。がばっと毛布をめくると──俺の左腕うでには、幼い少女が宿っていた。

「うにゅ……」

　少女はまぶしそうに身体を揺ゆする。

　俺はなにも言わず、毛布を元の状態に掛かけ直した。

「……？」

　おかしい。なんだこれは。

　てか、誰だれ？

　もう一度、おそるおそる毛布をめくってみる。

「くぅ……」

　あ、やっぱりいるよね。俺の妄もう想そうじゃなかったかー。

『宿っていた』なんて妙な表現をしたけど、別に俺の腕と一体化してるわけじゃないぜ？

　ただ、少女の胸は俺の腕にみっちりと押し付けられ（残念ながら小ぶりすぎて感触はほとんどないが）、片足は俺の胴どう体たいに乗せられている。まるで猿さるが木に登るときの格好だ。

　木といえば──彼女は森に住む種族、エルフのようだった。

　特とく徴ちようである尖とがった耳は、寝ていてもたまにピクピクと動いている。

　……あー、だんだん昨夜の記き憶おくがよみがえってきた。

　そうだ。昨日はこのエルフであり魔ま法ほう士しのミーチカ、それに邪じや教きようの女司祭ダウリナと出会って、一いつ緒しよに酒を飲んだんだった。

　で、途と中ちゆうでミーチカの憧あこがれてる『影の剣王』の偽にせ者ものが現れて、一戦交えたんだよな。

　そのあともミーチカが酔いつぶれたまんまだから、おんぶして連れ帰ったんだよ。

　俺の家に泊とめる気は全然なかったんだけど、こいつの家もわからなかったし、ダウリナに預けたら邪教の教会行きだったしな……。
















　うん、全部思い出した。

　でも──俺はやはり首をひねらざるを得なかった。

　いくら外見が幼よう稚ちだからって、さすがに同じベッドはマズいから、俺、ミーチカ用の寝ね床どこを用意したよなあ？

　朦もう朧ろうとしながらも、俺ってなんて紳しん士しなんだろうと思った記憶がある。

　毛布をしいたはずの床ゆかを確認すると──そこには黒くろ焦こげの残ざん骸がい。

　……なんだ？　あれ、もしかしてだけど、俺がかけてやった毛布？

「焦げくさ……」

　体調の悪さに拍はく車しやをかけていたのは、この臭においか。

　要するに、寝ぼけて燃やし尽つくして、寢るところがなくなったからこっちに潜もぐり込んできたんだな……。

　さすが、《森を焼き尽くす者》という称しよう号ごうは伊だ達てじゃない。

　てか、俺も早く離はなれないと、ああなりかねないんじゃないか……？

　原形を留めていない毛布を見て、途と端たんに張り付いているものが危険に思えてきた。

　それにしても──彼女を引きはがそうと身をよじりながらも、俺は感心してしまう。

　見れば見るほど、綺き麗れいで純じゆん粋すい無む垢くな寝顔だ。

「まったく、無む警けい戒かいもいいとこだよな。世間知らず極まれりというか……」

　ほっぺた超ちようやわらかそう。そんなことを考えながら、自分の腹に乗ったミーチカのふとももを持ち上げたときだった。

「ふにゅう……」

　ミーチカが大あくびをして、目をこする。

　と、次の瞬しゆん間かん、俺と目覚めたばかりの彼女の目線がぱっちりとあった。

「ん……？」

　最初はあっけにとられていた少女の表情は、みるみるうちに真っ赤になっていく。

　そのときの俺の心境を喩たとえるなら、山を登っていたら頂上側から動物たちが一いつ斉せいに駆かけ下りてきたとかそんな感じ。

　噴ふん火か。山火事。そういう災いが降り注ぐ予兆だ。

　しかも不幸中の不幸、その災さい厄やくから逃にげようにも、俺の身体からだはその災いそのものによってがっちりとホールドされているのだった。

「きゃ───っ！　きゃ───っ！　なんであなたがここにいるの!?」

「ぎゃあ───ッ！」

　俺が叫さけんだのは、ミーチカの身体が夏の日差しの下に置かれた鉄板みたいに異常に熱くなったからだ。

　抑おさえきれなくなった魔力が、肌はだから熱量に変わって放出されたらしい。

　ただそれも一瞬。俺の身体はすぐさま宙に浮うき、ベッドの外へと吹ふっ飛ばされた。

「ぐえ」

　とはいえ狭せまい部屋でのこと。俺はすぐそばの壁かべに叩たたきつけられる。

「いたたたた……」

　それはミーチカが酒場でも使ってみせた念動力サイコキノだった。さすが生まれながらに魔法使いといわれるエルフ。詠えい唱しようなしでも男ひとりを持ち上げられるとは。

　しかしそんな凄すごさ、俺にとってはなんの得でもない。

　背中は打ち付けるわ、熱せられた左半身はヒリヒリするわで散々だ。特に腕は、俺が裸はだかで寝る派だったら火傷やけどしてたかもしれない。

「かとーなにんげんのぶんざいで、とことん尊いエルフのあたしに、一体なにしたの！」

　完全にお目覚めのミーチカは、ベッドの上でシーツと自分の膝ひざを抱だき寄せて、俺をキッと睨にらみつけてくる。

「……知りたいか？」

「いやあっ！　聞きたくない、聞きたくない！」

　ただ訊たずねただけなんだが、ミーチカは両手で己の耳を塞ふさぐ。

　いかん、思わせぶりな発言に聞こえたか。俺の喋しやべり方、抑よく揚ようないしな。

「あなたみたいな変態、すぐに影かげの剣けん王おうさまがぶっ飛ばしにくるんだからね！」

　その言い様には、心が広い俺もさすがに頭を搔かいてしまう。

「あのなあ……。俺は影の剣王を騙かたる悪漢から、お前の貞てい操そうを守ってやったんだが……」

「…………え？」

　俺は昨日起こった出来事をミーチカに語って聞かせる。

「……それ、ほんとなの？」

「本当だ。なんなら一緒に飲んでいたダウリナに訊くといい。それか、巡じゆん回かい騎き士し団の詰つめ所しよに行って、昨日の事件記録を見せてもらうか？」

　さすがにそこまで言えば、疑いようもなかったらしい。

　ミーチカはすぐさまベッドから飛び出すと、床に頭を押し付けた。

「ごっめんなさ────い!!　お酒飲みすぎました!!」

　お前が飲んでたのはミルクだけどな……。まあ、大した迷めい惑わくでもないからいいんだが、彼女の無用心さはあとあと問題になる気がする。

　ここは彼女自身のために、がつんと言ってやるべきかもしれない。

　うん、そうだよな。

『エルフのお嬢じようさん、酒場街は子供の遊び場じゃないんだぜ』

　こんな感じの台詞せりふでクールにキメるか。

　俺は心を決めて息を吸い込んだんだが──

「ありがとう、ネクラさん」

「い、いや、気にするな」

　──このタイミングで潤うるんだ上うわ目め遣づかいを向けてくるだと…………。

　許せる！

　ぎゅっとして、頭を「よーしよしよし」とわしゃわしゃ撫なでたいかわいさだった。

　娘むすめができたらこんな風に思うのかもな……なんて。

　仲間もできない俺が結けつ婚こんできるかはさておきだな……。

「まあ、今後は気をつけろよ。あと、悪いけど俺が立て替かえといた飲み代と、お前の燃やした毛布の金額くらいは払はらってくれるか？」

「えっ？　ああっ!!」

　ミーチカはようやく床で残骸と化した毛布に気づいたらしい。

　けっこう焦げ臭くさいんだけどな。

　床に敷しいたのと上から被かぶせたのとで計二枚。

　改めて、よく火事にならなかったなと思わずにはいられない。

「あたし、寝ねるときにぬいぐるみの抱き枕まくらがないと落ち着かなくて、魔力が暴走しちゃうみたいなんだよね……」

「てことは一度や二度じゃないと……？」

「うん、毛布はしょっちゅう燃やしてるんだぁ」

　てへぺろして許されるレベルの悪あく癖へきじゃないぞ、それ。にしても、抱き枕ね。また幼さに拍車をかける……って、さっきまでの抱き枕、俺かよ!?

「それで、お金って、い、いくらくらい？」

「銀貨八枚くらいかな」

　金がなさそうな気配を匂におわすもんだから、正直だいぶおまけしてやった。

「それくらいならなんとかなるかな。ちょっと待ってね」

　ミーチカは財布の袋ふくろを取り出し、中身を手のひらにじゃらじゃら落とす。

　噓うそだろ……。なかに入ってるの、銅貨しかないんですけど。

　ちなみに銅貨は五枚で銀貨と同等。

　さっき俺が言った金額を銅貨だけで払おうとすれば、四十枚必要だ。

　でも彼女の手のひらには、どう数えてもその半分くらいしか載ってなかった。

「ごめん、足りないみたい。今度払うから、今はこれで」

　そういって、銅貨をあるだけ握にぎって差し出してくる。いやいやいやいや。

「お前……、まさかこれが全財産……？」

「うん、そうだよ？」

「どこか宿の前まえ払ばらいとかしてる？」

「ほぇ、宿？」

「おい、今日の夜からどうするつもりなんだお前」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだよ。エルフの世界ではお金なんてなくても生きていけたし」

「そりゃエルフの森は食物も豊かだし、動物たちとも共生してただろ!?」

「いざとなれば大自然に身を委ねるから！」

　ない胸を叩き、自信満々なミーチカ。

「だから、この大都会ネオンブリッジに大自然はない！」

　俺は額をおさえた。こいつ、昨日の教訓を全然活いかせてないじゃんかよ。宿なしのエルフなんて、寝てる隙すきにさらわれても文句言えないぞ。

「なんかダメなの……？」

　俺からの突つっ込みを受けたミーチカが表情を曇くもらせる。ようやく不安を感じてきたらしい。普ふ通つうはそれ、三日くらい前に感じなきゃダメなんだぞ。

　酒場で飲んでる場合じゃないだろ、まったく。

「……わかった。そこの床で良ければ、俺が宿を貸してやる」

「え。いいの？　本当に？」

　ミーチカの顔が、一気に明るくなった。分かりやすっ！

「別に、みなしごをひとり引き取ったと思えば心も豊かになるし」

「それ、なにげに失礼なんだけど……あっ、でもダメだ！　年とし頃ごろの男女は一つ屋根の下で寝ちゃダメってお兄ちゃんが言ってた！」

　その兄貴は、女の子が屋根のないところで寝たらダメだとは教えなかったんだろうか。

　……教えなかったんだろうな。エルフって木の上で寝てるイメージあるし。

　まあ、それならいい口実を与あたえてやろうか。

「ここ、屋根の下じゃなくて橋の下だぞ」

　なんで相手のためにここまで気を遣つかってやらなきゃならないのか疑問に思いながらも、俺は木窓を開け、外を見てみろと彼女を手で呼び寄せた。

　空を見上げたミーチカは「うわぁ……」と感かん嘆たんする。なんか自分がこの部屋に住むようになった二年前を思い出す。あの頃は俺も、純じゆん粋すいな気持ちで見上げたもんだよな。

　俺の住処は、ネオンブリッジ名物の巨きよ大だい陸橋──そのアーチのふもとの隙すき間まを埋うめるように建てられているのだ。だから屋根イコール橋、という詭き弁べんが成立するのである。

　魔ま法ほう文明時に建てられたアーチは高いところで百メルト（約百メートル）ほどもあり、現在の文明ではとても再現できない代物だ。

　でも、そいつのせいでぶっちゃけ日当たり悪いし、老ろう朽きゆう化かが進んで崩くずれるかもなんて言われてるから、実はその真下は意外と破格の値段なのだった。

　部屋が三つあるのに、一部屋分くらいの値段で借りられている。

　しかも、窓の外は黒いラインが空を真っ二つにしているように見える絶景だ。

「あたし、ここに住む！　屋根の下じゃないなら、お兄ちゃんの言いつけを破ったことにもならないしね！」

　ミーチカはそう言ってにっこり笑った。

「ああ、そうしろ。でも、なるべく早く出て行けよ」

　昨日は噓で兄を騙ったわけだけれど、本当に一いつ緒しよに住むことになるとは。

　まあ、腐くさってもエルフの魔法士なんだし、すぐにパーティを作って旅に出るだろう。

　影の剣王の仲間になろうとか、そんな高望みさえしなければ、だけどな。




　人間の歴史は、魔族との闘とう争そうの歴史である。

　魔族を束ねるのは魔王バルザーク。旧魔族領──リオレス北部のアイオーン城に棲すむ。

　未だ健在らしいが、人間で会った者は誰だれもいない。

　いや、会って帰った者がいないと言うべきだろうか。

　老いたとはいえ、あらゆるダンジョンに《開リかフずユのー禁ジ呪ア》を一度に施ほどこすほどの魔力の持ち主。その戦力は、下に控ひかえる魔族三大公こう爵しやくが束になっても敵わぬといわれている。

《禁呪崩しキーノート》が作り出された当時は、武ぶ勲くんを立てようと魔王へと挑ちよう戦せんする冒ぼう険けん者も少なくなかった。しかし、アイオーン城から帰ってくる者は誰ひとりおらず、それは当時最強と謳うたわれていた《蛮ばん勇ゆう王》のパーティでさえ例外ではなかった。

　やがてアイオーン城へと踏ふみ込むのは勇気ではなく、無む謀ぼうとみなされるようになった。

　物事には順序というものがある。

　魔王に挑いどむなら、まずはその下に控える三大公爵を倒たおしてからにしろ。

　三大公爵と戦うなら、その前にバルザークの子供たちが支配する迷宮で、己を試せ。

　そんな暗あん黙もくの了りよう解かいができあがっていった。

　魔王には七人の子がおり、それぞれが色を冠かんした迷宮を支配する。

　ここは、そのうちのひとつ、紫し煙えんの迷宮。

　バルザークの末っ子にして魔王継けい承しよう権第七位《堕だ落らくの悪魔》が治める魔ま窟くつ。

　魔王の残ざん忍にんさと狡こう猾かつさを最も強く受け継ついでいるとされる《堕落の悪魔》。

　最深部の玉座にじっと留まることはなく、迷宮に挑んだ直後に襲おそわれたなどという話も絶えない。良心なき快楽を追い求め、迷宮に足を踏み入れた者を容よう赦しやなくもてあそぶ。

　ゆえに上位ランクの冒険者でも、紫煙の迷宮を攻こう略りやくしようと考える者はごくわずか。

《堕落の悪魔》に遭そう遇ぐうし逃にげ帰った冒険者は口々にその恐おそろしさを伝えるのだが、語られる姿形は人によって異なる。

　例えば、紫むらさきの煙けむりを吐はく牛頭の怪かい物ぶつで、身長は五メルトを超こえるとか。

　あるいは、蝙こう蝠もりの翼つばさと、人間の血をすするための管付きの牙きばを持つとか。

　さらには、消化液をまき散らすドロドロの液体生物、なんて話もある。

「うっきゃあー！　スマホンだ、スマホンだぁー！　うひょおおおー！　これでアタシもイマドキ女子の仲間入りよぉおー！」

　だからこそ、誰がわかるだろう。今、我を忘れて小こ躍おどりで玉座の間に入ってきた娘が、《堕落の悪魔》ルージェント・ルーフレットその人であると。

　こめかみの上に角が生えていること以外に、彼女と人間との外見的な違ちがいはない。

　記録によれば、彼女が生まれたのは今から五十年前。

　優に五百年は生きる魔族のなかでは、少女といって差し支つかえない年ねん齢れいだ。

　それも、絶世の美少女である。

　薄うすい紫の髪かみは、光が当たると銀ぎん髪ぱつにも見えるほどきらきら光り、褐かつ色しよくの肌はだは黒曜石と金こん剛ごう石せきを掛かけ合わせたかのようにつやつやしている。

　髪と肌の色に合わせた服装もよく似合っていた。

　上半身にぴったりフィットしたノースリーブの革かわ鎧よろいを着て、むきだしの肩かたはつるんとなめらか、短いスカートの裾すそはほっそりとした太ももを見せびらかす。

　なぜ、彼女の姿は正しく世間に伝わらないのか。

　それはおそらく──人間たちのプライドのせいだろう。

　紫煙の迷宮に挑むのはそれなりにベテランの冒険者ばかり。恐ろしい悪魔を相手にしたならともかく、こんな小こ娘むすめに惨ざん敗ぱいしたとなれば、嘲ちよう笑しようされるのは目に見えている。

　ゆえに戦いに敗れた者は一様に口をつぐむか、あるいはホラを広めるのだ。

「うるさいですよルーさま」

　彼女を注意したのは、玉座の掃そう除じをしていたメイドだ。

　まっすぐに切りそろえられた前まえ髪がみに、眼鏡めがね。

　迷宮の主あるじ──ルージェを無表情で睨にらみつけながら、手はせっせと箒ほうきを動かしている。

「スマホンスマホンって。またスマホンをねだりに来たんですか？」

「違うぢゃんっ！　なによ、ご主人サマを物もの乞ごいかなにかみたいにさぁ」

　むっと不満を露あらわにしたルージェだったが、すぐに機き嫌げんを直し、メイドに向かって持っているものをかざす。

「ぢゃーんッ！　見て驚おどろきなさい！　冒険者の誰かが落としていったんだ☆」

　それは平たい水すい晶しよう板。人間たちの使う魔法文明の利器、スマホンだった。

「物乞いじゃなくて、落とし物あさりですか……。魔王の娘ともあろうお方が」

「うっさいなあ、リオンは」

　ルージェは猫ねこのようなつり目を、意地悪に細めた。

「アタシが作ってあげた、ただのホムンクルスのくせに。同じの十体いるし、一体くらい機能停止させちゃっても構わないんだけどぉ？」

　リオン、と呼ばれたメイドはそんな物ぶつ騒そうな台詞せりふにもまるで動じない。

　それもそのはず。彼女はルージェによってつくられたホムンクルス──魔法生命体なのである。元々感情もなければ、心もないのだ。

「ご自由にどうぞ。でも他の九体はリオレス内で諜ちよう報ほう活動中ですよ。私がいなくなれば、身の回りのことは全てルーさまご自身でやっていただくことになりますが？」
















　うっと言葉を詰つまらせるルージェ。迷宮にいるのは、彼女ら以外は怪物ばかり。

　魔王の娘として生まれたときからちやほやされてきたルージェに、炊すい事じや洗せん濯たく、掃除などできるはずもなかった。

「ま、まあいいわ、今日のアタシはご機嫌だからっ☆」

　慌あわてて取り繕つくろったが、機嫌がいいのは本当のことだ。前からルージェは、スマホンが、そしてそれを通じてあるものが欲しくてたまらなかったのである。

「いやーん、これでアタシにも仲間ができちゃうぢゃん……」

　うっとりとスマホンを抱だきしめるルージェ。

「…………は？　仲間？」

　それを見つめるリオンの瞳ひとみは冷ややかだ。

「前から冒険者の絆きずなってのに、アタシ興味を持ってたのよね。ほら、あいつらってよく言うぢゃん？　『ここは俺に任せて』えーっと」

「『先に行け』ですか？」

「そうそれ！　こないだのあれ最高に熱かった！　アタシ的に今言われたい言葉ナンバーワンなんだよねっ☆」

「そんなこと言ってルーさま、足止めしようとした戦士をガン無視して、先に行った方を片付けたじゃないですか。私、あのときほどルーさまが鬼き畜ちくだと思ったことありません」

「こまかーいっ。超ちようこまかいっ。アタシぃ、リオンのそういうとこ嫌きらいなんだよね」

「ご自分でつくっておいてよく言いますよね。ところで、スマホンを手に入れると、どうして仲間ができるのですか？」

「うひひっ、気になる？」

「いえ、全く」

「聞いてよぉ。これよ、これ」

　ルージェは興味無さそうに立ち去ろうとしたリオンの肩を捕つかまえると、半ば強引にスマホンの画面をのぞかせる。

「《仲間さがし》ってサイトなんだけどね、ここに仲間募ぼ集しゆうの告知がぢゃんぢゃん入ってくるの。そのうちのめぼしいのにメールすれば、すぐに仲間ができちゃうぢゃん？」

「そんなに簡単にできるもんですかね。仲間なんて」

「カンタンカンタン♪　どれ、さっそく人間の男をちょちょいっともてあそんであげますかね」

「もてあそぶって……、仲間じゃないんですか？」

「そだよ？　でもぉ、アタシの趣しゆ味みに合わなかったら、身も心もアタシ色に染めたあとにボロ雑ぞう巾きんみたいに捨ててやるけどねっ☆」

　要するに、ルージェは退たい屈くつなのだ。

　三十年前、人間側と魔族側の勢力が拮きつ抗こうしていたころには、人間に紛まぎれ込んで色々悪さをしたものだが──アレクシア平原の戦いで魔王軍が弱体化してからは、貴族はなるべく迷宮外に出ないようにと父からお達しが出ていた。

　けれど、この静かな玉座に座っていたところで、一日は無む為いに過ぎていくだけ。

　迷宮をうろうろしてみても、出会うのは最深部を目指そうなんて端はなから考えていないようなショボい冒険者ばかり。

　どうせなら、刺し激げきってものが欲しい。

　敵ではなく、味方として接すれば、もっと人間も面白いのではないか？

　突つき詰めると、ルージェの関心とはそういったものであった。

「ほどほどにしといてくださいね。人間のなかにも厄やつ介かいな敵はたくさんいるんですから」

「ほんとにぃー？　そんな張り合いある人間に出会ったことなんてないですけどぉー？」

「それはルーさまが最近の人間界を知らないからですよ」

「……なによ、自分は分身をダンジョンの外に出せるからって」

　リオンは他の九体の同型ホムンクルスと意識を共有している。なので人間の知識も豊富で、しばらく人間の街に出ていないルージェを上から目線でたしなめることが多い。

　だが、それも今日までだ。

（ふーん。この出会い系サイトで、人間の仲間たくさんつくっちゃうんだもんねー☆）

　ルージェはさっそく《仲間さがし》に入る。と、すでにスマホンの元の持ち主はサイトに登録済みだった。

「あらら」

　登録名はルージェントに変へん更こうできたが、性別とクラスが再設定できなくなっている。

　おそらく詐さ欺ぎを防止するための、運営の方針なのだろう。

「前の持ち主は盗とう賊ぞくで男……。うーん……。まあ、いっか。実際会ったときにドッキリみたいになって面白いかも」

　あとは、誰に声をかけるかだ。ルージェは紫色の豪ごう奢しやな玉座にどっかり腰こしを下ろす。

「やっぱり声をかけるならまずは勇者だよねっ☆　でも、あんまりがっついてない、ウブなのがいいなあ」

　検けん索さく欄らんへは『勇者』『おとなしい』と入力してみた。




　今夜も俺、クラム・ツリーネイルは《旅の道連れ》亭にやってきた。

　普ふ段だんは二軒けん目めとして利用することの多いこの店だが、今日は一軒目から。

　その理由は、心のゆとりってやつだ。

　一いつ緒しよに喜んでくれ。なんと俺にも──ついに仲間ができそうなんだ！

「ネクラさんお疲つかれー」

　酒場の扉とびらを開くと、テーブル席に見知った顔があった。

「なんだ、ミーチカも来てたのか」

「そりゃ来るよ。あたし、この店しか入れないし、いちおクラムの妹って設定だし」

　ごくごくとミルクを飲むミーチカ。オヤっさんには彼女がエルフだってことはバレてるが、どうやら今後も俺との妹設定は利用する気みたいだ。

　そうやって他の客を騙だましながら、本命の《影かげの剣けん王おう》に関する情報を集めるってわけ。

　俺たちは三日前から同居するようになったわけだけれど、お互たがいに出で掛かけるのは別々。

　当然だ。俺たちは一緒に住んでいるだけで、仲間じゃない。

　それぞれ理想のパーティを求めて行動するのは自然なこと。

　念のため言っておくが、別に『どうせなら一緒に冒ぼう険けんに行く？』って誘さそってくれなかったことにすねてるわけじゃないからね。

「こんにちは、ムッツリさん」

　同じテーブルにはダウリナも座っていた。

「変な呼び方するのやめてもらえない……？　あと、ふたりはもしかして──」

「いえ、パーティを組んではいませんよ。たまたまお店で会ったんですー」

「そうそう。ここはダウリナが払はらってくれるんだ。うらやましいでしょう！」

　自じ慢まんげに胸を張るミーチカ。

「ミーチカちゃんかわいいから、ついおごりたくなるんですー」

「えっへん！　クラムもあたしにおごってくれていいんだよ？」

　なんだこいつ、着々とヒモみたいな地位を築きつつあるぞ。

　エルフはもっと高潔な種族のはずなんだが、一体どこで間ま違ちがえた。

　……それにしても、四人掛がけにふたりか。

　俺は悩なやむ。こういうとき、同じテーブルに座っていいものなのか、と。

　ミーチカひとりなら別に気にしないんだが、女の子がふたりでさっきまで和気あいあいと話してたわけだ。そこに男がひとり加わったら、どうなるだろう。

　まず、ガールズトークはおしまいになるわけだろ？

　空気はがらりと変わって、別の話題を始めざるをえないだろ？

　そうなったとき、俺に次の面白い話題を提供できるだけの能力があると思うか？

　しばらくすると絶対に沈ちん黙もくの時間が始まって、元からいたふたりは思うわけだ。

『こいつ、なんでこの席に座ってきたの？』『別の店にしとけばよかった』って。

　ああダメだ。このテーブルには座るべきじゃない。

　しかし、だ。ここで別の席を選ぶのもいかがなものだろうか。

　万が一、俺が座ることを期待してくれてたんだとしたら──感じ悪くね？

　進むも地じ獄ごく、戻もどるも地獄。

　なんてダンジョンだ！

「クラム、ちょっとそこ邪じや魔まなんだけど」

　ドン、と後ろから押され、俺はその勢いでミーチカたちのテーブルに着席してしまう。

　振ふり返るとそこには、ウインクをする《旅の道連れ》亭のオヤっさん。

　言葉はいらなかった。

　俺、オヤっさんと心が通じあってる──

　女言葉を使うトサカ頭のムキムキオヤジじゃなきゃ、仲間に誘っていたぜ……！

「あー、押された勢いでうっかり座ってしまったわー。これは不ふ可か抗こう力りよく以外のなにものでもないわー。別に全然座りたいわけじゃなかったんだけどー」

「ネクラさん、誰だれに向かって言い訳してるの？」

　悲しい生き物を見るような瞳を向けないでくれ。

　お前はそんな男の家で世話になっているんだぞ。

「オヤっさん、エール酒一いつ杯ぱい！」

　手を挙げて注文したとき、ポケットに入れていたスマホンがピロリン、と鳴った。

　俺は急いで取り出すと、画面を確認する。

「ちっ、違ったか……」

　画面には、スマホンの内蔵魔力が15％以下になったことが表示されていた。

「なになに、どうしたの？」

「いや、メールが来たかと思ったんだが、ただのシステム連れん絡らくだった」

　答えながら自分の魔力を流し込み、スマホンに補ほ充じゆうする。

　と、ミーチカが俺のおでこに手を当ててきた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　熱でもある？　あたしたち、ちゃんとここにいるよ？」

「？　どういう意味だ？」

「いや、あたしとダウリナ以外に、ネクラさんにメール出す人なんていないでしょ」

　なんて失礼なやつだ。親がいるよ、親が！

　……なんて、三日前なら答えてただろうな。

　今は、違うんだよこれが。

「……いるよ。つい最近、メール仲間ができたんだ」

「な、なんですって───！」

　ミーチカはバン、と勢いよく立ち上がったが、すぐに腰を下ろしてミルクを飲む。

「メール仲間ってなに？」

「知らないで驚おどろいてたのかよ！」

　てへっと笑うミーチカ。どうやら仲間という言葉に敏びん感かんに反応しただけらしい。

「このサイト知ってるか？」

　俺はミーチカにスマホンを手て渡わたす。

　画面に表示されているのは《仲間さがし》。

　俺が今一番アツいと思っている冒険者向け出会い系サイトだ。

「ここに登録すれば仲間募ぼ集しゆう中ちゆうの冒険者にメールを送れるし、逆にメールをもらえたりするんだよ。すごくないか？」

　四六時中仲間を探している俺にとってはまさに夢のようなサイトなんだ！

「ふーん、そんなサイトが……。いつから登録してるの？」

「一年前くらいかな？」

「ダメじゃん。一年いて仲間ひとりもできてないじゃん」

「そっ、それは俺次第なんだ。ほら『これまでに二千ものパーティが結成されました！』って書いてあるだろ？」

「うそくさー」

「私もいい噂うわさ聞かないですよ、そういうの。お金、けっこうかかるんじゃないですか？」

「ダウリナまで……！　《仲間さがし》は基本無料の超ちよう優良サイトだよ」

　と言いながら、俺は無料の前についている『基本』という言葉の恐おそろしさをすでに充じゆう分ぶん理解していた。

　ここで知り合った相手とは《仲間さがし》を通じてしか連絡をとりあえないし、しかも一通メールを出すたびに料金が発生する。

　しかも、料金がかかるのはあぶれている勇者だけ。

　ちゃっかりしたもんだ。

「まー、たとえ無料でもあたしはやんないかな、こういうの」

　ため息をついてスマホンを突き返してくるミーチカ。

「顔を見なきゃ人ひと柄がらなんてわからないし」

「そんなこといいながらこっそり『影の剣王』で検けん索さくしてんじゃねーよ」

「なっ、なんでわかったの!?」

「検索履り歴れきが残ってる」

　影の剣王が登録してるわけないだろ。謎なぞの剣士で通ってるのに。

「最初にメールを送ったのは、クラムさんの方ですか？」

「いや。実はメールはむこうから送られてきたんだ」

「運営さんも大変だ。架か空くうの人物をでっちあげてまで金づるを確保しようとするなんて」

「実在するんだよ！　ルージェントっていってさ。登録内容や文面から、めちゃくちゃ渋しぶくてダンディな盗賊だと思うんだ」

　俺の理想とする男パーティ結成のためには、なんとしてもおさえておきたい人材。

　なにより、俺に興味を持ってくれたんだ。そんな人をどうしてないがしろにできよう。

　俺もルージェントにふさわしい自分であろうと、メールの文面、一通につき一時間は考えちゃうもんね！

「渋い盗賊ですか。いいですね。攻せめの要素を感じます……！　いえ、普段なら年上受けは譲ゆずれない、むしろオヤジ受けを布教せずにはいられない私ですが、総受けのクラムさん相手であれば話は別……！」

　突とつ如じよ、異様な熱量で語り出したダウリナは、はっとなにかに気づく。

「でも待ってください。だからこそ、クラムさんが攻めなのでは？　ああああ、神は私にどちらか一方を選べというのですか……！　罪深い……！」

　ハアハアと息を荒あららげて、苦しそうにしながらもなんだか幸せそうだ。

「なんだかよくわかんないけど、ふたつで悩んでるなら、両方選べばいいじゃない？」

　適当に放たれたミーチカの発言に、ダウリナが食いつく。

「リバーシブル……！　その手がありましたか……！」

　唇くちびるの端はしから流れ出たヨダレに気づき、ダウリナは慌あわてて布を口に当てる。

　それで多少なり我に返ったのか、いつもの穏おだやかな微笑ほほえみを彼女は作る。

「いいえ、やっぱり安直に両方を選ぶのは、私の教義に反します。ここはふたりが会われているところをじっくりねっとり見させていただき、判断したいところですね」

「えっ、会う!?」

「えっ、お会いにならないんですか？」

「だって、メール始めたのまだ三日前だぜ？　どう考えても早すぎるんじゃ……」

　大体、なんでダウリナの妄もう想そうのためにルージェントと会わなきゃいけないんだよ。

　そういうのはメールを交こう換かんしながら、自然と雰ふん囲い気きができあがってくるもんだろ？

「そうやってタイミングを逃のがすのがネクラさんの悪いところだよね」

「うっ！」

　ミーチカのやつ、気にしていることをついてきやがる……！

「相手のことを考えてるような発言をしてるけどさ、結局クラムは傷つきたくないだけでしょ。これまでだって何度も仲間ができる機会はあったのに、自分でことごとく潰つぶしてきたんじゃないのー？」

「ミーチカちゃん、言いすぎです。いくら冒険に誘ってもらえなかったからって」

「ふん、別にあたしはこんな人なんかと冒険したかったわけじゃないんだからね！」

　そう言って、ミーチカはツーンと顔を背ける。

　いきなり喧けん嘩か腰ごしになったと思ったら、こんな人なんかときたか。

　さすがに頭に来たぞ俺も。

「わかったよ、やってやろうじゃないか」

　俺にだって、それくらいの甲か斐い性しようはあるってとこを見せつけてやろうじゃないか。

　会ってみようという趣しゆ旨しのメールを、俺は怒いかりをぶつけるかのように書き上げた。

　勢いのままに書くと、意外と短時間でいけるもんだな……というか、会おうなんてメール、まともに考え出したらとても一日や二日じゃ書きあがらないしな。

「……くっ」

　しかし、いざ送信しようとなると、ぷるぷると指先が震ふるえてしまう。

　いかん、まじで内容これでいいのか？

　これ間ま違ちがったら、二度とメール返ってこないかもしれないぞ。

　いいところまで来てるのに、激情にかられて失敗したなんてことになったら、今度こそ俺は立ち直れないかもしれない。

「いや、やっぱりやめ──」

「じれったい」

　ミーチカが腰から抜ぬいたワンドをひょいっと動かす。その動きに合わせて、俺の指は勝手にスマホンの画面を押していた。

『メールは無事送信されました』

　──いや、無事じゃないし。事故だし。

「なんで、なんで念動力サイコキノを使った!?」

　俺はミーチカの襟えりを摑つかんで揺ゆさぶった。

「いや、ネクラさんはこうでもしないと送信できないでしょ」

「そうかもしれないけどおおお！」

　こうしてる場合じゃない。今なら送信を取り消せる。

　キャンセル、と思ったらすでにメールには『開かい封ふう済み』のマークが点てん滅めつしている。

「お前ェエェ……。これでダメになったら一生恨うらむからな……！」

「かとーなにんえんのふんらいで、あたひの頰ほおをふねらないで！　ふへ、ほめんごめん。はなひてくらはえ」

　頰をつねられたミーチカは涙なみだ目めで懇こん願がんする。

　このトラブルメーカーに、おしおきの意味はあるのか？

　わからない。しかし、やらずにはおれないのだ！

　そのとき、ピロリン、とスマホンが鳴った。

「きたあああ！」

　神の福音か、死の宣告か。

　なにはともあれ、俺は投げ出していたスマホンに飛びつき、メールを開く。

　その内容に俺の思考は一いつ瞬しゆん停止し──そのあと興奮が月にも届く勢いで噴ふん出しゆつした。

「うおおお、ルージェント、明日ネオンブリッジに来るって！」

　思わずミーチカに抱だきつく。

　なんだお前。俺にとっての天使だったのか。

「よかったねえ。あたし、つねられ損だよ……」

　ミーチカが複雑な表情をした理由はよくわからないが──ついに俺にも、春が来ちゃうかもしれない。




「へぇー。三十年前は廃はい墟きよみたいな、さびれた街だったのにね」

　ルージェはネオンブリッジの街並みを、はるか上空から眺ながめていた。ちなみに魔力で空を飛ぶなど、魔ま王おうの娘むすめである彼女にとっては朝飯前の芸当だ。

『貴族は外に出てはいけないことになっていますが』などと堅かたいことをいうリオンを説得するのは面めん倒どうだったが、スマホンを手に入れてからたった四日で、早くもルージェは仲間候補第一号と接せつ触しよくすることとなった。

「クラム・ツリーネイルね。なんだかネクラっぽかったけど、そういう子の方がからかいがいがあるってモンぢゃんね☆」

　くすりと妖よう艶えんに笑うと、ひとけのない場所に降り立つ。

　服装はいつもとさほど変わらないが、頭に生えた角だけは、まわりにぐるぐると髪かみを巻いて、お団子状にすることで隠かくしていた。少し先っぽが見えてしまっているが、これなら髪かみ飾かざりかなにかだと思われるだろう。

「さて、まずは冒ぼう険けん証を手に入れなきゃ」

　リオンから聞いた話では、持ってないと酒場に入れない場合があるらしい。

　ルージェが訪れたのは、ネオンブリッジ中心にある冒険局の支部。ここで試験を受け、冒険者としていずれかのクラスに適性があれば、冒険証を発行してもらえるらしい。

（あはっ、冒険局に入った魔族は、アタシが初なんぢゃないかな）

　そんなことを考えながら、白く大きな建物の門をくぐる。なかにはいくつかの受付があり、ルージェは看板を見て『冒険者試験受付』と書かれた方へ向かう。

　受付の老人はルージェの気配に書物から顔を上げて、そして驚きを露あらわにした。

　無理もない。あまりにルージェが美しすぎるのが悪いのだ。

「お名前は？」

　しかし、老人はきっと表情を引き締しめなおす。

「ルージェント・ルーフレット。ねぇ、アタシぃ、どうしても今夜までに冒険証が欲しいんだぁ☆　今日は冒険者の試験ってやってるの？」

　甘えた声を聞かせると、老人はごほんと咳せきをしてみせる。

「そりゃ無理じゃ。受験者は全てのクラスの適性テストを受けにゃならんし、冒険者としての心構えに関する講義もある。最低でも三日は必要じゃぞ」

「ええー、講義ぃ？　ヤダヤダ。そんなのつまんないからパスしたいな～」

　大体、そんな時間はない。クラムとの約束は今日の夜。あと六時間ほどしかないのだ。

「まあ、関係者の推すい薦せんがあれば、話は違ってくるがな」

　老人の視線はちらちら下を向く。どうやらルージェの谷間に気をとられているらしい。

「なんだ、ぢゃあおじいちゃんが推薦してくれればいいのね」

　そう言って、ルージェはさらに谷間を強調するように前かがみのポーズをとる。

　老人の鼻の下は完全に伸のびきった。これはあとひと押しといったところだ。

「お、お前さん、どのクラス志望じゃ？」

「えっとねえ、盗とう賊ぞくかなっ」

　ルージェは《仲間さがし》に登録してあるクラスを告げた。

　よくよく考えてみると、五つのクラスのなかでは一番合っているかもしれない。

　ルージェの得意な武器は、盗賊もよく使う鞭むちだ。

　愛用の《グリージアの紫し鞭べん》は、今も腰に丸めて提げている。本気を出すと大地を根こそぎ抉えぐりとってしまうから、人前で軽々しく使うわけにはいかないが。

　老人はあたりに人がいないことを確認すると、ルージェにささやきかける。

「腕うでに自信はあるのか？」

「まあね」

「なら、わしとひとつ賭かけをせんか？」

　老人はぬへりと、あからさまに悪わる巧だくみしている顔になった。

「わしの用意した錠じよう前まえをここで開けられたなら、お前さんを推薦してやろうじゃないか」

「開けられなかったら？」

「なに、それでも推薦してやることに変わりはない。ちょっと条件が加わるだけじゃ」

　言いながら、老人の両手はわしゃわしゃと下品に開け閉めされる。

　なんてわかりやすい。人間ってほんとに、愛おしいほどおバカだ。

　こんなに歳をとっても、考えることは変わらないのだから。

「いいよ、それで。時間もないし、はやくその錠前ってのを持ってきてよ」

「もう取り消しはできんぞ。くっくっく」

　老人はゴトリ、と受付の上に置いた。

「へえ……。けっこーヤバい感じの錠ぢゃない」

　見るからに重厚で、年季の入った錠前だった。ところどころ錆さびた鉄には魔力が宿っており、鍵かぎ穴あなはなんと三つに分かれている。

「そりゃそうじゃ。これは魔族公こう爵しやくグノーブルの支配する館を塞ふさいでいた錠前よ。その錠をこれまでに開けられたのは、伝説の盗賊シャーウッドのみ。長年ここで盗賊を育てとるわしさえも、何度挑ちよう戦せんしても解錠できたことがないのじゃからな！」

「へー、ぢゃあアタシが二人目だね」

「わはははは！　わしが人生を捧ささげたといってもいいこの錠、さあさあ、開けられるものなら開けてみるがいい！」

「おっ、開いた開いた」

「おっと、制限時間を決めておらんかったな。わしも鬼おにではない。今から半刻ばかりはくれてやろう！」

「もう開いたんだけど」

「それが過ぎても錠前がびくともしていなかったときには……じゅるり。わかっておるだろうのう。今さらナシにしてほしいなんて泣き言は聞かんからな！」

「だから開いたって」

「ぐへへへ…………は？　開いた？」

　歪ゆがみまくっていた老人の顔が、開いた錠前を突つきつけられたことで固まる。

「うん。残念だったね、おじいちゃん」

「ひらいた…………」

　外れた錠前の金属部品をいじりながら、老人はぽかんと口を開いた。

「わしの春が……。いや、それよりもわしの人生って一体……」

「ちょっとお、聞いてる？　冒険証ちょうだいよお」

　目の前で手を振ふってみると、老人は大きな印の押された推薦状をルージェに手て渡わたした。

「ありがとね、おじいちゃん☆」

　それを別の受付へ持参すると、本当に簡単な手続きだけで冒険証を発行してもらえた。

「チョロいもんね」

　冒険局を出たルージェは妖艶に笑う。

「……バカなおじいちゃん。最初から身体からだを要求しとけばいい思いができたし、自尊心を傷つけられることもなかったのに」

　冒険証を服の隙すき間まにしまい、彼女が代わりに取り出したのは──一本の鍵。

　錠前が開いたのは、ルージェに盗賊としての嗜たしなみがあったからではない。

　全てはこの『魔王の鍵』のおかげだった。

　魔族の作ったあらゆる扉とびら、錠前、封ふう印いんを開くことができる優れものである。

「ま、でもあのおじいちゃんはアタシのタイプぢゃなかったからなー。やっぱり弄もてあそぶなら純情な男か、穢けがれを知らない乙女おとめだよねっ☆」

　ぺろりと舌を出す。そういった相手の方が汚けがし甲が斐いがあるというものだ。

「はてさて、クラム・ツリーネイルってのは、アタシを満足させてくれるのかなっ☆」

　まだ時間はたっぷりある。

　ルージェはしばらく街をぶらついてから、待ち合わせの場所へと向かうことにした。

　ネオンブリッジの酒場街にある《旅の道連れ》亭へと──




「ミーチカ、ダウリナ。お願いだから今日は邪魔しないでくれ」

　約束の時間を目前にした俺は、両りよう肘ひじをテーブルに置き、神しん妙みように頼たのんだ。

「あらあ。邪魔なんてしないですよー。私はヘウレーカ様の御み使つかいなんですから」

　憤ふん慨がいするダウリナだが……、そのヘウレーカの教えが問題なんだよ。

「ああ、ルージェントさんってどんな殿との方がたなんでしょう」

　すでに妄もう想そうの世界に入ってるし。

「安心して。あたしが後ろからこっそりサポートするから！　主に念動力サイコキノで」

　ミーチカはミーチカで、なぜかやる気満々だ。

「そういうサポートが一番いらない！　お願いだからじっとしてて！」

「えー。一いつ緒しよの席に座ればいいのに」

　なんでだよ。俺たちパーティ組んでないんだから、一緒にいたら違い和わ感かんありすぎだろ。

　ミーチカとダウリナをテーブル席に残し、俺はカウンター席へと向かう。

　やっぱ男ふたりで渋しぶく飲むならカウンターだよな。度数の高い酒をちびちび飲んでさ。

　やっべ、これまた俺の憧あこがれが今日叶かなってしまうかもしれない。

　酒を頼まずにうずうずしながら待っていると、

「あなたがクラム・ツリーネイル？」

「はっ、はひ！」

　後ろから声をかけられ、緊きん張ちようのあまり素すっ頓とん狂きような返事をしてしまう。

　くそっ、なんで俺はいつもこうなんだ！

　ルージェントの隣となりに並ぶにふさわしい、渋い男を演じないと。

　そう思い、きりっとした表情で振り返ったのだが──

「やっぱりそうなんだぁー。雰ふん囲い気きでわかっちゃった☆」

　そこにいたのは想像していたようなダンディな男の盗賊ではなく、褐かつ色しよくの肌はだと紫むらさきの髪を持ったスレンダーな少女だった。

「アタシがおまちかねの、ルージェント・ルーフレット。十六歳だよっ☆」

　……どういうことだ、おい。《仲間さがし》のサイトには男で登録されてたはずだぞ。

　俺の見み間ま違ちがいか？　いや、そんなはずはない。

「お、女の子だったんですね……」

「そだよー。メールでは男のフリしてたから、びっくりしちゃった？　でも、オジサン臭くさい人より、かわいい女の子が来た方がクラムンも嬉うれしいよねっ」

「クラムン!?」

「いいでしょ？　愛あい称しようがあった方が親しみやすいし。あっ、アタシのことはルージェか、ルールーって呼んでね☆」

「……じゃあルージェで」

「あはっ。仲間ってカンジがしていいかも。敬語も堅かた苦くるしいからナシでいこうよ」

「そ、そうだな」

　俺は完かん璧ぺきに混乱していて、動どう揺ようを表に出さないだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　渋めの男盗賊を想像してたのに、会ってみればきゃぴきゃぴしたチャラい感じの女の子だっただと？

　俺はハッとして、後ろのミーチカたちのいる席を振り返った。

　ああ、ダウリナが白目を剝むいて、すでにお通夜状態になっておられる。

　俺のせいじゃないけどなんかごめん！

　でも、ショックを受けてるのは俺も同じだから！

「ここ、クラムンの奢おごりだよね。アタシぃ、おいしい葡ぶ萄どう酒しゆが飲みたいなあ」

　そう言って、隣に座ったルージェは身体を預けるようにして俺の腕に手を回してくる。

「うわ」

　ミーチカと違って、胸の感かん触しよくがある！　ふよふよしてるぞ！

　いくらなんでもスキンシップ激しすぎないかと思わなくもないけど──

　しかし、全然悪い気はしない！

　むしろ超ちよう気持ちいい！

　なんせ相手はびっくりするほどの美少女。渋い男を想像していたからギャップに戸と惑まどっただけで、本来なら諸もろ手てを挙げて喜ぶべき邂かい逅こう。

　気のせいか、まわりから羨せん望ぼうの眼差しを向けられている気がするぜ。

「一番いいワインを頼む」

　思わずその勢いのまま、俺はオヤっさんに注文してしまった。

　案の定、オヤっさんから「こいつ調子に乗ってるわね……殺してやろうかしら」という殺気が返ってきたが、それすらも気にならないぞ！

　そうか。これが優ゆう越えつ感かんってやつなのか。
















　いい……優越感は覚えるのじゃなく、浸ひたるものなんだな……。

　今、実感としてわかったッ！

「クラムンはさ、まだ誰だれともパーティ組んでないの？」

「く、組んでないよ？」

　俺が答えると、ルージェは艶なまめかしげに頭を傾かたむかせた。

「ふーん。アタシもひとりなんだよ。同じだねっ☆」

　うわ、これ仲間に誘さそっていいタイミング!?

　噓うそ、早くね!?

　そもそも俺、男パーティ組みたいと思ってるのに彼女でいいのか？

　って、いいに決まってるだろ。なにふざけたこと考えてんだ。人間性に難さえなきゃ、性別なんてどうだっていいんだよぉおおおー！

　──いや落ち着け。

　今のは多分、探りを入れられただけだ。

　仲間づくり相談所のおばちゃんからも散々「がっつくな」って教わっただろうが。

　押されたら引く、これが鉄則。ここは違う話題を振るのが最善の選せん択たく。

　ありがとうおばちゃん。あなたのお陰かげで道を踏ふみ外さずにすみました。

「俺はこのへんに住んでるんだけど、ル、ルージェはどこに住んでるの？　もしかして、遠かった？」

　よし、当たり障りのない質問だぜ。

　そして、わざわざ近場までやってきてくれた彼女への労りも忘れない。

　これ、昨晩考えて用意してきたからね。初対面とは思えないスムーズさ。

「アタシの家？　ここより百キルメルト（約百キロメートル）くらい北にあるよっ☆」

「け、結構遠いんだね……」

　馬じゃ間に合わないから、瞬間転移装置ゲートでも使ったんだろう。

　リオレスには旧魔ま法ほう文明が遺のこした転移装置が各地にあって、ネオンブリッジにも通じている。この街が酒場ばっかりでも機能しているのは、瞬間転移装置ゲートがあるおかげだ。

　ところが、彼女がなにげなく放った言葉は俺の度ど肝ぎもを抜ぬいた。

「空を飛べば大してかからなかったよ」

「え、ルージェって空飛べるの!?」

《高速空中飛行フライト》なんて、相当上位の魔法士でもなきゃ使えないはずだけど。

「ん？　そんなの当たり前……あっ、ごめんごめん。言い間違えちゃった！　クラムンに会えると思ったらあ、空を飛んでるような気持ちになってぇ、時間なんて気にならなかったんだよね」

「あ、な、なるほど」

　なんかすごく嬉しいこと言われた気がする。

　どうしよう。俺が口説くつもりだったのに、もしかして今、逆に口説かれてる？

　参ったな……心の準備ができてなかった。

　そこで葡萄酒が運ばれてきたので、俺たちは軽く杯さかずきをぶつけ合う。

「おいし。やっぱり人間の街で飲むお酒は違うね」

　ルージェは酒に口をつけると小声で言う。

　変な言い回しだったけど、それより俺はもうひとつ気になっていたことを訊たずねる。

「でも──ここから百キルメルト北に、街なんてあったっけ？」

　あのあたりはダンジョンばかりで魔族の勢力も依い然ぜんとして強いから、とても住めたもんじゃないはずなんだけど。

「あー、えーっとねえ……。アタシぃ、ちっちゃいころからダンジョンに潜もぐってるから、そこがもう故郷、みたいな？」

「なん……だと……」

　まじかよ……。ルージェ、もしかして天てん涯がい孤こ独どくなのかよ。

　聞いたことあるぞ。育てる金がないからと、子供をダンジョンに捨てる冒ぼう険けん者の話。

　ダンジョンで死んだやつの冒険証を赤ん坊ぼうにくくりつけて、深いところに置き去りにするんだって、社会問題にもなったやつだ。

　俺は甘かった。ぼっちだって言うけど、それでも俺には親がいた。

　ときどき『実家いつ帰ってくるの』としかメールしてこないけど、そんな些さ細さいなやりとりにも救われる時がある。

　なのにルージェには親さえもいないんだぜ？　俺なんかよりずっと孤独じゃないか。

　だから家族みたいなパーティに憧れて《仲間さがし》に登録したのか……。

「ダンジョンが家代わりなんて、変かな？」

「いいや……、苦労してきたんだな……」

　瞳ひとみから、すぅーっと涙なみだが流れた。

　これで彼女をひとりぼっちのまま放っておくようなやつは、男じゃない。

　俺、この子のこと、一生仲間にします。

「くすっ。優しいんだね、クラムンは」

　俺の涙を見て、ルージェは薄うすく笑った。

　と、次の瞬間、彼女の顔が近づいて、頰ほおを柔やわらかい感触が滑すべった。

「な、ななな、なにを」

「なにって、濡ぬれてたから舐なめてあげたんぢゃない」

「ぬ、濡れてたからって」

　猫ねこじゃないんだから、スキンシップにしても度が過ぎてやしないか!?

　ダンジョンでルージェを育てたのは猫のモンスターだとかいうオチ!?

　そんな疑問をもったそのとき、俺の目の前にぼうっと炎ほのおが燃え盛った！

「ネクラさんから離はなれなさい！　この痴ち女じよ！」

「あっつ！」

　勢い余った炎が、俺の前まえ髪がみを焦こがす！

「……誰？」

　慌あわてて火のついた髪をはたき終わったときには、すでに後ろのテーブル席でミーチカとルージェが目を合わせ、火花を散らしていた。

「そこにいるネクラ勇者の同居人よ！」

「……同居人？　クラムン、さっき仲間はいないって言ってなかったっけ？」

　ルージェが俺に疑いの眼差しを向けてくる。

「仲間じゃない。ただ世話してるだけだよ」

「ぢゃあそっちの司祭さんは？」

「私は飲み友達ですー。今はまだ」

　今は、ってなんだ。俺、ダウリナとはパーティ組まないですからね？

「なーんだぁ。仲間ぢゃないなら、他人の仲間あつめを邪魔するのはどうかと思うよ？」

「仲間は普ふ通つう、相手の顔を舐めたりしないから！」

「へぇ。なら、顔以外だったらいいの？」

「このビッチ！　ビッチビチのビッチ！」

　ミーチカが顔を真っ赤にして叫さけぶ。どうでもいいが、ビッチの意味わかってるか？

「あなたみたいな人とふたりで飲ませたら、ネクラさんの人格がもっとおかしくなる！　そうなったら同居してるあたしが迷めい惑わくするんだよ！」

　いや、余計な心配だよ。大体お前、いつまで同居するつもりだよ。

　怒いかり心しん頭とうなミーチカとは対照的に、ルージェは落ち着き払はらった大人の対応をする。

「ふたりっきりにするのが嫌いやならさ、後ろから監かん視しなんかしてないで、一いつ緒しよに飲もっ？　その方がアタシも楽しいし」

「やだ！」

「まあまあ、ミーチカちゃん。ふたりっきりにしておくよりも、一緒に飲んだ方がいいんじゃないですか？」

　ダウリナがだだをこねるミーチカをたしなめる。対応が完全に母親だよね。年ねん齢れい的てきには役割は逆にならなきゃおかしいんだけど。

「えー、でもお……」

「ミーチカちゃんの飲み代、今日も私が払いますから」

「そんなにこの席に来たいなら、ふたりそろって来たらいいんじゃない？」

　変わり身はやっ！　どんだけ奢られたがりだよ！

　ダウリナもこれ以上この子を甘やかさないで！

「うん、イクイクっ。人数は多い方が楽しいもんね☆」

　こんなに邪じや険けんにされているのに、ルージェは意に介かいさずにテーブル席へと移った。

　心が広いなー。しょうがないから俺もテーブル席に移ろうとすると、途と中ちゆうで立ち上がっていたミーチカに腕うでを摑つかまれた。

「どうした」

「……あたし、なんだか酔よっ払ぱらっちゃいました」

「あ？」

　なに言ってんだこいつ……。本気で酔っ払ったときはもっと滑かつ舌ぜつ悪いだろ。

「というわけでネクラさん、介かい抱ほうしてください」

「やだよ。お前ひとりで歩けるだろ。酔ったなら水飲むか、そこらへん散歩でもして醒さましてこい」

　冷たくあしらおうとすると、

「あー、吐はきそう。今にも吐きそう！」

　今度はわざとらしく口をおさえる。なにがしたいんだ一体……。

　でもここまでされたら放っておくこともできない。ルージェには女の子に冷たい態度をとってるところ見られたくないし。

　ちらりと目線を送ると、ルージェはウインクを返してくる。

「大だい丈じよう夫ぶ、アタシはリナっちと飲んでるから。クラムンはチカちゃんを介抱してあげて」

　うわ、すでにふたりを愛あい称しようで呼んでるよ……。

「じゃあ、悪いけどふたりで楽しんでてくれ」

　俺はやむなく、ミーチカを連れて店を出る。

「……お前な。あんだけ邪魔すんなって言っといたのに」

「うるさい。とことん尊いエルフのあたしに、文句言わないでくれる？」

　背中を曲げうっぷうっぷ言っていたミーチカは、外に出た途と端たんにすっかり普通だ。

　やはり俺を連れ出すのが目的か。

　ミーチカは店内のルージェをちらっと盗ぬすみ見る。

「……ちょっと、あのルージェとかいう女、サクラなんじゃない？」

「サクラ？」

　サクラって──出会い系の運営に雇やとわれて、他の客に噓うそのメールを送ったりしてお金を儲もうける、あのサクラ？

「だっておかしいよ。わざわざあっちから連れん絡らくしてくるあたりからもう怪あやしい。ネクラさんは、自分に話しかけてくれる人は誰だれでもいい人に思えるかもしれないけど」

　なんてことをいうんだ、当たり前じゃないか！

　この世界に、俺に声かけてくれる人がどれだけいると思ってるんだ！　下へ手たすりゃ両手の指で数えられるんだぞ！

「後ろで話聞いてたけど、ダンジョンに潜っててあんなに日焼けするはずないし」

「いやあの肌はだは、生まれつきなんじゃね？」

　日焼け跡あとが生みだす黒と白のコントラストは大変素晴らしいものですがね、だからって褐かつ色しよくっ娘こが全て日焼けだと思ったら大おお間ま違ちがいだぞ。

「あの子の肩かたを持つんだ。なに？　仲間が欲しいとかいって、本当はあの子をエロい目で見てるんでしょ！」

「あ、あのなあ。そもそもサクラだったら俺と会ったりしないだろ？」

「甘い！　百五十年生きてきたあたしにはわかるよ。あの子は一度会って、いい想いをさせてから、二度目は会わないビッチ的サクラ！　一度会っているだけに、えんえんと金をむしりとられてしまうんだよ……。おそろしい。もはや悪あく魔まの所業だとしか思えないよ」

「なんでそんなに目の敵にするんだ……」

　天涯孤独の、かわいそうな子なんだよルージェは。

　ダンジョンに捨てられて、猫のモンスターに拾われて育ったんだぞ。

　改めて考えてみても、信じられないくらいの薄はつ幸こう少女。

　そんな彼女を疑うとか、マジありえない。

「よし決めた。あたしがあの子の化けの皮をはいでやる」

　ふんす、とミーチカは鼻息を荒あらくして店内へと戻もどっていく。

「お、おい。ちょっと待てよ」

　これ、どう考えてもルージェに失礼なことする流れだろ。俺は慌てて追いかけたが、この暴走エルフを止められる気がしなかった。




「ぢゃあ、ふたりの偶ぐう然ぜんの出会いを祝して、カンパーイっ☆」

「どうもー。乾かん杯ぱいです」

　一方のルージェは、揚よう揚ようとした気分でダウリナと飲んでいた。

（やーん。ウブなクラムンもいいけど、もっといじめ甲が斐いのある子を見つけちゃった☆）

　ルージェは舌なめずりしながら、隣となりに座っているダウリナをじろじろと眺ながめた。

　おっとりとした瞳といい、柔らかそうな唇くちびるといい、豊満な胸といい、ドンピシャでルージェの好みだ。

　クラムとの関係性はハッキリしないが、あの突つっかかってきたイヤーマフの少女も含ふくめて、友達以上仲間未満といったところだろうか。

（こういうトコに割って入って、関係ぐちゃぐちゃにしてやるのが一番楽しいんだよね）

　ミーチカとかいう少女も悪くない。ああいう初対面が最悪な相手ほど、屈くつ服ぷくさせ、調教し尽つくしたときに達成感がある。

（アタシって、クジ運サイッコーぢゃないっ☆）

　勇者ひとりを釣つるつもりが、おいしそうな魚が一緒にたくさんついてきた。もう彼女たちはまな板の上に載のせられている。あとはどう料理しようがルージェの自由だ。

「ルージェさん、クラムさんの仲間になるおつもりなんですか？」

　そんな物ぶつ騒そうなことを考えているとは露つゆ知しらず、ダウリナがおっとりと訊たずねてくる。

「ん、あー、まだ考え中かなっ。悪い人ぢゃないと思うんだけど」

「クラムさんはいい人ですよー。それにああ見えて、すごいところもあるんです」

「へえ、すごいって、どんなところが？」

　本人が不在のあいだに長所を伝えようだなんて、健けな気げじゃないか。

　かわいいっ。ルージェはますますダウリナが気に入った。

「ルージェさんは《影かげの剣けん王おう》って知ってますか？」

「んーん、知らないけど」

「今、ネオンブリッジで話題になってる謎なぞの剣士なんですけど、もしかしたらクラムさんがそうかもしれないんです」

「へぇー、影の剣王。カッコいいぢゃん」

　とりあえず感心してみせたものの、そんな立派な異名がつく人物には見えなかった。

　ダウリナの思い違いではないだろうか。

（あ、それならリオンの作ったリストを見てみればいいか）

　ルージェの生み出したホムンクルス──リオンの仕事は、リオレスで諜ちよう報ほう活動を行い、危険人物の情報をまとめることだ。

　影の剣王が本当にすごい剣士なら、きっと危険人物リストに載っているはずである。

　紫し煙えんの迷宮から出かける前、念のためとリオンはデータ版をスマホンに移してくれた。

『危険人物には全員、危険指数を設定してますが、ルーさまを危険指数で表すとすればおおよそ90くらい。なのでそれ以上の相手とは、絶対に事を構えないでくださいね』

　そんなことを言いながら。

　全く、心配性なものだ。自分以上に強い人間に、早々出会ってたまるものか。

（まあ人間だし、アタシの三分の二、60くらいあれば認めてあげよっかな）

　影の剣王を検けん索さくすると、画面にはクラムとそっくりな似顔絵が表示される。

（へえー。本当だ）

　確かに、影の剣王の正体はクラムで間違いないらしい。

（どれどれ、肝かん心じんの内容は、と）








◆◆◆影の剣王◆◆◆




　戦せん闘とう能力……Ａ

　特とく殊しゆ能力……Ｂ

　異常性……Ａ

　将来性……Ｂ

　総合危険指数……95




　影の剣王がダンジョンに現れたら、すぐに逃にげましょう。パーティは未結成ですが、瞬しゆん間かん的てきな戦闘力は三大公こう爵しやくにも匹ひつ敵てきしかねません。また、スマホンに録音された声と会話するなど異常な行動をとり、遭そう遇ぐう時には異様な恐きよう怖ふをかきたてられることでしょう。

　光の剣帝やリオレス巡じゆん回かい騎き士し団長などと並び、剣の腕は人間種で五本の指に入ると考えられます。それほど積極的にダンジョンに侵しん入にゆうしてくることはありませんが、もし遭遇したら──悪いことはいいません。地じ震しんや竜たつ巻まきのような天災だと思って諦あきらめ、ダンジョンを手放しましょう（涙なみだ）












「あばばばばばばば」

「？　どうかされたんですか？」

　いきなり動どう揺ようしたルージェを不ふ審しんに思い、ダウリナが画面をのぞき込んでくる。

「う、ううん。なんでもないっ」

　慌あわててスマホンの画面を隠かくすルージェ。背中にどっと汗あせがふきだした。

（危険指数95って……、冗じよう談だんでしょ？　ただの人間が……、あんなのが、アタシよりも強いっていうの？）

　……ありえない。自分は腐くさっても、魔王の娘むすめ。純じゆん粋すいな戦闘で自分に勝てる者は、魔族のなかにも数えるほどしかない。

　それなのに、その自分に匹敵する実力者に、偶然で遭遇するものだろうか。

　しかも出会い系で。

（いや必要ないでしょ、《影の剣王》なんて呼ばれているやつに、出会い系なんて！）

　ルージェは気を落ち着かせるため、葡ぶ萄どう酒しゆを口に含んだ。

　まさか──他のふたりについても名前を入力してみる。








○○○ミーチカ・オルレイン○○○




　戦闘能力……Ｂ

　特殊能力……Ｂ

　異常性……Ｃ

　将来性……Ａ

　総合危険指数……88




　新米冒ぼう険けん者ながら、敵に回したくない相手のひとり。次期エルフの巫み女こ最有力と目されていたことからも、ずば抜ぬけた魔力がうかがい知れます。ちなみに百年前、リオレス南東に広がるシャリオールの森が半分焼失したのは彼女の魔法が暴走したことが原因です。

　無む尽じん蔵ぞうの魔力に比べて、心は幼いので、戦うならそこをつくべき。ただ、下手に怒おこらせると眠ねむっている本来の力を目覚めさせてしまうかもしれません。

　もしダンジョンに来るようなことがあれば、お菓か子しやミルクを出して懐かい柔じゆうするのが吉きちだと思います。ダンジョンを火の海にされたら、逃げ場がないですからね。












「ぶぶっ！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「へ、平気平気」

　飲んでいた葡萄酒を盛大に吹ふき出してしまったせいで、ダウリナからさらに変な目で見られてしまった。

（あのちんちくりんが、エルフ？　しかも、危険指数88……？）

　どう見てもただの子供だろうあれは。

　もしかしてリオンは、誰だれにでも点数が甘いのでは──そう思ったが、他にリストアップされた人物の平均危険指数は、30から40といったところ。決して基準がおかしいわけではなさそうだ。

　まさか──自分は罠わなにかかったのでは？　ふいにそんな考えがよぎった。

（ぢゃ、ぢゃあ今隣にいるリナっちは……？）

　魔族のそばに、ひとり残されたのだ。もし仮に自分がハメられたのだとしたら、彼女も相当な実力者のはずだった。








◇◇◇ダウリナ・プランジット◇◇◇




　戦闘能力……Ｄ

　特殊能力……Ａ

　異常性……Ｂ

　将来性……Ａ

　総合危険指数……86




　ヘウレーカ教団の秘蔵っ子で、呪のろいのアイテムを作ることに関しては右に出るものがいないとされている要注意人物。腐った道に確かな持論を持ち、信者からの信しん頼らいも厚いようです。今はヘウレーカ教の一司祭に過ぎませんが、冒険者としての功績如何いかんでは、大司教まで上りつめる可能性、大。

　仲間が死んでも復活させる、あるいはゾンビとして蘇よみがえらせるなどの戦術でくることが予想され、状じよう況きよう次第では極めて厄やつ介かいな相手です。彼女と遭遇したら、薄うすい本をばらまいて逃げましょう。なお、ＣＰカツプリングを間ま違ちがえると効果はありません。









「薄い本ってなに!?」

　大声で叫さけんでしまったあと、ルージェは口をおさえた。

「薄い本、ですか……」

　自分に向けられた問いと勘かん違ちがいしたのか、ダウリナは思し慮りよ深ぶかく頷うなずいた。

　さっきまでのおっとりとした雰ふん囲い気きが──かき消えている。

「薄い本とは、私たちヘウレーカ信者にとって聖書のようなものです」

「へ、へぇー、聖書なんだぁ……」

　聖書とは分厚いものかと思っていたが、ヘウレーカ教では違うらしい。

　その分、内容が濃こいのだろうか。

「ぢゃあ、ＣＰカツプリングってのは？」

「ＣＰカツプリング、それは神話の時代から我々人間に課せられた、いえ、掛かけ合わされた原罪」

「原罪」

　なんだかわからないが、重い。

「そう、我々は生まれながらにして裁かれるべき宿命なんです。私も、そしてあなたも」

「さ、裁く……」

　マズい。

　曲がりなりにもルージェは魔王の娘。もし倒たおれれば魔族の士気は低下し、捕とらえられれば交こう渉しようの材料に使われる。いずれにせよ魔族全体の不利益に繫つながる。

　立場的に、それはマズすぎる。

「あ！　アタシぃ、ちょっと急ぎの用事思いだしたんだけど、帰ってもいいかな？」

　逃げるなら、ダウリナしかいない今をおいて他にない。

「ええ？　ダメですよ」

「ひっ」

　だが、ダウリナは立ち上がったルージェの肩かたを、がっしりと摑つかんだ。

「クラムさんが帰ってきたときに、ルージェさんがいらっしゃらなかったらショックを受けると思います。すぐに帰ってこられますから、ね、少し待ってましょう？」

「そ、そだよね……」

　ルージェは確信した。スマホンを拾ったのも、出会い系サイトに登録したのも、そのなかでクラムに行き着いたのも、全て自らの行動の結果だと思っていた。

　けれど、違ったのだ。

　自分は、人間たちの手のひらの上で踊おどらされていた！

「茶番は終わりよ、この悪あく魔ま！」

　バン、と盛大な音を立て、酒場の扉とびらが開いた。

　ミーチカとクラムが戻もどってきたのだ。

　いや、彼らはずっと、ルージェを監かん視ししていたに違いない。

「あたしはあなたの正体なんて、お見通しなんだからね！」

　ルージェは、ずかずかと歩いてくるミーチカに訊たずねる。

「……いつから気づいていたの？」

　するとミーチカは意外とばかりに目を見開いた。

「や、やけに認めるのが早いじゃない……。いさぎよさだけはほめてあげるけど」

　クラムもまた驚おどろいた表情になる。

「い、いや、俺は気づいていなかったんだけど。え、本当に？」

　演技が自然だ。さすが、今の今まで魔族である自分を騙だまし通しただけのことはある。

「白々しっ。最初から罠にはめるつもりだったくせに。今思えばおかしいぢゃんね。ダンジョンにスマホンが落ちてるなんて」

「……なんの話か分からないけど」

「なによぉ、まだしらばっくれるの？」

　ルージェが睨にらみつけると、クラムはわたわたと動揺をみせた。

　とてもじゃないが危険指数95の男とは思えない素そ振ぶりだ。

「とにかく、こんなことはやめた方がいい。君のせいで傷つく人はたくさんいる」

　その言い分に、ルージェは笑ってしまう。

　人を傷つける？　当たり前だ、自分は魔族なのだから。

「そうね、アタシはたくさんの人を傷つけてきた。それで？　アタシを捕つかまえるつもり？　それとも殺す気？」

　ルージェは気づかれぬよう、そっと腰こしの鞭むちに利き手を回す。いくら相手が強く、しかも三対一だろうと、酒場の店員でも人質にとれば逃にげおおせる自信はあった。

「こ、殺す？　まさか。俺は君が改心してくれるならそれでいい」

「改心？　あははっ、無理無理☆　アタシぃ、そういう風に生まれついてるんだよね」

　この期に及およんで、なにを甘っちょろいことを言っているのだ、この男は。

「いいや、元から悪に生まれつく者なんていない」

　椅い子すに座ったクラムは、テーブルの上に残したままのルージェの手を、両手で包む。

「なにを……」

「そ、そうだよな。暗いダンジョンのなかで親の温もりも知らず、孤こ独どくだったんだろ。人のことなんて信じられなくもなるし、冒険者を憎にくんだりもしただろう。……でも、俺は君のなかにも善い心があるって信じてる。俺たちはきっとわかりあえるよ」

「…………クラムン」

　ああ、そうか。言われて初めてわかった。

　──自分は退たい屈くつではなく、孤独を感じていたのだ。

　父とは数度しか会ったことがなく、兄や姉とも疎そ遠えん。他に親しい魔族もいない。

　リオンだって、結局は自分の作り出した生命体。己の分身のような存在に過ぎない。

　なんだか、涙なみだが出た。

　人間と魔族は、相容れない存在だ。何百年と敵対し、憎み、いがみ合ってきた。

　自分だって、人間をどれだけ不幸にしてきたかわからない。

　それなのに、クラムはそんな種族の垣かき根ねを越こえ、わかりあえると言う。

　──自分が本当に欲しかったもの。

　それは、スマホンでも、もてあそぶための愛あい玩がん物でもない。

　自分を本当に理解してくれる、仲間──

　そうか。クラムが自分を招いたのは、人間と魔族が共に暮らせる未来をつくるため。

　魔王の娘であるルージェが橋はし渡わたしの役目を担えば、人間と魔族とのあいだに新たな関係を築くことができるかもしれないと──

　鞭から手を離はなし、ルージェは溢あふれそうになった涙を拭ぬぐった。

「わかった。アタシ、あなたの気高き理想のために、この命を──」

「だからサクラなんて辞めて、俺の仲間になってくれ！」

「捧ささげたってかまわ………………は？……サクラ？」

　思わぬクラムの言葉にきょとんとしたルージェは──ようやく勘違いに気づいた。

　ズパパパパパン！

「ぎぃやあ─────────ッ!!」

　ルージェの鞭が、容よう赦しやなくクラムの全身を打ち付ける！

「あああああああ、もう、もうっ！」

　無む駄だに感動してしまった自分が情けないやら恥はずかしいやらで、ルージェは顔を真っ赤にして酒場を出る。

「あ、ま、待ちなさいー！　サクラー！」

　追いかけようとしたミーチカだったが、酒場を出るより前に転んでしまったのだった。




「……ミーチカのせいだぞ」

　ルージェが酒場を出ていってからというもの、俺はむちゃくちゃ機き嫌げんが悪かった。

　いくら酒を飲んでも、まずくてまずくて仕方ない。

「ぐすっ。クラムだって途と中ちゆうから本気でサクラだと思ってたくせに」

　ミーチカは転んでぶつけた膝ひざ小こ僧ぞうが痛いらしく、ずっと涙目だ。

　くそっ。泣きたいのはこっちだよ。あとちょっとで仲間ができるところだったのに、実際にできたのは鞭によるミミズ腫ばれだ。

　……わかってるよ。ミーチカの妄もう言げんを真に受けた俺も馬ば鹿かだったんだよな。

　でも、あんなに会話が成立するんだもんよ。誰だってサクラだったんだと思うだろ？

　ルージェは冒ぼう険けん者の親によってダンジョンに捨てられた。その恨うらみはやがて冒険者全体に向けられるようになり、ついにはサクラになって仲間を探す冒険者を騙そうと考えた。

　なんて妄想が頭のなかに浮うかんだって、仕方ないじゃないか。

「それにしても、サクラじゃなかったのなら、ルージェさんはなにを責められてると思ったんでしょうね？」

「それは……また会ったときにでも訊きいてみなきゃわからないなぁ」

　そう言ってはみたものの、果たして、再び会うことはあるんだろうか。

　うーん……、ありそうな気がする。最近、めんどくさい人間関係ばかり長続きするし。

　彼女と別れてから冷静になったけど、やっぱ、あの子が仲間になるのはヤバいよな。

　なんかいちいち言動がエロくて理性が飛びかけるもん。

　ダンジョン内であれをされたら、気を取られて命がいくつあっても足りないって。

「そもそも、ネクラさんが出会い系なんかで仲間を探そうとするのがよくないんだよ！」

　涙目のまま、ぷんすかするミーチカ。

「仕方ないだろ。まわりにろくなのいないんだから」

「ろくなのが……？　鞭のあざが痛そうですね。今、回復魔法をかけてあげましょう」

「やめて！　それ即そく死しする方に賭かけてるでしょ！」

　目が笑っていないダウリナから逃げようとしたが、俺の足はなにもないところでつまずき、酒場の床ゆかに倒れ込んでしまう。

「バチだよバチ！」

　ミーチカの念動力サイコキノで転ばされたらしいんだが、それさっきルージェに使えよな！

「さあさあ、クラムさんから、痛いの痛いのとんでけー」

「やめろー！」

　結果からいえば、俺は即死することなく、傷は跡あと形かたもなく消え去ったんだが……。

　俺のフラれ続けた心の傷は、一体いつになったら癒いやされるんだろうな。








　　　第３話　ネクラ勇者、邪教徒の儀ミ式サに飛び入りする









「ムッツリさん、明日あした私とデートしてくださいません？」

「………………はい？」

　いきなりの申し出に、俺は「ムッツリじゃない」というツッコミすら忘れて硬こう直ちよくした。

「ええええええええっ！」

　叫さけんだのは隣となりに座っていたミーチカだ。よほどびっくりしたらしく、ジョッキを持つ手は震ふるえ、テーブルにはミルクがこぼれている。

　あとでちゃんと掃そう除じしろよ、お前……。

　しかし、ビビるのも仕方ないわな……。

「なんでまた、と、突とつ然ぜんに？」

　俺だって驚かなかったわけじゃないぞ。

　デートって言葉には、俺の知らない意味や、別の使い方が隠かくされているんじゃないか？　なんて頭をフル回転させるくらいには動どう揺ようしてる。

　ここは《旅の道連れ》亭。

　俺、ミーチカ、ダウリナは三人とも冒険者だが、仲間ってわけじゃない。

　それでも最近はよく一いつ緒しよに酒を酌くみ交わす、いわゆる飲み友だ。特に飲みの約束をしていなくとも、二軒けん目めにこの店に来るとふたりがすでにいるんだよな。

　ミーチカは容姿が幼いせいでこの店しか入れない上、常連のダウリナに奢おごってもらう気満々だし。たかる気満々とも言う。

　てか、毎回ミーチカ分のお金も払はらってて、ダウリナはよく破産しないよな。

　せっかくだから、俺のもうっかり支払ってくれないかな……なんて。

　ん、本来ならお前が女の子の分を払うべきだろって？

　残念だったな、俺にそんな金銭的余よ裕ゆうはない！

　……本題からズレた。

　ともかく、なんだかんだほぼ毎日顔を合わせているだけに、これまでわざわざ相手から誘さそって来たり、俺から誘ってみたりすることはなかったんだ。

　それが一体、どういう風の吹ふき回し？

「ダウリナ、まさかネクラさんに、ほ、ほほ、惚ほれたわけじゃないでしょうね!?」

　あえて変な期待しないようにと心がけていたのに、ミーチカさんがいったああ！

　マジかよ。それ、一度妄想し始めたら帰ってこられる気がしねえよ……。

　だってさあ。うん、この際だからダウリナのスペックを振ふり返ってみてもいいかな。

　邪教の司祭で、男同士をくっつける妄想を始めるあたりはほんと残念で仕方ないけど、おっとりとした母性本能の塊かたまりみたいな性格に、巨きよ乳にゆう好きにはたまらないプロポーションがぴっちりとした修道服に包まれているんだからね？

　そして修道服って言っても、背中が開いていたりと妙みように露ろ出しゆつが多いし、なぜか白ストッキングにはガーターベルトまでついているんだからね？

　背徳感が服を着て歩いているような──というか、服まで含ふくめて背徳感そのものみたいな存在なんだからね？

　そんな女性から告られてみろ。

　……。

　とりあえずおっぱいをネタに妄想を始めようかと思ったけど、鼻血が出そうになったからやめたよね。

　そうだな。ひとまずは鼻血が出ても大だい丈じよう夫ぶな体勢をとれる、膝ひざ枕まくらからのスタートで。

　ガーターベルトの硬かたい感かん触しよくと、太ももの柔やわらかい感触。

　果たしてどちらが勝つのか──レディ……、ファイッ！

　……いやいやいや、待て待て待て。

　俺は能天気な自分自身を一いつ喝かつする。

　そんな展開、１００％ありえないから。

　相手を振り返る前に、自分のスペックを振り返ってみろよ。

　仲間いない歴十八年。彼女いない歴も十八年。

　ランクはＤ。ネクラ、童どう貞てい、金だってそんなにないし、趣しゆ味みは酒場を巡めぐって冒険者日記《飲みログ》を更こう新しんすること。

　あん？　《飲みログ》の閲えつ覧らん者数？　皆かい無むに等しいっての。

　これ惚れられる要素、ひとつでもあるか？

　やべ、考えてたら涙出てきた。なにこの自己分ぶん析せき、新手の修行か？

　しかも子持ちときたもんだ──あ、ミーチカは子供じゃなくただの居候か。

「はい。私、クラムさんに惚れこんじゃいました」

　ところが、そんな低スペックにもめげず、ダウリナは手を当てた頰ほおをぽっと赤らめる。

「がーん！」

　ミーチカ……。そういう音は、口に出すもんじゃないからね。

「お、男として、というより、人間的に、って意味だよな……？」

　常パ時ツ発シ動ブスキル、『なるべく相手の好意をネガティブに捉とらえる』発動！

　これこそネクラが身につけるべき究極の自己防衛である！

「両方です。クラムさんのことは、カップルの相手として見てます」

　カ、カップルの相手として、だとお────！

　たったの一いち撃げきで、俺の積み上げた防ぼう壁へきは最終ラインまで破は壊かいされた！

「そ、そうなんだ。ふうん……」

　冷静を装ってはみたものの、喉のどはカラカラだった。俺はジョッキに残ったエール酒を、ぐいぐいと一気に飲み干す！

　……おかしい、苦味を全然感じないよ？

　甘い、甘いよ。エール酒って、こんなに甘いお酒だったのか……。

　はぁ……、カップルの相手か。

　その響ひびきに酔よいしれていると、隣にいたミーチカの瞳ひとみから、ぶわっと涙なみだがこぼれた。

「ダウリナが、ダウリナが洗脳されちゃってるう……」

「失礼だな、おい！」

「ぐすっ、こんなことなら、マインドコントロールを解く魔法を覚えておくんだった！」

「どんだけお前、俺への評価が辛からいんだよ！」

「こうなったら洗脳している本人を倒たおすしかないね。覚かく悟ごしてよ、ネクラさん。あたしの金ヅ……友達に手を出したこと、後こう悔かいさせてあげる！」

「今、明らかに金ヅルって言おうとしたろ」

　ひどいのはどっちだ。

「まあまあ、ミーちゃん。私、洗脳なんてされてないですから。はい、ミルク飲んで落ち着きましょう？」

「で、でもお……」

　ダウリナは最近、ミーチカを『ミーちゃん』と呼んでる。ルージェがチカちゃんと呼んでいたから、それに感化されたのかもしれない。

　十代の女の子たちからちゃんづけで呼ばれる百五十代って……。

　そういえば、ルージェとはあれ以来会ってないんだよなあ。もしかして住み慣れたダンジョンに帰ってしまったんだろうか。

　だとしたら、サクラだと疑ってしまって、なんだか悪いことをした気がする。

　ま、濡ぬれ衣ぎぬを着せてしまった原因も半分以上はミーチカにあるけどな。

　まったく、こいつのダメエルフっぷりは留とどまるところを知らない。

「それで、明日のデートは受けていただけますか？」

　ミーチカがしゅんとミルクを飲んでいる隙すきに、追い込みをかけてくるダウリナ。

「も、もちろん」

　答えると、ダウリナは心底嬉うれしそうに表情を綻ほころばせた。

「良かったー。断られたらどうしようかと思っていたんです」

　ず、ずいぶん積極的だな。なんかトントン進みすぎて現実感がないんだが……。

「あ、あの、あたしも行ってもいいかな？」

　デートだって言ってるのに、ずうずうしくミーチカが参加を希望する。

「三人でも、デートはデートでしょ？」

　いや、その理り屈くつはおかしい──と思ったけど、よく考えたらデートって定義が曖あい昧まいだよな。ふたりだとデート、四人だとダブルデート、では三人は？

　……謎なぞだ。

　しかし、邪じや魔まだなと思う反面、ついてきてくれたらありがたいかも、って考えてる小心者な自分もいるんだよ。

　ダウリナ、こんなヘタレな俺のどこに惚れたんだ……？

　それこそ謎すぎる。

「ほら、ネクラさんとふたりきりになったら、なにされるかわからないし」

「ウチに住みついといて、なんてこと言うんだ！」

　俺がミーチカに手を出したことが、一度でもあっただろうか。

　ネクラ、ムッツリと散々な呼ばれ方をされようが、俺の心は紳しん士しなんだ！

　ん──そうか。ダウリナは俺のこういうところに惚れちゃったんだな。

　いやー、だったらしょうがないな！

「んー、ミーちゃんを連れていけないのは心苦しいんですけど、明日はちょっと……」

　いつもミーチカに甘々なダウリナが、初めて渋しぶい顔をした。

「そ、そっか。い、いいんだ。気にしないで。ふたりで楽しんできてよ」

「そういうことだ。悪いな、ミーチカ……うっ！」

　調子に乗りかけていた俺の脇わき腹ばらに、ミーチカが軽くパンチを入れてきた。

　ダウリナには大人ぶった対応したくせして、俺には頰を膨ふくらませ、完全にすねている。

「いい？　ダウリナに変なことしたら、あたしが許さないんだからね！」

「だ、大丈夫だって」

　大丈夫と言ってはみたものの、保証はできなかった。

　なにが起こるかなんて、誰だれにもわからない。

　だってこれ、戦争デートなのよね。




　翌日の昼過ぎ。俺は集合場所であるネオンブリッジの中央広場にいた。

　ここは王城を除けば、リオレス王国にとって最重要拠きよ点てんともいえる場所。旧魔法文明時代に敷しき詰つめられた石いし畳だたみはいまだに欠けひとつなく、あたりには貴重な建造物がいくつも建っている。

　正直、少し眠ねむい。結局、昨夜は寝ねられなくて、革かわ鎧よろいやブーツを無む駄だにぴかぴかになるまで磨みがいてしまったからだ。

「お待たせしましたー」

　ダウリナが小走りでやってきた。

　さすがしっかりしている、約束の時間よりも十五分早い到とう着ちやくだ。

　ん、俺がいつから待っていたのかって？

「いや、俺も今来たとこ」

　に、決まっているだろ！

　それにしても彼女はいつも通り修道服のままだ。てっきりドレスとかで来るかと思ってたんだけど……、なんだか俺だけ気合が入っているみたいで恥はずかしい。

「どこに行くかは決まっているのか？」

　訊ききながらも、実は俺のなかではばっちりプランが出来上がっていた。

　まずはダウリナの好きそうな紅茶のおいしいお店で軽くくつろぎ、次は街を散策しながら適度にお洒落しやれな穴場を教え、夜になったらこの街で星が一番きれいに見える酒場、そして後はそのときの雰ふん囲い気きに応じて候補を七軒けんほど見み繕つくろってある。

　ふっ、酒場だけには詳くわしい俺だからこそできる、臨機応変に変化させられるプラン。

　完かん璧ぺきに決めすぎない。これが大人の男の余よ裕ゆうだ！

　だが──

「これから行く場所は、アクアフロートにあるんです。これ、どうぞー」

　ダウリナは小さなチケットを二枚取り出し、そのうちの一枚を俺に渡わたしてくる。

「これ……、演劇のチケット？」

　チケットの表面には、ケルピー劇場という文字と、細かな地図が描かかれている。

「そうです。特等席をとっておいたんですよー」

　アクアフロートはネオンブリッジからおよそ七十キルメルト（約七十キロメートル）東に進んだ場所にある、海沿いの都だ。

　馬を一日走らせてやっと着く距きよ離りだが、ネオンブリッジにはこういうときに便利な、旧魔法文明の遺産がある。

　すなわち、瞬間転移装置ゲート。

　ネオンブリッジの中央広場は、かつて栄えた巨きよ大だい文明の中心地だった。

　そのため、ここにはリオレス各地へと一いつ瞬しゆんで飛ぶことのできる、五つの転移装置が残されている。

　他の広場も合わせれば、ネオンブリッジには実に十七もの転移装置があるのだ。

「さあ、行きましょう」

「お、おう」

　俺の腕うでを摑つかむと、ダウリナはアクアフロートへ繫つながる瞬間転移装置ゲートへと進んでいく。

　現代では鋳ちゆう造ぞうすることも、分解することもできない、純白の金属《オリハルコン》でつくられた、幅はば、高さ十メルト（十メートル）ほどの門。

　門の先には、ぐにゃぐにゃと時空の歪ゆがんだ闇やみが待ち構えている。

　最初は入るのが怖こわかったもんだが、もうすっかり慣れてしまった。

　闇の向こうからは今も冒ぼう険けん者や商人、遊んでいる子供までもが気軽に転移してくる。

　転移装置は移動、運送手段として、リオレスにとってなくてはならないものなんだ。

　それにしても──俺はダウリナとふたりで門をくぐりながら、しみじみ嚙かみしめる。

　女の子と一いつ緒しよにネオンブリッジを出るなんて、本当にデートみたいだ。

　いや、本当にデートなんだよ。

　生きててよかった！

　…………あれ、でもちょっと待てよ。

　ネオンブリッジを出ちゃったら──俺の立てたプラン、全部使えなくね!?

　……ヤバい、完全に想定外だ。

　俺、酒場だけには詳しいけど、その知識は完全にネオンブリッジ限定なんだよ！

　劇場が転移装置の近くだったらホームに戻もどってこられるけど、もし離はなれていたらアクアフロートでお店探さなきゃいけないかも。

　ウソだろ……。俺の臨機応変さは、あくまで計画に基づいたものなんですけど……。

　ノープランで初デートを乗り切るとか──ハードル上げすぎィ！

　こんなことならカッコつけずに、昨日のうちに行先を聞いておくんだった……。

「クラムさん、どうかしましたか？」

　呼ばれてハッとした俺の鼻を、潮のツンとする香かおりがくすぐった。

　さっきまで曇くもっていた空も、門をくぐれば真っ青。アクアフロート側の転移装置は丘おかの上にあって、海を見下ろすことができた。

「あー、いい景色だな……」

　アクアフロートは別名《海の都》。

　漁業も盛んではあるが、なによりもこの都を栄えさせているのは貿易だ。

　水平線の先にあるいくつかの島国と船を行き来させ、街は渡と来らい品に溢あふれている。

　丘を下ると、道の左右に建つ家々はいずれも塩害に強い漆しつ喰くいの白。だから、青と白の街なんて呼ばれることもある。

　綺き麗れいだけど、俺にとっては完全アウェー。ここに来れば珍めずらしいものも手に入るし、絵画や音楽、それに演劇なんかも流行の最先端をいってるんだけどさ、なんか場ば違ちがい感を覚えるっていうか……。街を歩いている人もみんなお洒落だし。

「……ん？」

　ところが、いざ丘を下ってみると、印象が以前と妙みように違う。

　なんだろ、景色は変わらないんだけど、行き交う人の種類が変わってる……？

「げはははは！　お前ら誰のおかげで飯が食えてると思ってるんだ!?」

「全部俺たちのおかげだろうが！」

　大きな声をあげ、我が物顔で通りを闊かつ歩ぽしているのは、武装した一団だ。

　露ろ店てんの店主や買い物客は彼らを刺し激げきしないよう、少しびくついて見える。

「なんか、物ぶつ騒そうな連中がいるな……」

　薄うす手での鎧を着た曲きよく剣けん使いの男、トカゲを混ぜたような人種・リザードマンの戦士や、他にも武器を腰こしに提げた連中がぞろぞろ。

　こいつら、俺よりも全然場違いなのに、自分たちで気づいてないのか？

「ああ、《潮しおの翼つばさ》団の方々ですね」

　ダウリナは彼らにちらりと目線をやって、困ったように眉まゆを歪ませる。

「《潮の翼》団？……なんだ、それ」

　よく見ると、連中の鎧や服には翼を象かたどった紋もん章しようがついているけれど。

「最近、ここら辺の海に海かい賊ぞくが出るらしいんですよねー。それで、その海賊から商船を守るために雇やとわれてるのが彼らなんです」

「要するに、海の傭よう兵へいってとこか……」

　それならやつらの格好にも納得だ。武装は海に落ちてもいいような軽装に統一されてるし、リザードマンは泳ぎが上手いっていうしな。

「でも、嫌いやな感じだな」

　アクアフロートって、もっと華はなやかで知的な印象なのに、こんなごついやつらが増えたら台無しじゃないか。

　よそ者の俺がそう感じるんだから、住民は余計にそう思っているんじゃないのか？

　現に、あいつらが通り過ぎるとみんなひそひそ悪口言ってるぞ。

「でも《潮の翼》団を雇うと、実際に海賊をあっという間に追い払はらってくれるらしいですよ。だから、貿易で成り立つこの街ではありがたい人たちでもあるんです。その分、お値段も高いんですけどねー」

「なるほどな……」

　俺は通りに出ている露店や酒場の看板を見る。前よりも物価が上がっているのはそのせいか。

　貿易でやってきた品に、傭兵を雇った分の金も上乗せされてるわけだ。

「あ、つきましたよ。劇場はここです」

　目的のケルピー劇場は、海沿いの道を進み、貿易港を通り過ぎたところにあった。

　岸がん壁ぺきのような場所で、さっき目にした《潮の翼》団の紋章を掲かかげた船も多く見える。

　外観は思っていたよりかなり大きい。まるで大理石でつくられた神しん殿でんのようで、門の前には海に出るという伝説の馬、ケルピーの彫ちよう像ぞうが飾かざられている。

　外がい壁へきに貼はられているポスターは『シャドウ＆ライト』というタイトルだ。

　向かい合い、剣を交える男ふたりが描かれている。彼らは双ふた子ごみたいにそっくりだが、髪かみの色だけが黒髪と金きん髪ぱつで異なっていた。

「恋れん愛あいモノじゃないんだな」

　デートだから、てっきり恋愛モノを選んだのかと思っていたのだが、これなら俺が観ても楽しめそうだ。

「なに言ってるんですか？　これ、恋愛モノですよ？」

「あ、そうなの？　どう見ても剣けん劇げきにしか見えないんだけど……」

　意外だ。ポスターには描かれていないが、ヒロインが登場するのかもしれない。

　そのヒロインと男ふたりで三角関係ってところか。

「うふふー、期待してください。シャドウくんマジメインヒロインなんで」

「シャドウくん……？　それって、あのポスターに描かれている男のことか？」

「そうですよー？　シャドウ＆ライトですから。あ、でも公式的にはライシャド推しなんですけどね」

　ライシャド推し……？

　なんだ、それは。……い、嫌な予感しかしない。

　ロビーではグッズが販はん売ばいされていて、たくさんの客が群がっていた。遠目からだと売り物の全部はわからないけど、パンフレット以外にもスマホンに移して聴きくことのできる音楽盤ばんを売っているみたいだ。

「あれ、なんなんだ？　劇中に使われる音楽でも入ってるのか？」

「いえ、あれはドラマ盤ですね。あとボイス集」

「……ドラマ盤？　ボイス集？」

「はい。キャストの声を楽しむためのアイテムです」

「……さっぱりわからん。声だけ聞いて、なにが楽しいんだ？」

「え？　クラムさんも自分でボイス集作ってるって聞きましたけど」

　ミーチカ、あいつ俺の密かな趣しゆ味みをバラしやがったなあああ！

　しかし……、なるほど。みんなそうやって孤こ独どくを紛まぎらわせてるわけね。

　って絶対違うだろ。俺みたいなぼっちがそんなにたくさんいてたまるかっての。

　俺たちはスタッフにチケットを渡し、劇場へと入る。

　なかにはずらりと椅い子すが並び、ステージを見やすいよう一列ごとに段差になっていた。

　内装もかなり豪ごう華かだ。白を基調に、随ずい所しよに金の装そう飾しよくがあしらわれている。

　ステージにはまだ幕が下りているが、その刺し繡しゆうも女神が描かれた美しいものだ。

　けれど、劇場中央の席に腰かけた俺は、めちゃくちゃ落ち着かない気分だった。

「あのさあ……、なぜか俺以外、男が見当たらないんだけど……」

　さっきはごつい男が多くてうんざりしていたのに、今はむしろ恋こいしい。

　少しずつ埋うまっていく観客席には、もう見事に女の子しかいないんだ。

　ていうか……、みんな俺に慈じ愛あいに満ちた表情を向けてくるのはなぜ？

「それは仕方ないですよ。ヘウレーカ教徒は大半が女性ですからねー」

　ダウリナが知り合いらしき女性客に手を振ふりながら、さらっとおかしなことを言った。

「あ、なんだって？……この演劇、ヘウレーカ教が絡からんでるの？」

「はい。ステージの幕にヘウレーカ様が描かかれているでしょう？」

　うお！　あの女神、ヘウレーカだったのかよ！　美化しすぎじゃね!?

　……なーんて言おうものなら、ここの客全員を敵に回しかねない！　俺はすんでのところで自らの口を塞ふさいだ。

「ケルピー劇場で行われるヘウレーカ教主しゆ催さいのイベントはいつも大人気ですから。国外からも船を使ってたくさんのお客さんが観に来られますし、イベントメインのツアーが組まれるくらいなんですよ？」

　国外には瞬間転移装置ゲートもないし、気軽に来られるもんじゃないはずだが。

「演目が変わる度にわざわざ遠方から来る人もいるのか？」

「いえ、同じ演目でも何度も来られますよ」

「は？　それ意味あるの？　同じもの観てたら飽あきるだろ」

「そんなことありませんよー。いつも新しい発見に満ちてます」

　……そんなもんなのか？

　俺は後ろに座った、三人組の客の声に耳を傾かたむけてみる。

「今日の儀ミ式サ、楽しみだね。キャストは《ジャキョート！》とほぼ同じなんでしょ？」

「ほんとこういう日はヘウレーカ様を信じててよかったって思えるよねー。チケ優先で予約できるし。あたしもう三回分とっちゃった」

「でもさ、噂うわさで聞いたんだけどぉ、今日はレナード兄弟、出ないらしいよ」

「ウッソ！　ポスターもレナード兄弟なのに!?　兄弟萌もえができないって、詐さ欺ぎじゃん」

「でもその分、新しいＣＰカツプリングの開かい拓たくができるかもしれないよね」

「開拓なんて能動的なモンじゃないでしょ、ただ沼ぬまに落ちてるだけでしょ」

「違ちげえねえ」

　ギャハハ、と笑いあう三人。

　ヤバい。話してる内容の半分くらい意味わかんねえ。

　ていうか、演劇だろこれ。儀ミ式サってなんだよ、儀ミ式サって。

　ヘウレーカ様に演目を捧ささげる的な、そういう意味なのか？

　冷や汗あせをかきはじめたところで、劇場に音楽が鳴り響ひびき、幕が上がり始めた。

　俺は一体、なにを目の当たりにしようとしているんだぜ……？




「うー、まさか演劇を観に行くなんて……」

　ケルピー劇場の外で、ミーチカは途と方ほうに暮れて立ち尽つくしていた。

　家からクラムをつけてきたものの、チケットの必要な場所に入るなんて想定外だ。

　当日券を買おうにも、前売券だけで席は完売らしいし、まわりの客に譲ゆずってもらおうにも、目をぎらつかせた人ばかりで、とてもそんな頼たのみ聞いてもらえそうにない。

「もうやだっ！」

　劇場前の石ベンチにどかっと腰を下ろす。大体、なんで自分がこんなストーカーまがいのことをしなければならないのだ。

　全ては、ふたりが自分を仲間外れにするのがいけない。

　お酒を飲むときはいつも三人なのに、いきなりのけ者にして出かけるなんて。

（このまま、ふたりがこ、ここ、恋人とかになっちゃったりしたら、どうしよう……）

　そんなことになったら、ダウリナにもうお酒を奢おごってもらえなくなるし、クラムの家からも出て行かなきゃならなくなるかもしれない。

（やだやだ。そんなの、絶対に許さない！）

　他にもモヤモヤする理由はある気がするが、とりあえずそのふたつだけでもミーチカにとっては大問題だった。

（ふたりには悪いけど、いい雰ふん囲い気きになりそうだったら邪じや魔まするしかないよね、うん！）

　しかし、ふたりはもうミーチカの目の届かない場所だ。

　状じよう況きようは極めてまずい。劇場を出てくるころには、もうカップルは成立しているかもしれないのである。

「こうなったら、劇場ごと燃やしてしまうか……」

　そんな仄ほの暗ぐらい考えが、ミーチカの頭をかすめたそのときだった。

「んふっ、なにか困ってるのぉ？」

　顔を上げると、見覚えのある女性がのぞき込むようにして立っていた。

「ああーっ！」

　紫むらさきの髪に褐かつ色しよくの肌はだ。身軽で露ろ出しゆつの多い服装に、腰には丸めた鞭むち。

「チカちゃん久しぶりっ☆　元気にしてた？」

「あのときのビッチビチ！」

　指差すと、彼女は少しイラッとした表情を見せる。

「ルージェント・ルーフレット！　お子ちゃまは人の名前も覚えられないのかな？」

「ふーん。大事な人の名前なら覚えますー」

「あはっ☆　絵に描いたような反はん抗こう的てきな態度。アタシがクラムンに手を出したのが、そんなに気にいらなかったのぉ？」

「ふんっ、ネクラさんなんてどうでもいいんだけど！」

　ベンチから腰こしを上げて歩き出そうとするミーチカの肩かたに「つれないなあ」としなだれかかってくるルージェ。

「ちょっと、くっついてこないでよ！」

「これ、なーんだっ？」

　そう言ってルージェが胸元から取り出したのは、

「ああっ！　演劇のチケット!?」

　しかも、それが二枚ある。

「どうしたの、それ！」

　当日券はないと言われたのに。思わず声が大きくなってしまう。

「そりゃヘウレーカ教団に潜せん伏ぷくしていたリオンの分身に譲ってもら──ぢゃなかった、前もってチケットを買ってたんだぁ」

　ルージェが得意げにチケットをぴらぴら揺ゆらす度に、目で追うミーチカの頭も揺れる。

「でもさぁ、友達が急に来られなくなっちゃって、一枚余ってるんだよねぇー」

「ビッチのことだし、どうせ出会い系でつかまえた男とでも来るつもりだったんでしょ。騙だませなくて残念だったね！」

「いちいち指差すのやめてよね。それにアタシはサクラぢゃないってば」

「ふん、どうだか」

　つんとした態度を続けるミーチカだったが、チケットから視線を離はなせない。

「あーあ、もったいない。後ろの方でステージは遠いけど、観客席は一通り見み渡わたせる、良い席なのになぁ」

「へ、へぇー」

　ミーチカの手は、無意識のうちにチケットへと伸のびていく。

「はあ……。この回が終わったら、チケットもただの紙切れになっちゃう。誰だれか一いつ緒しよに観てくれる人はいないモンかなあ」

「そ、そんなにもったいないなら、あたしがもらってあげてもいいんだけど？」

　ミーチカの指が、チケットに触ふれようとしたそのときだった。

　ルージェの身体からだが離れたかと思うと、手の甲こうにぴしりっと軽い痛みが走る。

「いたっ！」

　ルージェが鞭でミーチカを叩たたいたのだ。

「なにするのよ、ビッチ！」

「……素直ぢゃないなぁ」

　手を押さえ前かがみになったミーチカを見下ろして、ルージェが妖あやしげに微笑ほほえむ。

「人におねだりするならぁ、もっとやり方ってものがあるでしょお？」

「やり方って……？」

　上目づかいのミーチカを満足げに眺ながめると、ルージェは逆に持ちかえた鞭の柄えで、地面を指し示す。

「とりあえず、そこにひざまずきなさいよぉ」

「ひ、ひざま……？」

「そっ、できるだけ無様ったらしくね☆」

　ミーチカはきょろきょろとあたりを見回す。劇場前は当然のことながら人通りが多い。

　しかも喧けん嘩かするように向かいあうふたりには、周囲の視線がばっちり集まっていた。

（こんなところでこのビッチにひざまずいたりしたら一生の恥はじじゃない！）

　おまけに、相手はさらなる要求を加えてきた。

「それで演劇が終わったら、今夜一晩はアタシに絶対服従するの。どう、簡単でしょ？」

　ルージェは妖よう艶えんに、べろりと唇くちびるを舐なめる。

「だ、誰がそんなこと……」

「あっれえ、いいのかなぁ？　リナっちにクラムンをとられちゃって」

「う」

「あのコに暗がりで誘ゆう惑わくされたら、クラムンの理性なんて一いつ瞬しゆんで崩ほう壊かいすると思うけど？　そしたらチカちゃん、仲間外れになっちゃうねえ」

「う、うう……」

　痛いところをつかれて、ミーチカは涙なみだ目めになる。ふたりが自分のそばから離れてしまったら、また自分はひとりぼっちだ。酒場に入ることもできず、憧あこがれの影かげの剣けん王おうを探すことさえできなくなってしまう。

「わかったならさっさとやりなよ」

　一瞬、冷めた声を出したかと思えば、

「ほら。ひっざまっずけ☆　ひっざまっずけ☆」

　今度は心底楽しそうに、手を叩いて囃はやしたてるルージェ。

（この女……。本気で性格ひんまがってる！）

　はらわたが煮にえくり返りながらも、ミーチカはその小さな膝ひざを曲げた。

「これこれ、相手を屈くつ服ぷくさせるこの瞬間がたまんないのよねぇ」

　ミーチカの片膝がつき、ルージェがよだれをたらさんばかりの恍こう惚こつとした表情を浮うかべた──そのときだった。

　ミーチカは腰からワンドを抜ぬくと、その先せん端たんをくるりと回す。

「あっ！」

　発動した念動力サイコキノにより、ルージェが手に持っていたチケットが宙に舞まう。

「じゃーんぷ！」

　ミーチカは曲げた膝を思いっきり伸ばして跳とぶと、そのうちの一枚をがしっと摑つかんだ。

「ほんとに、ひざまずくとでも思ったの？　ばーかばーか！」

「くきぃー！　この泥どろ棒ぼうネコッ！」

　漂ただよっていたもう一枚のチケットを必死に摑み取ると、ルージェは逃にげ出したミーチカを追う。

「やーいやーい！」

　こうしてふたりは、遅おくればせながらもクラムたちのいる劇場へと入っていった。




　演劇の主人公は、ふたりの少年だった。

　ひとりは、ライト。光を表す名前なだけに、目立ちたがり屋で明るい性格。人が集まれば、いつもその輪の中心にいる。

　もう一方の主人公、シャドウは、影を意味する名前の通り、口くち下べ手たで暗い性格。いつも孤こ独どくに片かた隅すみで生きている。

　同じ孤こ児じ院いんで育った、正反対なふたり。ある日、殴なぐり合いの喧嘩になった彼らは、そのときの口論からお互たがいの夢が同じだと知る。

　彼ら共通の夢──それは生まれ育った国を平和で豊かなものにし、自分たちのような孤児が生まれないようにすることだった。

　それからもライトとシャドウはたびたび衝しよう突とつを繰くり返しながらも、互いのことを認め合うようになる。そして、どちらが夢を叶かなえられるか、勝負することにしたのだった。

　やがて青年になったライトは、憧れていた王国騎き士し団に入る。

　彼は類いまれな剣の腕うでを認められ、騎士団でも一目置かれる存在、《光の剣帝》となる。

　かたやシャドウは孤児院のあるスラム街に留とどまる。

　そして剣一本で裏世界の実力者たちと渡わたり合い、巷ちまたでは《影の剣王》と噂うわさされる。

　そこまで鑑かん賞しようして、俺はようやく理解した。

　……なるほど。このお話は実話をモチーフにした演劇なんだ。

　まあ、本物の《光の剣帝》は騎士じゃないし、《影の剣王》は素性不明だから、どれだけリアルと整合性があるかはわからないけど。

　俺がどっちのキャラクターに共感したかといえば……、言わなくてもわかると思うが、もう圧あつ倒とう的てきにシャドウだ。

　なんだかシャドウって、俺の性格にそっくりなんだよな。特に人助けしたときになにも言わずに立ち去っちゃうところなんか、本当に頷うなずいてしまう。

　別に感謝されたくないわけじゃないんだけどさ、どうも面と向かってお礼言われるの、こっ恥ぱずかしいんだよな。

　しかし──ふと、ここにはいない少女のことが脳裏に浮かんだ。

　この劇、剣王のことを熱ねつ烈れつに信しん奉ぽうしているミーチカが観たら、物もの凄すごく怒おこるだろうな。

　だって、あいつ剣王を盲もう目もく的てきに崇すう拝はいして、完かん璧ぺき超ちよう人じんだと信じてるし。

　シャドウって、むしろ性格的には完璧どころかダメ人間だもんなー。ネクラだし、実はムッツリスケベだし……。

　本当に、この場にいないのが幸いだ。

　今日ここで観た演劇の内容は、絶対にミーチカには話さないでおこう。




「ムカつくーっ！　なんなの、あたしの影の剣王さまをあんな性格に描えがくなんて！」

　ところがミーチカは、クラムたちの後ろでまさに同じ演劇を鑑賞していた。

「いやいや、あなたのぢゃないから」

　座席に肘ひじをつき、ルージェが苦笑する。チケットが連番なので、結局ふたりはいがみあいながらも仲良く横に並んで演劇を観ることになったのである。

（ま、面白い展開にはなってきてるよね）

　転移装置をくぐるクラムとダウリナ、そして後ろをこそこそと追うミーチカを発見したときにはなにごとと思ったが、こう愉ゆ快かいだとリオンからチケットを奪うばい取る価値もあったというものだ。

　ミーチカを屈服させられなかったのは残念だが、それはこれからじっくりと。

「それにしても剣王さま、剣王さまって。ほんっと、クラムンのことが好きなんだね」

　こうも開けっぴろげなのは、呆あきれもするが、逆に清すが々すがしくもある。

（そういう子を自分色に染めていくのが燃えるんだけどね）

　そう思ってニヤニヤしていると、ミーチカが怪け訝げんな声をあげた。

「クラム？　なに言ってるの？　あたしが好きなのは剣王さまなんだけど」

「……え？　だから、同じことでしょ？」

　ルージェには、ミーチカがなにを言っているのかわからなかった。リオンの危険人物リストには、影の剣王＝クラム・ツリーネイルだとしっかり書かれていたではないか。

　そんな優れた人物だからこそ、エルフの巫み女こ候補だったミーチカや、未来のヘウレーカ大司教と目されるダウリナといった、超ちよう有望な人材が集まっているのではないのか？

「同じって……、どこが？……ああ、演劇で剣王さまがネクラさんみたいな性格に描かれてるから勘かん違ちがいしてるの？　あたし、今舞ぶ台たいにいる剣王さまは全っ然認めてないから！」

「え、なに言ってんの？」

「？　だから、そっちがなに言ってんの？」

　首をかしげるふたりだったが、ある可能性に気づいたルージェは、笑い声をあげた。

「あははははっ☆　なんだあ、そういうこと！　やーん、アタシ全部わかっちゃった！」

「なによ、どういうこと？　説明してよ」

　ひとり納得したルージェに、ミーチカが不満そうに訊たずねてくる。

「んーん。なんでもない」

　しかし、それを教えてやるルージェではない。こんなに面白い関係性、ネタばらしするのは今ではないだろう。

「ヤラしい女。めちゃくちゃ悪だくみしてる顔だよ」

「そりゃあね。あー今、アタシ人生で一番面白いかも」

「キモちわる」

　気持ち悪かろうが構うものか。

　ルージェはこれからのことを想像して、ニヤニヤがおさまらなかった。




「このわからず屋が！」

「……わからず屋はお前の方だ」

　舞台の上では、シャドウとライトが互いの信じる正義をぶつけ合っていた。

　相手の強さを認め合いながらも、別々の道を行くふたり。

　うーむ。王道とはいえ、なかなか熱い展開だな。

　しかし、ヘウレーカ教が主しゆ催さいしているなんていうからもっと男同士がベタベタしたり、イチャついたりしているのかと思ったけど……。

　想像していたより全然普ふ通つうの物語じゃないか。ていうか素直に面白いぞ！

　自らの生まれ育ったスラム街を守り続けたいと思うシャドウには共感しっぱなしだし、なんだかんだライトも憎にくめないキャラだしな。

　オレ様キャラだけど、実は自分自身を追いつめるためにビッグマウスになってるところとか、むしろ応おう援えんしたくなる。

　実物の《光の剣帝》とはえらい違いだぜ。あっちは少し話しただけで胸クソ悪くなってくる性格してるからな。

「シャドウ……、オマエはこんなところで燻くすぶるべき男じゃない。今すぐ騎士団に入り、オレ様の右腕になれ」

　そう説得するライトだったが、シャドウは頑かたくなにその申し出を拒きよ絶ぜつする。

「騎士団に入れば、もっと手っ取り早くこの国を良くできるんだぞ！」

「確かに効率的なのはそっちかもな」

「だったら──」

「けれど、それでは見過ごされ、犠ぎ牲せいになってしまう人たちもいるんだよ。そして、そうなるのはいつも弱い人たちだ」

「く……」

「ライト……。お前はお前のやるべきことをしろ。俺は俺にしかできないことをするつもりだ。それが一番いい」

　シャドウ、なんていいやつなんだ。うーん、こういうやつが仲間だったらなぁ……。

　しかしこのアツい男の友情が、女たちに理解できるものなんだろうか。

　なんか、客層に対してこのお話って、間違ってないか？

　そんな風に思ったんだが──

「キャ───ッ！」

　前編が終わり、一いつ旦たん幕が下りると、客席中から黄色い歓かん声せいが飛んだ。

　うお、なにが起こったんだ!?

　後ろに座っていた三人組も、ヤバいくらいの熱を込めて語りだす。

「んほーっ！　シャドウ＆ライト──いえ、シャドライ激アツ！」

「なに言ってんの！　ライシャドよ、ライシャド！　これは薄うすい本が厚くなりまする！」

「喧けん嘩かップル萌もえー！　グッズコンプ必至です！」

「私たちは今、伝説の始まりに立ち会っているのよ！」

　三人組だけではない、観客席にはシャドライコールが巻き起こる。

　いや、ライシャドコール？　どっちも同じくらいの数が、競い合って劇場内をうねる。

　一体なにが起こっているんだろう。

　まるで──そう。会場全体におかしくなったときのダウリナが乗り移ったかのようだ。

「ダ、ダウリナ。この劇場はいつもこんな感じなのか？」

「いえいえ、今日は公演初日ですからね、特に情熱のあるお客さまが多いんですよー」

　ダウリナはそう答えると、にこにこしながら周囲の様子を眺ながめている。

　なんだ？　俺は違い和わ感かんを禁じえなかった。

　おかしい。絶対おかしいぞ。普ふ段だんなら男同士が会話をしていたり、やりとりを想像しただけで、別人かと見まごうほど興奮しているのに。

　俺は震ふるえる指で彼女を指差した。

「ダウリナ、お前……、偽にせ者ものか？」

　信じられない。いつのまに入れ替かわっていたんだ。

　あ、昨日、まさか俺に告白してきたダウリナも偽者だったのか!?　だったら全てに説明がつくぞ。

　噓うそだ、噓だと言ってくれーッ！

「なに言ってるんですかあ。私は本物ですよ」

「偽者はみんなそう言うからな！　本物ならまわりと一いつ緒しよに興奮してなきゃおかしい！　今すぐ鼻血を出したら本物だと認めてやる！」

「クラムさんに、どういう風に見られているのか分かって少しだけショックです……」

　くそっ、偽者のくせにしおらしい態度をとりやがる！

「私は何回も観てますからねー。耐たい性せいがついてるんですよ」

「何回もって、この演劇、今日が初演だろ？　さっき自分で言ったじゃないか！」

「はい。これでも私、関係者なんですよー？」

　ダウリナは、入り口で売っていたパンフレットを差し出してきた。

　あれ、パンフなんて買ってなかったよな？　前から持ってたのか？

　俺はそれを疑いの目を以もつてじっくりと読み──驚おどろきのあまり身体からだをのけぞらせた。




　脚きやく本ほん・演出：ダウリナ・プランジット




「ま、まさか、この演劇を作ったのって……」

「はいっ、私ですー」

「あ、あのー、シャドウってさ。まさかとは思うけど……」

「もちろん、クラムさんがモデルですよー？」

「なんで俺をモデルにした!?」

「言ったじゃないですかー。私、クラムさんに惚ほれこみましたって」

　頰ほおに手を当てて、ぽっと顔を赤らめるダウリナ。

　ん、どういうことだそれ。惚れこむってつまり……。

「まさか、カップルの相手として、っていうのは……」

　ダウリナ自身のカップルの相手という意味ではなく──

「はい、ライトと掛かけ合わせるカップルとして、ふさわしいと思いました！　クラムさんと一緒にいると、私の創作意い欲よくがどんどん高まっちゃって」

　俺はそれを聞き、がくっとうなだれるしかなかった。

　残ざん酷こくすぎるよ！　勘違いならその日のうちに修正しなきゃ！

　一晩悩なやますのはダメ、絶対！

「それで、モデルになった俺に観に来てほしいと思ったわけか……」

　ミーチカを連れてこなかったのも、ふたりっきりになりたかったからじゃなく、剣けん王おうをテーマにした作品だったからね。はいはい、アンダースタンド。

　なんかもう、後半を観るのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってきたな。自分がモデルだと思ったら、シャドウを冷静に観ていられる自信がないよ……。痛々しくて。

「いえ、単に観に来てもらったわけじゃないですよ？」

「え？　どういうこと？」

　なにか、他に期待してもいいのか？

「ふふっ、こっちに来てください」

　そう言うと、ダウリナは俺の腕うでを摑つかんで椅い子すから立ち上がらせる。

　休きゆう憩けい中の観客たちの隙すき間まを縫ぬうようにして連れてこられたのは、ステージ裏の下しも手て。

「な、なにをするつもりだ……」

　ステージ裏では慌あわただしくセットが組みなおされているが、ダウリナは俺を人目につきにくい暗がりへと誘さそい込んだ。

「さあ、服を脱ぬいでください」

「え、なに、なに？」

　状じよう況きようが摑めない俺は、ダウリナに脱がされるがままになる。

「ちょ、ちょちょ、脱がすにしてもこんなところで……」

　ステージの裏だぞ、裏。幕が上がったらスポットライトのすぐ横！

　わざわざそんなところで、なにをするつもりだよ。

「ダ、ダメだ。や、やめて────ッ！　誰だれかに見つかっちゃう！」

「あっ、ダウリナさん、見つけました！」

「ひぃっ！」

　ほら、言わんこっちゃない！

　あっさり見つかっちゃっただろ！　半はん裸ら状態で俺、どうやって言い訳すればいいんだ！

　と思ったら、俺たちを見つけたのは、舞ぶ台たいでシャドウ役をやっていた青年だった。

　さっきとは服装が変わっていて、腕には幕が下りるまで彼自身が着ていた、シャドウの衣装一式がある。

「時間がありません。早くこれに着き替がえてください」

　そう言うと、シャドウ役の青年はダウリナを止めるどころか、一緒になって俺の服を脱がしにかかる。

　なるほど、さっぱりわからん！

「ま、待って！　まずは俺になにをさせるつもりか教えてくれ！」

　俺が叫さけぶと、ようやくダウリナとシャドウ役の青年は顔を見合わせた。

「ダウリナさん……、説明してないんですか？」

「だって、先に説明しちゃうと断られるから」

　にこっと笑うダウリナ。

「じゃあしょうがないですね」

「しょうがなくねえよ！」

　納得するの早すぎるよ青年！　初対面なのに思わず突つっ込んじゃったよ！

　なんなの、ヘウレーカ教の信者ってみんな他人のおかしな言動に対して甘すぎるんじゃないの？

　自分の服はあらかた取り上げられてしまっていたので、俺はしょうがなく青年に差し出されたシャドウの衣装を着ながら話を聞く。

「実はですね、僕はダウリナさんから急きゆう遽きよ呼ばれた代役でして……。本来主演を務めるはずだった双ふた子ごの兄弟に、一昨日おとといから連れん絡らくがつかなくなっているんです」

「は？　それって、ポスターに描かかれていた？」

　そういや後ろにいた三人組も話していたな。レナード兄弟がどうとかって。

「はい。演技の部分はなんとか代わりをできたんですけど、どうしても殺た陣てのシーンが練習不足、迫はく力りよくに欠けてしまっていて」

　シャドウ役の青年が申し訳なさそうにがりがりと頭を搔かく。

「おい、嫌いやな予感しかしないぞ……」

　そしてダウリナの口から、さらっとトンデモなお願いが入る。

「クラムさん。今日だけでいいので、一番盛り上がる殺陣は代役をお願いします♪」

「断る！」

　そんな大事なことを、軽いタッチで頼たのんでくるな！

　ところが、ダウリナはまさか断られるとは思っていなかったのか、ひどく驚いた表情を見せた。

「な、なんでですかー。あの光り輝かがやく舞台の上に立てるんですよ？」

「それが嫌いやなの！　目立ちたくない！」

「女の子たちから黄色い歓声を浴びせられるんですよー？」

「ぐっ、で、でも女の子たちの脳内では、俺はライトとくっつけられるんだろ？　大体、顔が変わるんだから、いきなり代わるなんて無理が生じるし！」

「そこは大だい丈じよう夫ぶです。脚本をいじって、殺陣のシーンは仮面舞ぶ踏とう会に変えましたから」

「強引な脚本だな、おい！」

　仮面舞踏会があるなんて設定、前編で一度も出なかったけど!?

「問題ありません。女子はみんな好きですから、仮面舞踏会。知っていますか、どんなにしまらない顔の人でも、仮面をつけるとイケメン度が２００％くらい増すんですよー」

「俺が不細工みたいな発言やめようぜ……」

　俺が悪いのは目つきだけなんだ……。そう自分に言い聞かせてるんだから。

「まあ、ドラマ盤ばんやボイス集で耳を肥やした常連さんには、ちょっとした声だけでキャストが代わったって気づかれちゃうでしょうけど」

「え、台詞せりふあるの？　なおさら断る！」

「お願いしますよー。演劇が成功するかどうかは、クラムさんにかかってるんですから」

　ダウリナは胸の前で手を組んで、潤うるんだ瞳ひとみで俺を祈いのるように見つめてきた。

　くっそ、反則じゃねーか、その表情。

「わかりました。台詞は喋しやべらなくてもいいです。ただ剣術を披ひ露ろうしてくれたらそれで」

「俺からもお願いします！」

　シャドウ役の青年も、ここぞとばかりに頭を下げてくる。

「わ、わかったよ……」

　あーあ、こういう押しに俺、弱いんだよなあ……。何度似たような形で損してきたか。

「ありがとうございますー。やっぱりクラムさんは素敵ですっ♪」

　屈くつ託たくなく笑うダウリナ。これ、計算でやってるわけじゃないんだよな。

　ルージェとはまた違ちがった意味で、魔ま性しようの女だよ……。

「あ、わかってると思いますけど、《多重高速化マルチアクセラ》は使わないでくださいね」

　額と目を隠かくす仮面を渋しぶ々しぶつけていると、ダウリナがそんなことを言ってきた。

「え、なんで？」

「なんでって、お客さんに高速化アクセラしたクラムさんが見えると思います？」

　あー……。そりゃそうだ。ランクＡの冒ぼう険けん者ですら捉とらえられないものを、どうして一いつ般ぱん人が目にすることができるだろう。

「それ以前に、ライト役が俺の動きを視認できないか」

「いえ、ライト役の方は、《多重高速化マルチアクセラ》にもついてこられると思いますよ」

「……てことは、ライト役も」

「はい。殺陣は別の方に頼んでますー」

「へえー……」

　なんか……俺の《多重高速化マルチアクセラ》、ちょっと安く見られすぎてない？

　そりゃ俺よりも強いやつなんて星の数ほどいるけどさぁ、《多重高速化マルチアクセラ》は一応かなり時間をかけて身につけた奥おう義ぎなんだぜ？

　そうそうついてこられるやつなんていないと思うんだけど……。

「クラムさんは、あくまで相手に勝つつもりで剣技を披露してください。最後には負けてしまうと思いますが、それでオッケーです」

　あん？　ちょっと引っかかったよ、今の言い方。

　普ふ通つうに戦えば、俺に勝ち目なんてないみたいじゃないか。

「うっかり勝っちゃったらどうするんだ？　演劇の流れめちゃくちゃにならないか？」

「ご心配なくー。相手もスペシャルゲストなので」

　ダウリナはライト役の勝利になんの疑いも持っていないようだ。

　ふーん、そうですか。

　……適当に流して剣を振ふるつもりだったけど、俄が然ぜんやる気が湧わいてきたぞ。

　負けなきゃ筋書きはメチャクチャになるのかもしれないけど……悪いが、俺は演劇だとはいえ、俺の大だい嫌きらいな光の剣帝を名乗る奴やつに負けるつもりはないんだよ！




　劇後半が始まると、ライトの指揮する騎き士し団が、シャドウの住むスラム街を制圧した。

　街に巣食う悪は一いつ掃そうされたものの、犠ぎ牲せいになった弱者も多く──シャドウが世話になっていた酒場の主人もまた、闘とう争そうに巻き込まれて命を落とす。

　暗転でシーンが変わると、登場したのは華はなやかな衣装と仮面をつけて踊おどる人々。

　どうやらこの舞踏会は騎士団の祝勝会として開かれたものらしい。

　そこへ怒いかれるシャドウ──つまり俺が、自らも仮面をつけて飛び込んでくる。

　きゃあっ、と歓かん声せい。緊きん張ちようするけど、これは思ったより悪くない気分だな……。

　ライト役、金きん髪ぱつに白い衣装の男は、舞台の中央で女性と踊っていた。

　俺は剣を鞘さや走ばしらせると、一いつ気き呵か成せいに斬きりかかる。

《多重高速化マルチアクセラ》こそ使わないものの、本気も本気。必殺の一いち撃げきだ。

　ところが、すんでのところで俺に目を向けたライト役は、自らの剣を抜ぬき、先せん端たんをほんの少し動かす。と、俺が振り下ろした剣の軌き道どうは、相手の剣けん先さきにいなされ、空を切る。

　……へえ、これを受けるか。

　しかも踊りのパートナーだった女性を庇かばう気き遣づかいまで見せてる。

　まあ、最初から女性を傷つける意思はなかったけどな。

　他の役者たちは悲鳴をあげながら退場し、舞台の上にはライト役と俺だけが残された。

　近づいてみると、相手の身長は俺と同じか少し低いくらい。

　線は細く、剣士として決して恵めぐまれた体格じゃない。目と額は俺同様、仮面で隠されているが、顎あごの輪りん郭かくや唇くちびるは端たん整せいで、顔の下半分を見る限りではイケメンっぽい造形だ。

　俺たちに渡わたされた剣は、どちらも斬れないよう刃やいばが潰つぶされている。しかし、鉄であることに変わりはないし、鍛きたえた剣技を振るうのになんの弊へい害がいもない。

　さあ、勝負だ。俺が剣を両手持ちに構えると、相手は片手に持った細身剣の先をこちらに向け、半身に構える。

　得物からも、スタイルからも、ライト役は突きに特化した剣術の使い手らしい。

　先手必勝！

　俺は相手に受けられても構わないと、力を込めて剣を振った。

　カカン、キィン！

　案の定、ライト役は連撃にも対応してくる。

　上う手まいもんだが、その細い剣でそう何度も俺の剣を受けられるかな！

　剣は細ければ細いほど速さも増すが、その分もろくもなるんだぜ！

　ん。なんかモノローグが悪役っぽいが、……ええい、構うもんか！

　悪く思うなよ。お前に恨うらみはないけど、お前が演じる光の剣帝にはあるんだよ！

「……ん？」

　だが俺は、いくら攻こう撃げきしても相手がビクともしないことに気づいた。

　華きや奢しやな身体からだつきのクセに軸じくは安定してるし、細身剣は折れる兆候すら見せない。

「はあ、はあ」

　逆に俺の息は上がってくる。

　剣士のまわりに、目に見えない壁かべがあるかのようだった。攻撃は細身剣によって手前であしらわれ、込めた力は軽くいなされて、外へと追い出される。

　そのせいで、俺の剣は無む駄だな動きを強しいられ、呼吸が乱される。

　受け方が絶ぜつ妙みようなんだ。正面からは受けず、微かすかな払はらいだけで攻撃を流す。

　だから、細身剣には無理な力が加わらず、折れることもない。

　卓たく越えつした剣術センスと、人にん間げん離ばなれした動体視力。そして連動する反射神経。

　全てを兼かね備えていなければできない芸当。

　一方、俺の剣技は《多重高速化マルチアクセラ》との併へい用ように特化した変則的なものだ。フェイントなどの技術はほとんど磨みがいてないし、悪くいえば速度だけを求めた単調で一直線な剣。

　それでも、こうも簡単に見極められるもんなのか──？

　なんだ、こいつ。何者なんだよ──！

　すると俺の考えを読んだみたいに、ライト役の男はニヒルに笑った。

「オマエも冒険者か？　悪くねェ剣筋だが、所しよ詮せんは五等か六等星。一等星であるオレ様には、百万光年遠いゼ」

「なッ」

　その強さにも、笑い方にも、喋り方にも──俺には覚えがあった。

　忘れたいといつも思っている、記き憶おく。

『オレ様を仲間にしたいって？　七等星のクセして、百億光年遠いんだよ』

　そう笑われた、二年前のトラウマが一いつ瞬しゆんにして蘇よみがえる。

「オレ様の輝きを、瞼まぶたの裏に焼きつけな！」

　防ぼう御ぎよ一いつ辺ぺん倒とうだった相手は、一転して攻せめに回る。強い踏ふみ込みとともに迫せまる剣先。

「ぐっ」

　俺は大きくのけぞってそれを避さけた。

　あまりに鋭するどい一いつ閃せん。攻撃は光の筋にしか見えなかった。かわせたのは、完全に奇き跡せきだ。

　マジかよ──ダウリナ。これ、洒落しやれになってないぞ。

　なにが代役だよ……。なにがスペシャルゲストだよ……。

　あいつ……、劇に本物を用意してきやがった──！

　光の剣帝、セラ・シュバッツブルク。

　史上最強の戦士と名高い男。

　ひとたび奴の剣が煌きらめけば、炎ほのおも、風も、闇やみさえも斬り裂さくという──

　そして──俺がこの世で一番憎ぞう悪おしている男！

「てめぇええええッ！　よくもッ！」

　よくも昔、俺の心に消えない傷をつけやがったなぁあああ！

　仲間ができないのも、半分以上はてめえのせいだ！

　だが、怒いかりに染まった俺の隙すきを、クソ野や郎ろうは見み逃のがさなかった。

　もちろん冷静だったとしても……、結果は変わらなかったろうけどな。

　ガンッ！
















　ふと気づいたとき──俺はすでに仰あお向むけに倒たおされていた。

　どうやら奴の細身剣に胸を突つかれ、吹ふっ飛ばされたらしかった。

　剣先は潰されている上、俺は衣装の鎧よろいを着こんでいた。

　にもかかわらず、突かれたと思われる胸の部分はズキズキと激しく痛む。

「くっそ、まだ決着はついてねえぞ……！」

　立ち上がろうとするも、痛みのせいで身体が動かない。

「残念だよ、シャドウ。これでオレ様とオマエの道は完全に分かたれた──衛兵、そいつを捕とらえろ！」

　やつが口にしたのは演劇の台詞だった。その声に合わせて、衛兵役の男ふたりが俺の腕うでを摑つかみ、舞ぶ台たいの下しも手てへと引っ張ろうとする。

「放せ！　この野郎、俺はお前を絶対に許さないぞ！」

　怪け我がしているところにふたりがかりでは、抵てい抗こうしてもむなしいだけだった。

　必死にセラにぶつけた罵ば声せいもまた、女性客の「キャ──！」という歓声で遮さえぎられる。

　束の間のアクションシーンは終わり、幕は再び下ろされた。

「放せって言ってるだろうが、くそ！」

　俺は舞台上かみ手てに引き揚あげたセラを追おうと、衛兵役に抵抗する。

「ちょっと、暴れないでください！　どうしたんですか一体！」

「まずい。役が乗り移ってる。現実と演劇の境目が分からなくなってるんだ」

「この人、役者じゃないんでしょう？　すごい才能ですね……」

「とりあえず、迷めい惑わくにならないところまで連れていくぞ！」

　衛兵役は自由にしたら危険と判断したらしく、俺は拘こう束そくされ楽屋まで連れてこられた。

「ふひぃー！　素晴らしかったですぅ、クラムさん！」

　だんだん落ち着いてきた俺を、興奮ぎみで出で迎むかえるダウリナ。

「殺た陣ても迫はく力りよくありましたし、なによりも後半、あんなアドリブができるなんて！　ライトに対するシャドウの憎にくしみが、すごく表現されてました！」

　いや、途と中ちゆうからはアドリブじゃなかったんだけどね。

「あ、クラムさんどこか怪我してます？　今、治してあげますからね」

　ダウリナは俺の鎧を脱ぬがすと、胸の青痣あざになっている部分に手を当てた。

　ぽうっと彼女の指から治ち癒ゆの光が現れ、少しずつ痣は元の肌はだ色いろに近づいていく。

「なんで……、あいつがここにいるんだよ」

「あいつって、誰だれのことですか？」

「本物の光の剣帝だよ！　セラ・シュバッツブルク！」

　俺は仮面を投げ捨て、叫さけんだ。

「え、クラムさん、顔見知りだったんですか？　ということは、もしかしてセラさんとは浅からぬ因いん縁ねんが？　仮面をつけ、お互たがいの正体に気付かぬまま傷つけあうふたり……？　それってなんてＢＬ!?」

「妄もう想そうに走らずにちゃんと話を聞いて！」

「──ダウリナ嬢じようからは依い頼らいを受けただけだゼ。オレ様にみあう報ほう酬しゆうを用意してくれるってことだったからな」

　よだれを垂らしてエヘエヘ言い始めたダウリナに代わって答えたのは──今まさに楽屋へと引き揚げてきた男だった。

　仮面を外したその顔を見み間ま違ちがうはずがない。二度と見たくないと思っていたけどな。

「誰かと思えば、オレ様を仲間に誘さそってきた身の程知らずか。どうりで剣筋に覚えがあるはずだゼ」

　二年前。新米冒ぼう険けん者だった俺は、同じくルーキーに見えた戦士のセラを仲間に誘った。

　そして言われたのだ。

「オレ様に一ひと太た刀ちでも浴びせることができたら、考えてやる」って。

　光の剣帝なんて呼ばれてないころから、こいつは高飛車だった。質たちの悪いことに、その性格にふさわしい剣の腕も持ち合わせていた。

　俺はセラと戦い──結果、踊おどらされるだけ踊らされ、野次馬の笑いものにされたんだ。

　剣なんて……、かすりもしなかった。

　こっちの気を知りもしないで、セラは意地悪に笑う。

「ずいぶんたつのに、大して成長してねェなァ。まさかとは思うけど、オマエ、まだ仲間とか探してるんじゃねェのか？」

「うるさい！　誰のせいで俺のコミュ障がここまで悪化したと思ってる！」

　酒場で冒険者に声をかけられなくなったのはあれからだ。

　二年たった今も、あの日の光景が頭にちらついて離はなれない。

　俺が《多重高速化マルチアクセラ》を身につけたのも、いつかこいつに一撃食らわせてやるためだ。

　あ。しまった、《多重高速化マルチアクセラ》を使えば良かったんだ！

　ダウリナに止められてたどうこうじゃなく、頭に血がのぼって完全に存在を忘れてた！

「だ、大体、お前だって仲間いないだろうが！」

　悔くやしさを紛まぎらわせるために、俺は叫んだ。

　そうだ、光の剣帝に仲間がいるなんて話、聞いたことないぞ！

　絶対、性格が悪いからだろ！

「オレ様は仲間ができないんじゃねェ。仲間をつくらないだけ。オマエとオレ様とじゃ、スタンスが全然違ちげェんだよ。……そんなことより、約束の品を受け取りてェんだが」

　セラは俺から目を逸そらし、ダウリナにそう告げる。

「ああ、そういえばそうでしたー」

　俺の痣を治癒すると、ダウリナは腰こしの小こ袋ぶくろから細かな紋もん様ようの入った腕輪を取り出した。

「なんだ、それ」

　その腕輪は特に高価そうにも見えなかった。

　金や宝石が使われているわけでもなし、アンティークのような古さも感じない。

「私が作った呪のろいのアイテムですよ」

「呪いの？」

　俺が問い返すと、セラがハッと鼻で笑った。

「知らねェのか？　そこのダウリナ嬢はただの演出家じゃねえ。呪いのアイテムを作らせたら第一級なんだゼ？」

「へえ……」

　セラの言い方はいちいちムカつくが、それは初耳だった。

　死体使いネクロマンサーくらいしか能がないのかと思っていたけど、腐くさっても司祭だな。

「《狂戦士の腕輪バーサクバングル》。ご注文通り、怪我をすると自動で《治癒ヒール》がかかる腕輪です」

「なんだそりゃ。呪いのアイテムってわりには便利すぎじゃないか？」

「ただし、一度つければ死ぬまで外れませんけど」

「一気に呪いのアイテムっぽさが増した!?」

「あと、疲つかれたときも自動的に回復してしまうので、眠ねむれなくなるかもしれません。セラさんがご自身で装着するおつもりなら、覚かく悟ごした方がいいですよー」

　あ、それ俺は無理だ。睡すい眠みん欲よくは人間の三大欲よつ求きゆうのひとつ。

　ベッドに潜もぐってからなかなか寝ねつけないの、結構苦痛だもんな。

「上等。眠らなくて済むのなら、その時間もダンジョン攻こう略りやくに充あてられるってわけだ」

　ところが、そのマイナス要素すらセラにとっては魅み力りよく的てきらしい。

「そんなものつけなくたって、僧そう侶りよを仲間にすればいいだろ」

　曲がりなりにも光の剣帝。リオレス最強の戦士と言われている男。

　腹立つがこいつを仲間にしたいやつなんてごまんといる。それこそ影かげの剣けん王おうの仲間になりたいミーチカみたいに。

　認めたくないけど、黙だまってりゃ超ちよう絶ぜつイケメンだしな。中性的な顔立ちで、凜りんとしてて。

　仮に俺みたいに口くち下べ手たでも、酒場に行けばみんなほっとかないだろ。

　そんな恵めぐまれた状じよう況きようにありながら、呪いの腕輪に頼たよる意味がわからない。

「へっ、オレ様についてこられる仲間なんざ、いるわきゃねーだろ」

　なのにセラは、こんな憎まれ口を叩たたいてばかり。

「ついてこられるとか、こられないとかじゃない！　仲間はお互いを支えあって──」

「カッコわりィ、お花畑な発想だな」

　多少なりとも心配してやったのに、セラはそんな俺に軽けい蔑べつの目を向けてきやがった。

「オマエ、やっぱ冒険者に向いてねェよ」

　それは二年前、やつに惨ざん敗ぱいしたときにも言われたことだ。

「支えあう？　戦いの場で、そんな悠ゆう長ちようなことできっこねェよ」

「どうしてそう言い切れるんだよ……」

　お前だって、どうせパーティを組んだことないんだろ？

　セラは俺の忠告を無視して《狂戦士の腕輪バーサクバングル》を装着すると見せびらかすように掲かかげる。

「オレ様は、ひとりで魔ま王おうを倒す。オレ様の美学に口を出してェなら、この身体からだに一太刀でも浴びせられるようになってからにしな」

「……そうかよ。なら勝手にしろ」

「言われなくとも。オレ様は何者にも縛しばられない。これまでも、そしてこれからもな」

　セラは衣装のマントを翻ひるがえすと、高らかに笑い、楽屋を出ていった。

　まだ舞台では演劇が続いてるってのに、やかましくてはた迷惑なやつだ。本当に自分のことしか考えてない。

「ほんとよくあんなのに依頼したな。ムカつかないのか、あいつに」

　俺は妙みようにだんまりしたままのダウリナに顔を向けたんだが──

「リアル喧けん嘩かップルキタコレ……。ライシャド、ふへ、これが私の見たかったライシャドやでぇ……」

　彼女はまた自分の世界に入り込み、人様には見せられない弛し緩かんした表情になっていた。

　めんどくさいから、さっさと現実に戻もどってきてください……。




「さっきの、どう見てもクラムンだったよね」

　仮面舞ぶ踏とう会のシーンが終わったあと、ルージェは隣となりにいたミーチカに語りかけた。

　ダウリナに連れられていったところを見ると、なるほど、どうやらこの演劇には彼女が一枚嚙かんでいるらしい。

　それにしても影の剣王役として本人を出すとは、なかなか面白い趣しゆ向こうだ。結局、最後まで本当の実力は出さなかったようだが。

　それに思わぬ収しゆう穫かくもあった。ライト役──光の剣帝を演じていた男。華きや奢しやな体たい軀くとは裏腹に、彼の剣技は紛まぎれもなく超ちよう一いち流りゆうだった。

（ふふっ。ライト役の子、イケメンっぽかったし、今度ちょっかいかけてみよっかな☆）

　まさかあっちも本物の《光の剣帝》なんてことはないと思うが。

「あれ？　どうしたの、チカちゃん」

　気づくと、なぜかミーチカが神しん妙みような面持ちで俯うつむいている。演技とはいえ、影の剣王が負けて不ふ機き嫌げんなのか。それとも倒たおされたクラムの怪け我がを心配しているのか。

　ミーチカはおもむろにイヤーマフを少し持ち上げると、怪け訝げんに呟つぶやいた。

「炎ほのおの精せい霊れいが、ざわめいてる……」

　耳を澄すましてみるが、ルージェには役者の台詞せりふや舞ぶ台たいの音楽以外は聞こえない。

「さっすがエルフ。精霊の声なんか聞こえるんだぁ」

　なんの気なしにそう言うと、ミーチカは盛大に驚おどろいた。

「なっ、なんであたしがエルフだってわかったの!?」

「あ」

　まずい。エルフだと知っているのは、危険人物リストを見ていたからだった。

「い、いやいや、今イヤーマフの隙すき間まからちらっと見えたからね」

「な、なんだ……。あ！　内ない緒しよだからね、あたしがエルフだってこと！」

　本当は全然見えてなんかいなかったが、上う手まくごまかせたらしい。

（チカちゃんがバカで助かった……）

　何十年もリオンとしか話していなかったせいか、ボロが出やすくなっている。

　気を付けなければ──

　そんなことを考えていると、ミーチカが席を立ち上がり、劇場の外へと歩き出した。

　ルージェもつられて立ち上がる。ミーチカが心配なのではなく、単純に面白そうなことが起こりそうな匂においを察知して。他の観客たちからウザがられても、全然気にならない。

「チカちゃん？　まだ演劇終わってないよ」

「剣王さまが負けるお話とか、観る価値ないし」

「なにそれ。舞台にいたのは剣王さまぢゃなくてクラムンでしょ」

「……ネクラさんでも、負けるのは嫌いやなの！」

　その想いは、剣王に対してのものなのか、クラムに対してのものなのか。

「複雑なお年とし頃ごろなのねー」

　ルージェにとっては、どちらでも同じなのだが。

「あのね、あたしはあなたの何倍も年上なんだからね！」

　明るいロビーに出ると、ミーチカは再びイヤーマフを持ち上げ──いちいち動かすのが面めん倒どうになったのか、今度は首まで下ろした。

　尖とがった耳をピクピク動かすと、すぐさまロビーのベンチへと向かう。

　彼女の行く先には、黒いフード付きマントを頭まですっぽりと被かぶった男が、背を向けて座っていた。

「……？」

　ルージェは不ふ審しんに思う。次回の客かと考えたが、今日の公演は、今やっている一回きりで終わりのはずだ。

　とすると……、誰だれか他の客が出てくるのでも待っているのか？

　男は貧びん乏ぼうゆすりをして、ブツブツと独り言を呟き、見るからに落ち着かない様子だ。

「あなた──」

　ミーチカが声をかけると、フードの男は驚いて振ふり返る。

　マントに隠かくされていた彼の手が、一いつ瞬しゆんだけ見えた。

　そこに握にぎられていたのは、魔法札が大量に貼はり付けられた球体。

「爆裂玉エクスフイア!?」

　驚いて思わず叫さけんでしまう。

　世の中には、才能を持たない者でも魔法の恩おん恵けいにあずかれるアイテムがある。

　爆裂玉エクスフイアもそのひとつ。火薬を詰つめた球体に、魔力のこもった火か炎えん札を貼ったものだ。

　投げつければ着ちやく弾だんしたポイントで爆ばく発はつし、敵にダメージを与あたえる。

　珍めずらしいアイテムではない。冒ぼう険けん者ならば金さえ払はらえば誰でも手に入れられるもの。

　不快なことに、ルージェ自身もダンジョンに踏ふみ込んできた冒険者から、幾いく度どとなくぶつけられてきた。

　けれど男が手にしているものは、通常購こう入にゆうできる、蜜み柑かんほどのサイズではない。

　なんと、人間の頭部にも匹ひつ敵てきする。

　爆裂玉エクスフイアは大きさが倍になれば、爆発規模は十倍になると言う。

　もし男の持つ球が爆発したならば、ロビーはおろか、劇場全てが吹ふき飛びかねない。

「うう…………わああああ！」

　動転したのか、男は爆裂玉エクスフイアを振りかぶり、ミーチカに向かって投げようとした！

「わっ、バカ！」

　ルージェはとっさに腰に提げた鞭むちを摑つかむと、スバッと振り抜ぬいた。その先せん端たんは狙ねらい違たがわず、男の手首に絡からみついて拘こう束そくする。

　だが、一瞬遅おそかった。鞭は投げる向きを逸らしたものの、投げること自体を止めるには至らなかったのだ。

　爆裂玉エクスフイアは手を離はなれ、強い勢いで天てん井じように向かって飛んでいく。

（あ、やば……）

　ルージェは、劇場内にいる人々の全ぜん滅めつを予期した。魔王の娘むすめである自分ならともかく、爆裂玉エクスフイアが弾はじければ、脆もろい人間やエルフは助からないだろう。

（もったいなっ！）

　爆裂玉エクスフイアが天井に着弾し、ロビーにまばゆい光が降り注ぐ。

（ここにはもう少し遊べそうな子たちがたくさんいたのに……！）

　あっけない幕切れを残念に思いながらも、ルージェはぐっと目を閉じた。

　周囲が閃せん光こうに包まれたのは、ほんのわずかなあいだであった。

（……………………？　やけに静かね）

　光のあとにやってきたのは、爆風でも、爆音でもなく──静せい寂じやく。

　うっすら目を開けると、そこにはなにもかもそのままの風景が残っていた。

「え、なんで……？」

「ふぬぬぬぬ……！」

　いや──なにもかもというわけでもなかった。

　目の前のミーチカが、一分くらい呼吸を我が慢まんし続けているかのような、真っ赤な顔をしてワンドを握っている。

　へたりこんだ男、ミーチカ、ルージェのあいだに、赤黒い奇き妙みような球体が、フワフワと宙を漂ただようようにして落ちてくる。

　先ほどの爆裂玉エクスフイアの直径を五倍ほどに膨ふくらませた、大人ひとりくらいなら収納できそうなほどの大きさだ。

　よく見れば──その球体の中は、うねるように絶え間なく色を変化させていた。

　それは炎と煙けむりを包み込んだ、空気の塊かたまりだった。

　爆裂玉エクスフイアの爆発力、破は壊かい力が、この球のなかに凝ぎよう縮しゆくされているのである。

（爆風を、魔力だけで無理やり抑おさえ込んだの……？）

　誰の仕し業わざかは明白だった。

　今、うんうんと唸うなっているミーチカをおいて他にいない。

（さすが、エルフの巫み女こ候補だっただけのことはある……！）

　ただのバカでワガママな少女、というわけではないらしい。

「なにぼーっとしてるの、ビッチ！」

「ビッチいうな！」

　ミーチカは爆発を抑えるのがやっとで、しかもそれは時間稼かせぎでしかない。

　この球体をどこかへ追いやるのは、ルージェの役目だ。

　放心状態の男から鞭をほどくと、今度は先せん端たんで爆風を押し込めた空気の塊を搦からめとる。

「んりゃあ！」

　ルージェは鞭を出口の方向へと振るった。

　岸がん壁ぺきに建つ劇場の外に広がるのは、爆発を抑え込むのに最適な大量の水──海だ。

　爆炎の塊は鞭から離れてまっすぐ飛び、海上までたどり着くと、ぼちゃんと沈しずんだ。

「はあっ」

　ミーチカが大きく息を吸い込み、床ゆかにへたりこむと同時。

　バアーン！　という盛大な爆音とともに、海と天を繫つなぐのではないかと思えるほどの、猛もう烈れつな水しぶきが起こった。

　どうやら塊は、無事に水中で爆発したらしい。

「つ、つかれた……。あたし、さっき人生で一番集中したかも……」

　肩かたで息をするミーチカ。

　無理もない。彼女が爆発を抑え込まなければ、今ごろここは地じ獄ごくと化していたのだ。

　魔ま力りよくはもちろん、それ以上の気力を消しよう耗もうしたに違ちがいない。

「さて、どういうことか聞かせてもらえる？」

　あやうく楽しみを奪うばわれるところだったルージェは苛いら立だちを抑えきれず、フードの男に詰め寄った。

「う、うう」

「どこかのネクラぢゃないんだから、黙だまってちゃなにもわからないんだけどお？」

　ルージェは怒いかりにまかせて強引にフードをはがす。

「……！　ちょっと、あなたって……」

　そこにあったのは、彼女たちが想像すらしていなかった顔だった。




　ロビースタッフに連れられて楽屋にミーチカたちがやってきたのは、演劇が終わってすぐのことだった。

「あれ、どうしてミーちゃんたちがここにいるんです？」

「え、えーっとねぇ……」

　その問いを気まずそうに受けたミーチカの顔に、俺はすぐさまピンと来た。

「ま、まさかお前、俺たちのことをつけてきたんじゃないだろうな」

「なわけないでしょ！」

「噓うそつけ！　じゃあなんでここにいるんだよ！」

「そ、それは──そう！　このビッチが演劇を観たいっていうから仕方なく付き合ったっていうか」

　いやいや、それは無理あるだろ。お前らこのあいだめちゃくちゃ相性悪かったくせに。

　ところが──

「ルージェさん、あなたもこの道に入られたんですね!?　そういえば以前お会いしたときも興味がおありだったようでしたし！　歓かん迎げいします！」

　あからさまに噓っぽい話なのにダウリナは真に受け、目を輝かがやかせている。

「い、いやぁ、興味っていうか、ねぇ……。あっ、そんなことより、こいつよこいつ」

　ダウリナの熱量に圧あつ倒とうされながらも、ルージェは鞭で手を縛しばった男を前に突つき出す。

「この子がさ、特大の爆裂玉エクスフイアを使って劇場を爆破しようとしてたの！　アタシが間かん一いつ髪ぱつのトコで止めたから良かったけどねっ。ねえ、お手て柄がらぢゃない、これ」

「あっ！　なに手柄を横取りしてるの!?　爆発を止めたのはあたしでしょ!?」

「そうそう、チカちゃんも頑がん張ばってたんだー」

「むむーっ！　なにその上から目線で手柄譲ゆずってやってる感！　そんな風にされたらあたしが噓ついてるみたいでしょ!?　本当に爆発を止めたのは、とことん気高いエルフのあたしなんだもん！」

「こんなので怒おこるなんて、チカちゃん心せまーいっ☆　気高いの逆で、気低いよねっ」

「なんですってぇー！」

　目線のあいだでバチバチと火花を散らすふたり。

　相変わらず仲が悪いな。ていうか、マジでお前らなんで一いつ緒しよにいるの？

　ふたりがもめているあいだに、ダウリナは男に近づき、被ったフードをはがす。

「……レナードさん？」

　その顔を見て、彼女はきょとんとした。

　その理由は俺にも分かった。

　なぜならそいつは、劇場のポスターで見た、シャドウ役の青年だったからだ。

「どうして……心配してたんですよ？　連れん絡らくがつかなくなって」

「……」

　ダウリナに優しく話しかけられても、青年は目を伏ふせ黙り込んだままだ。

「お兄さんは、一緒ではないんですか？」

　黒くろ髪かみの彼は、レナード兄弟の弟の方らしい。

　てことは、ポスターに描かかれてたもうひとり、ライト役だった金きん髪ぱつが兄貴か。

「お前、劇場に来てるなら出演してくれよ……」

　俺は憎にくまれ口を叩たたかずにはいられなかった。双ふた子ごの主役がいなくなったからこそ、俺やセラが出演しなきゃいけなくなったわけで。

「いや、そんなの問題じゃないでしょ。この人は劇場を爆破しようとしてたんだよ？　もう大変だったんだから！」

　ミーチカが興奮ぎみに言う。

「……どうして、そんなことをしようとしたんですか？　レナードさんは、演劇を誰だれよりも愛しているのに。……誰かに、恨うらみでもあったんですか？」

　ダウリナの問いかけに、やはり答えようとしないレナード弟。

「あんな大きさの爆裂玉エクスフイア、個人ぢゃ手に入らないよね」

　壁かべに身体からだを預けながら、ぶっきらぼうに言い放ったのはルージェだ。

「最近この街を騒さわがしくしてる《潮の翼つばさ》団にでも、脅おどされたんぢゃないのぉ？」

「ど、どうしてそれを……！」

　お、ようやくレナード弟に反応があった。ルージェは意地悪そうにフフンと笑う。

「アタシぃ、悪い奴やつらには鼻が利くのよね」

「自分も同類だもんね」

「チカちゃんは黙ってる！　で、連中ってさあ、裏では海かい賊ぞくでしょ、あれ」

「海賊？　あいつらは船を守る傭よう兵へいだって聞いたぞ。その海賊から」

「クラムンは相変わらずお人ひと好よしだね。そんなのさあ、自作自演に決まってるぢゃん」

「自作自演……？」

「自分たちで海賊もやってるってこと。そうすれば傭兵としてありがたがられるし、敵が身内なら安全にお仕事できるでしょ？」

「な、なるほど」

　そりゃ、あくどいやり方だな。でも、今日街を歩いていたやつらならやりかねないかも。

「でも、なんでそれが劇場の爆ばく破はに繫がるんだ？」

「……《潮の翼》団の連中にとって、ヘウレーカ教が主しゆ催さいする公演は邪魔なんですよ」

　そう呟つぶやいたのはレナード弟だ。

「どういうことだよ。演劇なんて、やつらの仕事にはなんの影えい響きようもないだろ？」

「前回の《ジャキョート！》公演のとき、やつらの自作自演があやうくバレそうになったらしいんです。船で同じ公演を何度も観に来ていた常連さんがいて、その人が二度も海賊に襲おそわれたらしいんですよ……」

「え、なんでそれでバレそうになるんだ？　あいつらだってバレないように、海賊を演じるときは覆ふく面めんなりをつけてるだろ？」

　それこそ、さっき舞ぶ台たいに上がったときの俺みたいに。顔の印象なんて半分も隠かくれればがらっと変わるし、全部隠していたならそれこそわかるはずがない。

「もちろんやつらは変装しています。でも、ヘウレーカ教の公演を観に来る常連さんは、ある特とく殊しゆ能力をお持ちの方が多いので……」

「──声、ですね」

　ダウリナがレナード弟の話を受けて、そう言った。

「そうです。何度もヘウレーカ教の公演に来るような人は、ドラマ盤ばんやボイス集でとても耳が発達してるんです。だから海賊に二度出くわせば、前回の傭兵が今回の海賊──つまり、同一人物がローテーションしているだけだと気づいてしまう」

　そういえばダウリナも言ってたっけ。仮面をつけていても、常連さんなら声でキャスト変へん更こうに気づく、と。

「それで、やつらは僕ら兄弟をさらったんです。主役ふたりがいなくなれば、公演は中止になり、自作自演に気づく人も海を渡わたってこないだろうと……」

「ところが予想に反して初回公演は行われた」

　ルージェがレナード弟の言葉を遮さえぎるように言った。

「それであなたに爆裂玉エクスフイアを持たせて、劇場を爆破しようとしたの？　お兄さんを人質にとられたら、弟としては逆らえないもんね。あはっ、超ちよう自分勝手☆」

「僕は誰も傷つかない、ただの閃せん光こう玉だって聞かされてたんです……！　それで騒ぎが起きれば公演が中止になるだろうと……。まさか、爆裂玉エクスフイアだったなんて……！」

　あー。魔法アイテムの効果なんて、素人しろうとじゃ判別つかないか。観客を危険にさらしたといっても、こいつは完全に被ひ害がい者しやだよな。脅された上に騙だまされてたわけだし……。

「どうする。巡じゆん回かい騎き士し団に言えば、動いてもらえる材料は揃そろってると思うが」

　俺はこの公演の責任者であるダウリナに問う。

《潮の翼》団を放ってはおけないだろう。悪人には、しかるべき裁きが必要だ。

「もちろん、巡回騎士団にはお伝えします。けれど……、《潮の翼》団をすぐに捕つかまえるのは難しいかもしれません。爆裂玉エクスフイアをレナードさんに使わせるあたり、保身には気を配っているようですし……」

　ダウリナは、ふうと息を吐はいた。

「明日以降の《シャドウ＆ライト》公演は中止にするしかありませんね」

　レナード弟の話を聞いているあいだに、彼女の心は固まっていたようだ。

「《潮の翼》団にもそう伝えてください。そうすればお兄さんも解放されるはずです」

「司祭様。申し訳、ございません……」

　レナード弟は膝ひざをつき、呻うめくように泣き出した。

「いいのかよ、それで」

　ダウリナがあっさり決断したことに、俺は驚おどろかずにはいられなかった。

「脚きやく本ほんも演出も、全部パアになるんだろ？」

「そうだよ。それこそ海賊たちの思うつぼだよ！」

　ミーチカもその理り不ふ尽じんに憤ふん慨がいしてみせる。

「いいんです。この演劇は、人を幸せにするためにつくったものです。この公演をきっかけにひとりでも不幸になる人が出るのなら、それこそ意味がありませんから」

　脚本、演出の両方を手がけた苦労は、並なみ大たい抵ていのものじゃなかったはずだ。

　みんなに喜んでもらえる、それだけを支えに頑張ってきたことは容易に想像がつく。

　なのに、その無念さをダウリナは全く表情に出さない。

　ほんと……、趣しゆ味みは腐くさってるくせに、心は聖母かよ。

「でも、さすがに今日は飲みたい気分ですね。みなさん、巡回騎士さんへのお話が終わったら、一いつ杯ぱい付き合ってくださいますか？」

　ダウリナはそう言って、にっこり笑った。




　その夜は盛り上がった。俺、ミーチカ、ルージェで飲んでいると、途と中ちゆうでダウリナとレナード弟、それに解放されたレナード兄も合流し、おいしい魚ぎよ介かい料理を食いつくした。

　アクアフロートの酒場も悪くないな。今日出かける前に想像してた、お洒落しやれで雰ふん囲い気きの良いディナーとは違ちがってたけど、いつも以上に賑にぎやかで、新しん鮮せんな飲み会だった。

　レナード兄弟は反省しきりだったけど、酒を飲み始めたら普ふ段だんの明るさを取り戻もどした感じだったな。ネクラな俺にも積極的に話しかけてくれてさ。

　あーあ、ふたりが冒ぼう険けん者なら仲間に誘さそうのにな……。なんで俳優なんだよ。

　巡回騎士団から帰ってきたダウリナの話だと、やっぱり現時点で《潮の翼》団を捕まえるのは難しいみたいだ。

　どうやら《潮の翼》団はリオレス王国の上層部ともコネクションがあるみたいで、確固たる証しよう拠こを摑つかまなきゃ動いてもらえないらしい。

　レナード兄が人質から解放されたのも、やつらが俺たちをなめてる証拠だよな。

「どうせお前らに俺たちは捕まえられない」って思ってるんだろうし。

　みんな楽しげだったけど、やっぱむしゃくしゃしてたのか、飲むペースは速かった。

　そのせいか日をまたぐころには全員酔よいつぶれ、テーブルに突っ伏ぷしてしまっていた。

　この店は朝まで開いているから、このまま放置しといても大だい丈じよう夫ぶだろう。

　俺はこっそり立ち上がると《憩いこいの船着き》亭を出る。

「クラムさん……？」

「わっ」

　後ろから声をかけられ、俺はびっくりした。

　振ふり返ると、ダウリナが酒場の外に出ていた。

「なんだ、気づいてたのか？」

「ええ。だってクラムさんだけ、いつもよりお酒の進むペース遅おそかったですからね」

　くすりとダウリナが笑う。

　飲む量だけはどうしても増やせなかったんだよ。《多重高速化マルチアクセラ》は一気に酔いが回ることが弱点。他のやつと同じように飲んでたら、とても使いもんにならないからな。

「まさか……行くおつもりですか？」

「まあ……、やつらのアジトから証拠を摑んでくるくらい、俺ならわけないからな」

「どうして、そこまでしてくれるんです？」

　ダウリナは訊たずねてくる。忍しのび込むだけとはいえ、そこは悪党たちの住すみ処か。

　見つかれば殺される可能性が高い命がけの行こう為いだ。

　仲間でもないダウリナのためにそんな賭かけに臨むのは、確かにナンセンスかもな。

「──嫌きらいじゃなかったから、かな」

　だから、俺が言えるとすれば、そんな答えしかなかった。

「え？」

　余計に怪け訝げんな顔になるダウリナ。

「《シャドウ＆ライト》だよ。最後の方は楽屋にいて観られなかったけど、これでも俺、オチはどうなったのか気になってるんだぜ？」

　絶対、シャドウがライトをボコボコにして、改心させたって信じてるけどな。

「それなら、私も一いつ緒しよに──」

「お前はお前のやるべきことをしろ。俺は俺にしかできないことをする」

　ちょっとカッコつけすぎかもしれないが、俺はシャドウの台詞せりふを借りた。

　劇団員を人質にされて、その仕返しを演出家がやったなんてことになったら、それこそ劇をおじゃんにされかねない。

「でもクラムさんだって、下へ手たしたら巡回騎士さんに捕まるかもしれません……」

「バカだな。バレなきゃいいんだよ、バレなきゃ」

　俺にはひとつ、狙ねらいがあった。

「いざとなれば、《影かげの剣けん王おう》に手て柄がらを譲ゆずっちゃえばいいのさ。ほら、俺って背せ丈たけや格好が剣王の噂うわさとほとんど同じだからな」

　我ながらいいアイデア。影の剣王はめちゃくちゃボランティア精神に溢あふれるやつで知られてるから、正義を行う分には誰も疑わないだろう。

「……ぷっ。あははははは！」

　だが、それを聞いたダウリナは涙なみだを流さんばかりに笑い始めた。

「……なにか俺、おかしなこと言ったか？」

「いいえ、なんにも」

　彼女はそう言って涙を拭ぬぐう。泣くほど面白かったのかよ。

　ダウリナのツボ、よくわかんねー……。

「そういえば、クラムさんには、まだ演劇に出てもらったお礼をしていませんでしたね」

「お手製の呪のろいのアイテムならいらないぞ！」

《狂戦士の腕輪バーサクバングル》みたいなもん、俺はつける気ないからな！

「いいえ、クラムさんにあげるのは、呪いじゃなくて、祝福です」

「祝福？」

　意味がよくわからないでいると、ダウリナは俺の頰ほおに顔を寄せた。
















　内ない緒しよ話ばなしでもするのかと思ったら、そのまま柔やわらかいものが、耳の近くに触ふれた。

　え──なに今の。髪かみが当たったわけじゃないよね？

　ダウリナは俺と目を合わせ、にっこりと微笑ほほえむ。

「クラムさんが無事に帰ってこられますように」

「まっ、ままま、まかせとけ！」

　俺はなんとかそう返すと、夜の街を駆かけ出した。

　走りながら、熱くなっている自分の頰を触さわってみる。

　それはどんな強化魔法バフの重ねがけより、効果ありありの祝福だった。




「おい、聞いたかよ」

　翌日の酒場は、とある噂で持ちきりになっていた。

「ああ、聞いた聞いた。このアクアフロートに《影の剣王》が出たんだって？」

　クラムたちが昨夜飲んでいた《憩いの船着き》亭もまた同様だった。テーブルを囲んだ男たちは、酒を酌くみ交わしながら熱っぽく語る。

「ただ出ただけじゃねーぜ。最近幅はばを利かせてた《潮の翼つばさ》団ってあったろ」

「ああ。いけすかない奴やつらだよな。あいつらに喧けん嘩か売られたことは一度や二度じゃねぇ。でも……、今日はなんか目にしなかったな。街も静かだったぜ」

「それがやつら、影の剣王に一夜で壊かい滅めつさせられたんだと」

「壊滅……ってどういうことだよ」

「いやな、昨日は深夜まで《潮の翼》団の全団員を集めた大集会が開かれてたらしいんだがよ、その最中にアジトに侵しん入にゆう者があったんだな」

「当然、そんなやつリンチにされても文句言えねえ。けどその侵入者は、向かってきた全団員を逆にボコボコにのしちまった」

「しかもその騒そう動どうで《潮の翼》団がしてた悪事がぜーんぶ明るみに出て、やつらは全員、巡回騎士団にしょっぴかれたらしい」

「悪事って？」

「あいつら海かい賊ぞく旗を持ってやがったんだ。過去に海賊に奪うばわれた財宝も見つかったって」

「マジかよ。くそっ、自分らで海賊と傭よう兵へいを両方やってたのか」

「剣王はその悪事を全部見み抜ぬいてたってことか？」

「わざわざ集会の日を狙ったのも、団員たちをひとり残らずこらしめるためだろうな」

「《潮の翼》団を倒たおしたあと、剣王はこう言ったんだって。『思ってたのと違う』って」

「歯ごたえがなかったって？　そんな多勢に無勢をやっといて。すげえな……」

「で、肝かん心じんの、俺たちの英えい雄ゆうはどんなやつだ？　巡回騎士どもは剣王を見たのか？」

「それがよ、巡回騎士団がつくころには忽こつ然ぜんと姿を消してたとか。でも黒っぽい服装で、若い男だったらしいぞ」

「なんだそれ。今までの情報と大して変わんねえー！」

「そんだけ素早いってことだろ。じゃなきゃ、傭兵団をひとりで潰つぶすなんて不可能だ」

「だよなー。いやー、やっぱ《影の剣王》が、冒険者最強か？」

「間違いないな。あー、剣王の仲間になりてえ……」

「お前の腕うでじゃ無理だろ。それに、剣王は仲間をつくらねえ」

「剣王なら、ひとりでだって上位級の魔ま族ぞくと張り合えるだろうしなー……」

　すると、そばで静かに飲んでいたひとりの冒険者が立ち上がり、男たちに訊ねる。

「そんなに強つえェのか？　影の剣王ってヤツは」

「ああ？　なんだいきなり。今の話聞いてなかったのかよ。圧あつ倒とう的てきだよ、圧倒的！」

　背後から近づいてきた冒険者には目もくれず、男たちは酒を飲み続ける。

「ヘェ。まさかとは思うけどよ、オレ様より強い可能性もあンのか？」

　怪訝に思い、男のひとりが顔を上げた。そして、口をあんぐりと開けて硬こう直ちよくする。

　だがその正体に気づいたのはその男だけ。別の男は背を向けたままぞんざいに答える。

「当たり前だろ。剣王だぞ剣王。全ての剣士の王様だから剣王なんだよ」

「バカッ！　こいつは──」

　仲間が声を大きくしたことに驚おどろき、全員が近づいてきた冒険者を見た。

　そこにいたのは、白く輝かがやく鎧よろいを身にまとった、金きん髪ぱつの美青年だった。

「ひ、光の剣帝」

「セラ・シュバッツブルク……！」

　男たちが驚いて半立ちになった拍ひよう子しにテーブルが揺ゆれ、置かれていたリンゴが転がって端はしから落ちる。

　だがセラは、リンゴが床ゆかにつく寸前、目にも留まらぬ速さで細身剣を抜ぬいた。

「……？」

　次の瞬しゆん間かん、落ちたはずのリンゴは元の位置に戻もどっていた──だけではない。

「そのまんまじゃ、食べにくいだろ。切り分けといてやったゼ」

　一いつ拍ぱくおいて、その果肉はパックリと綺き麗れいに八等分となる。その芸当に、自分も同様に切り分けられるのではと思って、ひいい、と男たちは悲鳴を上げた。

「最強ってのァ、オレ様のためにある言葉だと思ってたんだがなァ……」

「も、もちろんですぜ、ダンナ！」

「最強は光の剣帝！　皇こう帝ていは王より強し！　これは間違いありやせん！」

「……それは、手合わせしてみねェとなんとも言えねェな」

「へっ？」

　自信家の剣帝の口から漏もれたのは、男たちにとっては意外な言葉であった。

　セラは自ら切り分けたリンゴに食らいつき、じゃりじゃりと嚙かみ砕くだきながら笑う。

「昨日のつまらねェ決けつ闘とうのせいで、オレ様はフラストレーションが溜たまってんだ。オマエらも、光と影、どちらの剣が最強か、興味があるだろ？」

「ま、まさか」

「夢のドリームマッチが実現!?」

　男たちは興奮し、言葉の意味が重複していることにも気づかない。

「そう、決闘だ！　いっちょハッキリさせてやろうじゃねェか。最強の称しよう号ごうは、オレ様のためにこそあるってな！」

　酒飲みたちの歓かん声せいのなか、セラは自らの剣を高々と掲かかげ、そう宣言した。

　すでに昨日、影の剣王本人と対たい峙じしていたとは露つゆ知しらずに──
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　いつも通り、俺は二軒けん目めに《旅の道連れ》亭へとやってきた。

「あらあ、クラム。いらっしゃい。今日はひとりなの？」

　店に入るなり声をかけてきたのはオカマ言葉を喋しやべるオヤっさんだ。

「今日は……って、俺はいつもひとりだけど」

　そう返すと、オヤっさんはしまったという表情になる。

「やだ、そうだったわ。ごめんなさいね。最近いつもミーチカちゃんたちが先に来てるから、クラムがぼっちなのすっかり忘れてたわ」

「……別に改めて認識してもらわなくてもいい」

　しかし、そんな風に思われてるってことは、少しは前進してるのか、俺。

　相変わらず仲間ができそうな気配はこれっぽっちもないけどさ。

　店内を見回すと、珍めずらしく今日はミーチカもダウリナも先に来ていない。

　ま、約束してるわけじゃないしな。オヤっさんからはカウンター席を勧すすめられたが、俺は座るより先に、奥にある掲けい示じ板ばんをチェックすることにした。

　酒場のクエストボードは、冒ぼう険けん者にとっては情報の宝庫だ。スマホンが発明されてからはネット上の掲示板もあるけれど、酒場の方が貼はり出されるタイミングは早いからな。

　一番の目当ては冒険者への依い頼らいや、ダンジョンの発見情報だ。

　依頼は見つけるのが遅おそければ他の冒険者に先を越こされるし、新たなダンジョンだって早く行かなきゃ宝箱は空。何事もスピードが求められるわけだ。

「大した情報はなし、か」

　残念ながら今日は薬草集め、巡じゆん回かい騎き士しの手伝いといった、ぱっとしないものばかり。

『光の剣帝、影の剣王に決闘を申し込む』なんて古い掲示もまだ残っていた。

　これも一週間前は盛り上がってたんだけどな。ミーチカは「剣王さまに会えるかも！」なんて、人混みも気にせず闘技場に見に行ってたし。

　決闘に、肝心の影の剣王は現れなかったけどな。

　それでも剣王は、臆おく病びよう者と罵ののしられるどころか、さらに株を上げた。

『剣王はさ、誰だれが最強かなんて興味ないんだよ』

『どこまでも正義を貫つらぬく影のヒーロー』

　そんな感じで。

　いいよな、影かげの剣けん王おうは。やつなら、黙だまっててもクールだとか言われるんだろうな。俺が喋らないとネクラとしか思われないのに。

「……ん？」

　そこで俺は、見慣れない貼り紙に気づく。

「オヤっさん、この貼り紙について訊きいてもいいか？」

　そこには『仲間が欲しい方必見、あなたの実力を見せる時がきた！』と書かれている。

「さすがクラム。仲間とつくキャッチコピーには目ざとく反応するわね」

　貼り紙を指さしながら声をかけると、オヤっさんはやっぱりねと言いたげに笑う。

「それはね、ダンジョンコンパ開かい催さいのお知らせよ」

　ダンジョン……、コンパ、だと……！

「そ、それってつまり、ダンジョンを冒険しながら、自分に合う仲間を探すとかそういうイベント？」

　仲間づくり相談所のおばちゃん、そんなのあるなんて教えてくれなかったぞ。

「そうそう。ダンジョンコンパなんて名めい称しようだけど、会場はもう魔族が倒されたあとのダンジョンよ。モンスターは出るみたいだけど、危険度は低いから、駆かけ出しの冒険者とか、クラムみたいなハンパ冒険者でも安心して参加できるってわけ」

「ハンパ冒険者……」

　そんな風に思われてるのな、俺って。

　まあ、二年も冒険者してたら、もう初心者ヅラも出来ませんがね……。

「しかし、街コンなら聞いたことがあるんだが、ダンジョンコンパか。さしずめ──」

「ダンコンってわけだね」

　下の方から声が聞こえたので、貼り紙から視線を落とす。

　と、そこにはイヤーマフをつけた背の低い少女がいた。

「ミーチカ、来てたのか」

「ん。さっきね。これ、ネクラさんは参加するの？」

　問われて、俺はしばし妄もう想そうする。

　これ、参加したらどうなるだろう。

　モンスターが出るなら、口くち下べ手たな俺でもいいところを見せられるんじゃないか？

　駆け出しの冒険者に、実力で負けるとは思えない。

　やっべ……、俺、もしかしなくてもモテモテなんじゃねえ!?

　まいったな……、ついにモテ期到とう来らいかよ。同じクラスのやつらが俺を取り合って修しゆ羅ら場ばになったらどうしよう。

「モテる男はつらいぜ……」

「そういうことは、実際にモテてから口に出そうね。キモいから」

「はっ！」

　慌あわてて口を押さえるが、もう遅い。ミーチカのジト目が冷たいよ……。

「まあ、参加の意思はわかったよ。あー、チャラいチャラい。こんな軽いノリのイベントに興味あるなんてね」

「チ、チャンスは逃のがさない主義なんだよ。それがたとえどんなに小さくても」

　といいながらも、今回は期待してるけどな！

　他の参加者から「せんぱぁい」って呼ばれたい！

　ん、男からなら「アニキ」ってのもアリだな。舎弟みたいで。

「……じゃあ、あたしも参加しようかな」

　俺が妄想にふけっていると、ミーチカがぽつりと呟つぶやいた。

「え、なんで？」

「だ、だってダンコンに剣王さまが来るかもしれないじゃない」

　その返答はなぜか、しどろもどろだ。

「いや、絶対来ないだろ」

　こんなイベントに来るくらいなら、光の剣帝が申し込んだ決闘の方に行ってるって。

「い、いいの！　ネクラさんは人を見る目がないし、とことん賢かしこいエルフのあたしが、仲間にふさわしい人がいるか見定めてあげる！」

「いやいやいや……」

　出会ったその日に拉ら致ちされてたやつに、そんなこと言われたくないんだが。




　三日後。俺は貼り紙に書かれていた集合場所へとやってきた。

　ネオンブリッジ中央広場にある瞬間転移装置ゲートのひとつをくぐり、リオレスの北部の街、フィーンへ行く。そこから徒歩で半刻ほど進んだところにある、《封ふう魔まの洞どう窟くつ》入り口。

　俺がついたときには、すでに冒険者は十人近く集まっていた。

　主しゆ催さい者しやからの確認メールには『参加者は十二人』と書かれてたから、俺は最後の方だ。

　本来なら《開リかフずユのー禁ジ呪ア》があるからダンジョンには一度に五人までしか入れないんだが、《封魔の洞窟》は半年ほど前に魔族が倒たおされ、禁きん呪じゆもまた解除されている。

　だから、こういう大人数のコンパも可能ってわけ。最大参加人数が五人じゃ、気の合う仲間に巡めぐり合える可能性も減っちゃうからな。

「ムッツリさん、こんにちは」

　そう言って近づいてきたのは、青あお髪がみの司祭ダウリナだ。

「なんだ、来てたのか」

「はい。ミーちゃんに誘さそわれましたんです～」

　彼女のそばには、ムスッとした表情のミーチカもいる。

　なんだよ、そんなに俺が「影の剣王は来ない」って指し摘てきしたのが気に食わないのか？

　事実だからしょうがないだろ。

「参加者には殿との方がたも多いようですし、うふふ、楽しみですねー」

　うん、ダウリナは平常運転だな。

　仲間づくり二の次で、男同士の脳内ＣＰカツプリングを楽しみに来たのが明らかだ。

　苦笑いしていると、ふいに後ろから、ぎゅっと抱だきつかれた。

「だ、誰だ!?」

　って言ってみたけど、この弾だん力りよくには心当たりがあるぞ……！

「ハァーイ☆　やっぱり、クラムンたちは来ると思ったよぉー」

「ああ！　ビッチビチ！」

　ミーチカが、俺の腕うでに胸を押し付けながら腰こしをくねらせるルージェを指差す。

「その呼び方やめてよね。ピッチピチなら合ってるんだけどぉ、きゃは☆」

「うざっ！」

　あー、また始まったよ。こいつら仲悪いな、ほんとに。

「ルージェも仲間を探しに来たのか？」

　俺はケンカを止める意味も込めて、ルージェに訊たずねる。

「アタシは知り合いがダンコンの主催者だから、遊び半分かなっ」

「へえー、主催者がね」

　ルージェって、ダンジョンで生まれそだったわりには顔が広いんだな。

　俺なんて十六年住んでた実家そばにも全然友達いないけど。

「ダンコン、ダンコン☆　アタシ、ダンコンだぁーい好きっ☆」

　……なんだろう。ルージェがダンコンを口にすると、卑ひ猥わいにしか聞こえない。

　ルージェはようやく俺から離はなれると、近くにいた女の子を捕つかまえて連れてきた。

「紹しよう介かいするねっ。この子がダンコン主催者のリオンだよ」

　てっきり知り合いの方も軽いノリかと思いきや、腕を引っ張られてきたのは眼鏡めがねをかけた、真ま面じ目めそうな女性だ。前髪はパッツンと揃そろっていて、服も礼装だと言われてもおかしくないほど、ビシッとしたパンツ姿。

「リオン・ルーフレットです。みなさんの噂うわさはかねがね」

「あっ、馬ば鹿か！」

　彼女が名乗ると、ルージェが珍しく慌てふためいた。

「ファミリーネームまで名乗らなくていいの！」

　ん、ルージェの本名って、確かルージェント・ルーフレットだよな。

「もしかして、ビッチのお姉ちゃん？」

　ミーチカが信じられないという様子で指差す。

「いやいや、たまたま姓せいが同じだけ──」

「そうです。私がお姉ちゃんです」

　ルージェの否定する言葉に被かぶせるように言うと、リオンは無表情でピースをつくった。

「わぁー！　全然似てない！　ルージェはビッチなのに、リオンはちゃんとしてそう！」

「ええ、お姉ちゃんですから」

「あはは、ちょっと待っててね」

　ルージェは笑いながらリオンを岩いわ陰かげに引っ張り込むと、声を抑おさえながら怒ど鳴なる。

「リオン！　アナタねえ！」

「いいじゃありませんか。それとも、本当の関係を知られた方が良いとでも？」

　答えるリオンもまた小声だ。俺たちに聞こえないよう喋しやべってるつもりらしい。

「あとで覚えときなさいよ、リオン……」

「ここではお姉ちゃんと呼んだ方がよいのでは？」

「ぐぬぬ……」

　え、このふたりって本当はどういう関係……？

「さて……」

　ようやく岩陰から出てきたリオンは、スマホンを取り出し、時間を調べる。

　そのあと、集まった人数を指で確認すると、大きく頷うなずいた。

「まだひとり足りないようですが、そろそろイベントの説明を始めましょうか」

　輪の中心にある小岩にリオンが立つと、みんなから拍はく手しゆが沸わき起こった。

「お集まりいただきありがとうございます。ぜひ、この絶好の機会に、気の合う仲間を見つけてくださいね」

　リオンは淡たん々たんと説明を進める。といっても内容はいたってシンプル。

　地下十階まである洞窟に全員で五階まで潜もぐり、帰ってくる。隊列は適てき宜ぎ入れ替かえて、色んな人とコンビネーションを試したり、コミュニケーションをとれるようにする。

　そして地上に戻もどったら、仲間を組みたいと思った人と連れん絡らく先さきを交こう換かんする。

　もちろん、ゴメンナサイだってある。

　断られたらショックだし、なんとか戻る前に参加者といい雰ふん囲い気きになっとかなきゃな。

　リオンの説明が終わると、自己紹介がスタートした。

「ミーチカ・オルレイン。とことん尊い魔法士だよ、よろしくね」

　ミーチカは自分がエルフだと明かさないつもりのようだ。

「司祭、ダウリナ・プランジットです。みなさまに神の導きがあらんことを～」

　ヘウレーカ教だってことは言わないのね。

「アタシはルージェ。盗とう賊ぞくやってまーす☆　くるもの拒こばまずがモットー。ヨロシクねっ」

　目元でピースつくるの、なんかあざとい。

　……まあ、ここまではいつものメンツだな。

「ゴルゴッゾだ。戦士をしている。得意な武器は斧おのだ」

　巨きよ漢かんで俺の倍くらい生きてそうなおっさん。

　頼たのもしいけど、ちょっと取っ付きにくそうか？

「魔法士のロッパーです。幻げん惑わく魔法を使います。お見知りおきを」

　ローブを羽織った、小こ柄がらで礼れい儀ぎ正ただしいそばかす少年。

　うん。ロッパー君、アリだな。飲み込みが早そうで、将来伸のびるタイプだ。

「勇者、ルートヴィッヒ・フォン──」

　あ、勇者だ。聞く価値ないな。次。

「アリアハン。一年目の勇者で──」

　次、次。

「俺は勇者ライディーン──」

　フェードアウトだ、フェードアウト！

　やっぱ勇者多いな！　なんだよこのあぶれ具合！

　俺を除く勇者三人は、もうあれだな。ひとまとめに勇者ーズと呼ぼう。

　ああ、くそ。十二人中、四人が勇者かよ。

　結局、激しい競争率を勝ち抜ぬかなきゃならないの、勇者ばっかじゃん！

　でも──そんななかにも希望はあった。

「私はフィア。槍やり使いの戦士です！」

　はい、きました。実は集合したときから気になってました、この子！

　茶色い髪を三つ編みにした女の子で、田舎いなかから出てきたばっかりって感じのあか抜けない印象なんだけどさ。でもなんかこう、守ってあげたくなるというか、応おう援えんしてあげたくなるというか、そんなオーラを全身に漂ただよわせてるんだよね。

　不安な気持ちを元気な声でごまかそうとしているのがまたいじらしいんだ。

「じ、実はまだ一度もダンジョンにもぐったことないんですが、ご迷めい惑わくおかけしないよう頑がん張ばります！」

　そう言って頭を下げる彼女に、みんなが温かく拍手した。

　そのひとつひとつに対して、ありがとうございますとぺこぺこお辞じ儀ぎするフィアたん。

　うあー、超ちようかわいい。フィアたん超かわいい。

　こういう子に「せんぱい」って呼ばれながら冒ぼう険けんできたら幸せだろうな。

「──さん」

　しかしやっぱクラスは偏かたよったなー。盗賊はルージェだけだし、僧そう侶りよもダウリナだけ。

　戦士二人、魔法士二人。で、勇者四人と。

　そういえばまだひとりきてないっぽかったけど、その人はなんのクラスなんだろう。

　あと、リオンは冒険者なのかな？　武器は持ってないみたいだけど……。まあいいや。

　とりあえず──戦士はフィアたんを勧かん誘ゆうするとして、魔法士はロッパー。ひとまずはこのふたりを仲間にできれば形になるんじゃないか？

　ふたりとも駆かけ出しっぽいから、俺を頼たよってきたりするんだろうなぁ。

　しょうがないよね、勇者はパーティリーダーだし。

「あの、──さん？」

　ふへへ、これまで録り溜ためた『仲間がいる気分にさせてくれる音声コレクション』ともついにお別れか……。

　いや、これからは自分のパーティ音声を録音して記録していくことになるのかな。

　ヤバい。そんなの聞いてたら絶対ニヤニヤが止まんないよ……。

「クラムさん！」

「へあっ!?」

　大きな声で呼びかけられて、俺は反射的に腰こし掛かけていた小岩から立ち上がった。

　妄もう想そうから抜け出すと──その場にいた全員の視線が、いつのまにか俺に集まっている。

「ぼーっとしないでください。次、あなたの自己紹介ですよ」

　リオンが咎とがめるように言う。

「え、じ、自己紹介？」

　俺、いつのまに順番きてたの？

　な、なに言えばいいんだっけ？

　フィアたんに心を奪うばわれて、準備がなにもできてなかった！

　とりあえず、名前だ、名前！

「ク、クラム・ツッツツリーネイルでふっ」

　うひ。か、嚙かみまくってる！

　深呼吸しようとしたが、過呼吸のようなヒッヒッという音しか喉のどからは出なかった！

「っ、勇者！　よろひるれるらるれす」

　よろしくお願いしますすら言えねえ！

　どっと周囲を包んだのは苦笑、苦笑、苦笑の嵐あらし！

　ミーチカは顔をおさえ、ダウリナは何故か喜び、ルージェはげらげら笑っている！

　フィアたんは？　ああ、可哀かわい想そうな人を見る目！

　くおおお、恥はずかしい！

　急いで座ったけど、穴があったら入りたい！　これから洞どう窟くつには入るけど！

「はい。これで全員ですね。ではさっそく洞窟へ入りましょうか」

　待ってましたとばかりに、座っていた参加者たちは立ち上がる。

　しかも自己紹介、俺が最後かよ！　誰だれか、俺のミスを消してくれとまでは言わない！

　せめて少しは中和してくれ！

「ぷぷぷ。どんまい」

　ぽーんと俺の背中を叩たたくミーチカ。なんでちょっと嬉うれしそうなの？

　このままじゃ俺、いくら戦せん闘とうでカッコいいとこ見せても挽ばん回かいできない！

　噓うそだろ……。ただでさえ勇者多いのに、こんなハンデつけられたら無理だって。

　神様、頼む。この憐あわれな子ネクラに救いを与あたえたまえー！

「──待った。ひとり参加者を忘れてねェか？」

　その声に、ハッとして俺は振ふり返る。

　遅おくれてきた参加者か！

　神さまに願いが届いたのか!?

　いや、もうなんでもいい。とにかく、自己紹しよう介かいの事故を消火してくれ！

　だが──登場した男を見て俺の気持ちは急速に萎なえた。

「おい、あ、あれって」

　一方、周囲は一気に色めきたった。

「光の剣けん帝ていだ！」

「天才、セラ・シュバッツブルク！」

「噂になってる孤こ高こうの戦士か！」

　特に騒さわいでいるのは勇者ーズの三人だった。

　そりゃそうだよな。勇者からしたら、仲間にしたい戦士ナンバーワンだろうよ。

　俺は頼まれたって仲間にしたくないけどな。

「フッ。自己紹介はいらねェみたいだな。そう──オレ様が剣士のなかの剣士、光の剣帝こと、セラ・シュバッツブルクだ！」

　セラが剣を抜いて自己紹介すると、ざわめきは歓かん声せいへと変わった。

「なんでお前がここにいるんだよ……！」

　俺が詰つめ寄ると、セラは気味悪いぐらい整った眉まゆを少し歪ゆがめた。

「ん、お前は確かクラ虫……だったか？」

「クラム・ツリーネイル！」

　なんなの!?　俺の名前を間ま違ちがえて覚えるの流は行やってるの!?

　それともそれだけ俺が覚えるに足りない男だってこと？　悪かったですね！

「なんでここにと訊きかれりゃ、オレ様もコンパの参加者だからとしか答えようがねェな」

「お前、こないだ仲間なんて欲しくないって言ってなかったか？」

　それで俺を散々馬ば鹿かにしたくせしやがって。

「当然だろ。オレ様が欲しいものは別のモンだよ」

　うすら笑いを浮うかべるセラ。うわ、また小馬鹿にされた。

　ちっ、関わらんどこ。こいつと喋ってても気分が悪くなるだけだ。

　……にしても、別のものってなんだ？

　すでに攻こう略りやくされたこのダンジョンに、目ぼしいものなんか残ってるのか？

　……まあいいさ。セラのクラスは戦士だ。

　俺の一番狙ねらいであるフィアたんを奪い合うことにはならない。

　むしろみんながセラに気を取られている隙すきに、俺はフィアたんをゲットさせてもらう。

　嫌いやな出来事も有利に変える、これが俺の勇者道だ！

「セラさまー！」

　ところがそのフィアたんは、俺をドンと押しのけると、セラの手を両手で握にぎる。

「私、セラさまの大ファンなんです！　この槍にサインしてください！」

　セラを見上げるフィアたんの目は、これ以上ないほどにキラキラしていた！

　ええー、あんなやつのファンなのかよ……！

　いやまあ、《光の剣帝》は戦士にとっては憧あこがれかもしれないけどさぁ……。

「オレ様のファン？　それならサインなんかねだってねェで、洞窟でイイトコ見せろよ」

「はいっ！　頑張ります！」

　冷たくあしらわれても好感度が変化していない、だと……！

　くっ、なんだこの敗北感は！

　セラが紳しん士しとか言われてるのって、絶対に顔と実力でごまかされてるからだよな。
















　俺があんな態度とったら一発で嫌きらわれるもん。

　うわー、超ちよう絶ぜつやる気なくなってきたわ……。




　封ふう魔まの洞窟に入ってからも、状じよう況きようは悪くなる一方だった。

　完全に、セラの独どく壇だん場じよう。

　隊列の先頭に立ったセラの細身剣によって、吸血コウモリだろうが、ゾンビだろうが、妖よう魔まだろうが、ざっくざっくと突つき殺されていく。

　その度に勇者ーズは感かん嘆たんの声をあげ、フィアたんは黄色い声せい援えんを送る。

「すごいですねー、セラさんは。私の《狂戦士の腕輪バーサクバングル》、まだ一度も発動してませんよ」

　セラは傷を負うと自動的に《治癒ヒール》してくれるアイテムを、ダウリナからもらい受けていた。が、怪け我がをしないものだからどういう風に発動するのかもわからない。

「どうやら私の出番はなさそうですねー。この洞窟では、結構な人数がお亡くなりになっていますから、戦闘でもお役に立てそうなのですが」

「え、ダウリナってもしかして霊れいとか視みえる人？」

　ダウリナは俺の質問に、にこっと笑いだけを返してくる。

　肯こう定ていするならして！　その辺をオブラートに包まれると余計怖こわいわ！

　そりゃ、こんな幽ゆう霊れい出そうな場所ならお前は活かつ躍やくできるだろうな。

　だってダウリナが使うのって、神聖魔法という名の死し霊りよう術なんだもん！

「なんか、つまんない」

　地下三階まで降りたところで、ついにミーチカはそんなことを言いだした。

「そういうこと口に出すなよ」

　思ってても言葉にしないのが大人だぞ。俺みたいに。

「だってつまんないんだもん。あのセラって人ばっかりでしゃばってさ」

「まあまあ、ミーちゃん。私たちにもきっと活躍の場はありますから」

　ダウリナがなだめても、ミーチカのイライラは収まらない。

「大体、光の剣帝ってなに？　剣士のなかの剣士は影の剣王さまなのに」

　あ、機き嫌げんが悪い一番の原因はそれかよ。

「影の剣王？」

　その単語に耳ざとく反応したのは先頭を歩いていたセラだった。

「あの決闘を受けなかった腰こし抜ぬけ野や郎ろうのことかよ」

「腰抜け野郎、ですって？」

　ミーチカのイヤーマフがもぞっと動いた。

　多分、怒おこったせいで耳がピィンと伸のびたんだろうな。

「ふんっ。剣王さまはね、あんたなんか相手にならないと思ったのよ。そもそも剣王さまの剣は正義の剣！　決闘なんて不毛なことには振るわれないんだから！」

　会ったことない相手をよくそこまで堂々と語れるなぁ……。いっそ尊敬するわ。

「へっ。壊かい滅めつさせられた《潮の翼つばさ》団の連中が言うには、ヤツは目にも留まらない高速の剣を使うらしいな。ま、オレ様の剣で受け流せない攻こう撃げきじゃねェと思うが」

　げげ。セラが言ってんの、それ影の剣王じゃなくて俺だ！

　こりゃ《多重高速化マルチアクセラ》なんて使おうものなら、俺を影の剣王だと勘かん違ちがいして喧けん嘩か売ってくるのは目に見えてるな。

　いや、こちとら望むところではあるんだけどさ……。

　三度目も負けたら立ち直れないから正直避さけたいってのが本音だよ。

　自分が傷つきそうなことには関わらないのが一番なんだって。

　剣王を信しん奉ぽうしているミーチカに釈しやく明めいするのも面めん倒どうそうだしなぁ……。

　あれ、てことは……、セラがいるうちは俺のいいところなんて見せらんないじゃん！

　しまった。

《潮の翼》団壊滅を剣王の仕し業わざに見せかけた弊へい害がいが、こんなところで出るなんて。

　俺の仲間探しって、本当に呪のろわれてるんじゃないか？

「セラさん、しばらく休きゆう憩けいしていただけますか？　他の方がアピールする機会がなくなってしまいますので」

　一番後方でダンコンメンバーを監かん督とくしているリオンが言う。

「クラムさん、もっと前に出てください」

「あ、は、はい」

　このタイミング!?　本気出しづれぇー！

「頑がん張ばりましょうね、クラムさん」

　フィアたんが笑いかけてくれたのだけが救いだよ。

　結局、俺は大した見せ場も作れず、コンパの折り返し地点までやってきてしまった。




　折り返し地点の地下五階には、魔法の光に照らされた大広間があり、そこで少し遅おそめのランチをとることになった。

　皆みんな、これまでの道程で仲良くなったメンバーの近くに座る。

　フィアたんはセラのそばだし、戦士ゴルゴッゾや魔法士ロッパーは勇者ーズと一いつ緒しよ。

　どうやら俺は彼らから、仲間候補とは思われてないらしい。結局集まったのはいつものメンバーだよ。

　ミーチカは外見が子どもすぎて相手にされてないし、ダウリナは俺とセラをくっつける妄もう想そうを話して引かれてるし、ルージェは勇者ーズたちが牽けん制せいしあって声かけてない感じ。

　フィアたんは諦あきらめきれないけど、話そうと思ったらセラに近づかなきゃならない。

　なんかやつの方に俺から出向くのは負けた気分になるけど……、仕方ない。

　葛かつ藤とうの末、俺は頑張って近づくことにした。

　このままフィアたんを、セラに独り占じめされてたまるかよ！

　しかし、話しかけるきっかけは摑つかめない。

「私、セラさまの武勇伝が聞きたいです！　魔族と戦った話とか教えてください！」

「そういうのは、自分で話すことじゃねェだろ。オレ様の美学に反する」

「キャー！　じゃあ私、セラさまの美学について知りたいです！」

　配られたベーコンサンドをただひたすらに食べ続ける俺の耳には、楽しげに話すフィアたんの声が届くばかり。

　おいセラ、なにうざったそうにしてんだ。ちゃんと言葉を返してやれよ。

　正直、お前の武勇伝も美学も、全く聞きたいとは思わないけどさ。

「ところで、セラさんが探しにきたものってなんですか？　洞どう窟くつ前で、仲間じゃないって言ってましたよね」

「ああ、ダウリナ嬢じよう。それ、訊いちゃうか？」

　近づいてきたダウリナが訊たずねると、打って変わって嬉うれしそうに頰ほおを綻ほころばせるセラ。

　どうやらそのことについて早く触ふれてほしかったみたいだ。

　めんどくさいやつ。自分から話せばいいのに。

「なんの話ですか？」

　ほら、フィアたんが無む駄だにダウリナに対たい抗こう意識燃やしてるじゃないか。

　しかもセラは全然気づいてない。これがイケメンの鈍どん感かん力か。死ねばいいのに。

「《ガランシェラッド》って知ってるか？」

　セラはベーコンサンドを食べ終わると、もったいつけた感じで言った。

　その一言だけで、大広間でくつろいでいた参加者の視線が一いつ斉せいにセラへ集まる。

「それって、確か伝説に登場する剣けんの名じゃなかったか？」

　勇者ーズのひとりが言い、それを魔法士のロッパーが否定する。

「伝説じゃありません。れっきとした歴史ですよ」

　セラは頷うなずくと、仰ぎよう々ぎようしく、大げさに、カッコつけて続ける。

「三百年前、《大剣聖》アウレリオは魔王と戦い、ギリギリまで追い詰つめたが、あと一歩というところで力ちから尽つきた。その後、魔王はアウレリオの持っていた剣、ガランシェラッドの力を恐おそれて、洞窟に封ふう印いんしたって言われてる」

「それがこの、封魔の洞窟……？」

　確かに名前はそれっぽいけど。

「だが、ここを攻略したパーティがそんなものを発見したって話は聞かんぞ」

　戦士ゴルゴッゾの言う通りだ。そんな名の通った魔剣なら、見つかれば大おお騒さわぎのはず。

「封印されてるって言ったろ。多分、この洞窟にはまだ開かれてねェ扉とびらがある。侵しん入にゆう者に気づかれねェよう、カモフラージュされた隠かくし扉がな」

　それが本当なら、めちゃくちゃ厳重な封印だな。

　三百年、閉じられたままだってことだし。

「でもそれ、わざわざダンコンを利用する必要あったの？　剣を探したいなら、ひとりで来ればいいのに」

　迷めい惑わくそうなミーチカに、リオンが推論を話す。

「一度破られたダンジョンに入るには、冒ぼう険けん局に許可申しん請せいが必要ですからね。場合によっては許可がおりるまでに、一週間以上かかることもありますし」

　ダンジョン内に勝手に住んだり、商売に利用したりする輩やからがいるから、そう定められているんだよな。《開リかフずユのー禁ジ呪ア》が解かれた後は、誰だれでも入り放題だし。

　許可なしで入ったことがバレれば罰ばつ金きん。最悪、冒険証が没ぼつ収しゆうになることもある。

「そうなんだよ。そんなとき、たまたまクエストボードの貼はり紙が目に入ってさ。悪わりィな。せっかくのコンパを利用しちまって」

「私は参加費さえ払はらってもらえれば構いませんよ」

　くいっと無表情のまま眼鏡めがねをあげるリオン。

　申請なんてしないやつ、いくらでもいるけどなー。真ま面じ目めなこって。

「アウレリオは大男だったことで知られるが、一度彼が手にすると、ガランシェラッドはその体たい軀くに見合う形状に姿を変え、あらゆるものを斬きり裂さいたという」

　セラはにやりと不敵に笑った。

「これからの冒険には必要不可欠な剣だ。オレ様の最も得意とする細身剣は、大型モンスターや、皮ひ膚ふの硬かたい怪かい物ぶつには効かなかったりするしよ。七落らく胤いんや、三大公こう爵しやくと戦うには、やっぱ聖剣や魔剣が一本はねェとな」

　口ぶりからして、もうほとんど手に入れたつもりになってるな。

　ガランシェラッドについて話したかったのも、これから自分が手にするであろう武器について単に自じ慢まんしたかっただけか。

「てワケで、みんなはここから地上に引き返すンだろうが、オレ様は先に進むゼ。別に構わねェよな、リオン嬢」

「ええ、いいですよ。ダンジョンの侵入許可証も参加費のうちですから」

「話がわかるやつで助かるゼ」

　そう言ってセラが立ち上がると、フィアたんが素早く手を挙げた。

「セラさま、私もお供します！」

　瞳ひとみをキラキラさせてる。そりゃ、ファンなら見たいよな。

　そんな名のある魔ま剣けんの封印を、セラが解くところ。

「一緒にきてェなら構わねェが、ガランシェラッドはオレ様のモンだゼ？」

「構いません！　私、セラさまのお役に立ちたいんです」

　冷たくされても、フィアたんはめっちゃ健けな気げ……。

　うう、その健気さが俺じゃなく、セラに向けられてるのが無念でならない！

「光の剣帝が魔剣を手にする。そんな歴史の一幕に、立ち会わずにいられようか」

「俺も行くぜ！　伝説の剣にもお目にかかりたいしな」

「異議なし！」

　勇者ーズがフィアたんに乗っかった。調子いいやつらだな全く。

「わしも微び力りよくながら手助けしよう」

「僕の幻げん惑わく魔法も、お役に立てると思いますよ」

　おいおい、ゴルゴッゾとロッパーまでか！

「へっ。しょうがねェやつらだな」

　みんなの声せい援えんを受け、調子に乗ったセラが、カッコつけて剣を抜ぬき放つ。

「オレ様の輝かがやきを、瞼まぶたの裏に焼きつけな！」

　俺の冷めた心とは裏腹に、巻き起こるのは盛大な拍はく手しゆ！

　え、なに。これもしかして、みんなで行く流れ!?

「か、勘かん弁べんしてくれよ……」

　ここで帰ったら、地上に戻もどっても連れん絡らく先さきを聞く相手がいないじゃないか。

　くそっ、なんで嫌きらいな相手の武器入手を、俺が手伝わなきゃいけないんだ……。




（ガランナントカかぁ……）

　黙だまって聞いていたルージェも、その伝説は聞いたことがあった。

　というか、魔族が恐れるものを十個あげるとしたら、まず入ってくる究極武器だ。

　ルージェの記き憶おくが確かなら、その在処ありかはこの封魔の洞窟で間ま違ちがいない。

（えーっと、確か封印の得意なハースレイ公爵が担当したんだよね）

　今や三大公爵のひとりであるハースレイだが、三百年前はまだ伯はく爵しやく位。

　しかし、彼の象しよう徴ちようである巻貝の紋もん章しようは変わっていないはず。それを手がかりに探せば、封印場所はすぐに見つかるだろう。

（うーん、どうしたもんかな～）

　とはいえ、それをセラに教える気にはなれなかった。

　セラが敵として挙げた《七落胤》とは、魔王の直系たる七人の子息のこと。

　つまり、娘むすめであるルージェだって入っているのだ。

　今後自分を狙ねらうだろう剣を一緒に探すだなんて、なかなかに馬ば鹿からしい。

「ま、適当にやっときゃ、そう簡単には見つからないか……。ん？」

　なんの気なしに地面に触れていた手が、妙みような凹おう凸とつを感じ取った。

　目を落とすと、そこには巻貝の紋章が刻まれている。

（え、これって……）

　きょろきょろとあたりをうかがうルージェ。

　そばにいるみんなは、ポーズを決めたセラに完全に気を取られている。

（まさか、ね……）

　こっそりと巻貝の先せん端たんが示す方向へ行ってみると、ぶつかった広間の壁かべには、うっすらと門のような線が刻まれていた。

「やんなっちゃう……」

　こういうときに限って、どうしてこうあっさりと見つけてしまうのか……。

　今日のダンコン、自分以外にクラスが盗とう賊ぞくの人間はいない。

　ルージェが黙っていれば、この大パーティはさらに地下へともぐっていくことになるだろう。それが完全なる時間の無駄とも知らずに。

（あのセラって子、諦め悪そうだし。下へ手たしたら夜中まで洞窟から出られないよね……）

　想像しただけで、ルージェはうんざりした。

　無む駄だ骨ぼねだとしても、他の人は「隠し扉が見つかるかも」と期待できる分、まだマシだ。

　このままだとルージェには、ワクワク感どころか、罪悪感しかない。

（あれ？　でも、逆にこの隠し扉を開けたら、アタシって超ちよう活かつ躍やくしたことになる？）

　ふいに、そんな悪魔のささやきが脳裏をよぎった。

　ルージェは自分が参加者たちから褒ほめちぎられるシーンを想像してみる。

　……うん、悪くない。ただひとり、ミーチカだけは悔くやしそうにするだろうが、それも含ふくめていい気分になれそうだ。

（将来の不安より、今の快楽。その方がアタシっぽくない？）

　伊だ達てに《堕だ落らくの悪魔》の二つ名を持っているわけではない。

　自分らしく生きる。それがルージェにとって、なにより大切なことなのだ。

「ねぇ、なんか隠し扉みたいなの見つけたんだけどぉー。もしかして封印ってこれ？」

「なんだと？」

　誘ゆう惑わくに負けたルージェの言葉に、セラは驚おどろいて近づいてきた。

「確かに、長らく開いてなさそうな扉だゼ……」

　壁にうっすらとついた溝みぞを、指でなぞる。

（あ……。セラって、綺き麗れいな指してるんだ）

《光の剣帝》などと呼ばれている男にしては、繊せん細さいすぎる真っ白な指。

　ルージェはそのギャップにグッとくるものを感じる。

（ってか、なんかこの子、違い和わ感かんアリアリなんだよね）

　人を見る目には自信があるルージェだったが、セラに関しては今ひとつ摑つかみきれないものを感じていた。

　どうも彼の強気で偉えらそうな立ち居振ふる舞まいに演技くささを覚えて仕方ないのだ。

　非常に整った、非の打ちどころのない顔立ちのクセに、フィアとのやりとりを見ていても女を知っているような雰ふん囲い気きがない。

　ダウリナとは親しいのだから、極きよく端たんな女性嫌ぎらいというわけでもなさそうだ。

（んー。この子の心って、本当はもっと脆もろくて弱いんぢゃないかなぁ……）

　仲間なんていらない宣言も、その裏返しなのではないか。

　そう思ったら最後、そのヘタレな裏の顔をなにがなんでもあばきたくなるのが、彼女の悪い性質である。

「でも、こんな目立たないモン、どうやって見つけたんだ？」

「あはっ、秘密。アタシが盗賊だからとでも言っておこうかなっ☆」

　魔族の紋章を覚えているのは下手したら奇き妙みように思われかねないので、ルージェは念のためぼかしておくことにした。

「じゃあ、この扉とびらを開けることもできるか？」

「んー、どうかなあ」

　もちろん出来るが、多少はもったいつけた方がありがたみがあるだろうか。

　そんなことを考えていたら、ミーチカがしたり顔で言う。

「いくらなんでもビッチには無理だよ。この扉は魔法で閉じられてるんだもん。封印術に詳くわしい専門家じゃなきゃ」

　ルージェはそれを聞き、しめしめと唇くちびるを舐なめる。

「ふーん。要するに、チカちゃんはこの扉を開けることができないんだ？」

「な、なに言ってるの？　とことん尊いエル……ごほん。あたしにできないことなんてないし。ただ、ちょっと時間がかかるかなってだけで……」

　自分がエルフだとバラしかけているところからしても、彼女の動どう揺ようは明らかだった。

　これは時間をかけても開けられないと、ミーチカ自身もわかっているのだ。

「みんな、ちょっと離はなれてて」

　ルージェは背を向けると、溝に触ふれるフリをしながら懐ふところから魔王の鍵かぎを取り出す。

　父・バルザークが造りしこの鍵は、魔族のかけた錠じようを強制的に解除する。

　それは魔王に次ぐ三大公爵たるハースレイの封ふう印いんであっても例外ではない。

　魔王の鍵は周囲には見えない程度のかすかな光を放つ。

　ゴゴゴゴゴゴ……。

　次の瞬しゆん間かん、通路を塞ふさいでいた扉は重々しく奥へ倒たおれた。

　おーっ、とコンパ参加者は一様に感かん嘆たんの声をあげる。

「なっ、ななななな……！　どんなインチキを使ったの!?」

　ミーチカに指さされるのも、今だけは心ここ地ちよい。

　その幼い顔が敗北感で染まるのは、ルージェにとってはたまらない愉ゆ悦えつだった。

「これがアタシの盗賊としての腕うで前まえってワケ。あはっ、ビックリした？　こんなちゃちい扉にも時間がかかる、とことん尊いチカちゃん☆」

「ふ、ふぬ、ふぬー！」

　顔を真っ赤に染め、言葉が出ないミーチカ。

　快感。もっとその悔しそうな表情を見せてほしい。

「やるじゃねェか。ええと、ルージェ嬢じよう、っていったか？　こりゃあんたがいなけりゃ、ちょっと困ったことになってたかもな」

　セラはそう言ってルージェの肩かたを叩たたくと、隠かくし通路へと入っていこうとする。

「あ、ちょっと待って」

　余よ韻いんに浸ひたるのもほどほどに、ルージェは後ろからセラの腕を摑んだ。

「なんだ？」

「ねえ、セラくん。ガランナントカが手に入ったら、アタシにも見返りをくれる？」

　他の参加者には聞こえないよう、ルージェはセラの耳元で囁ささやく。

「別に構わねェゼ？　金には困ってねェからな」

「あはっ☆　お金なんていらなーいっ。もっといいものをもらうつもりだから」

「？　先に言っとくが、持ってねェモンは払はらえねェぞ」

「だいじょーぶっ」

　ルージェは人差し指でセラの鎧よろいにハートマークを描えがく。

「男ならみんな生まれたときから持ってて、大人になると捨てたがるものだからっ☆」

「なんだ、そりゃ……」

　意味を把は握あくできていない様子だったが、なんとなくいやらしさを感じたのか、セラは顔を背けて歩き出す。

　他の参加者たちも後おくれをとっては、と次々に隠し通路へと入っていく。

「くすっ。セラくんの童どう貞ていもーらいっ」

　誰だれにも聞こえないよう小さく言うと、彼らに続こうとした。

「お待ちください」

　が、今度はルージェが後ろから呼び止められた。

　振ふり返ってみると、そこにいたのはリオンである。

「なぁに？　お姉ちゃん」

　もはや隠し通路に入っていないのは彼女らふたりだけになっていたが、ルージェは嫌いやみを込めてそう言った。

「ルーさま、なにをお考えですか？　ガランシェラッドが剣けん帝ていの手に渡わたれば、のちのち我々の脅きよう威いとなるのは目に見えているはず」

　相変わらずの無表情だったが、付き合いの長い──というか創造主であるルージェには彼女の怒いかりがわかった。

「カタいこと言わない。ただの剣一ひと振ふりで、そんな大したことは起きないってば」

「ただの剣ならば、こんなに厳重に封印されることなどありえないと思いますが」

「うるさいなぁ。本当にヤバかったら、セラくんを殺せばいいぢゃん。その隙すきなんていくらでもあるんだからさ」

「……まあ、そう仰おつしやるなら責任はきちんとお取りになってくださいね」

「ほら、いこいこ。みんなに追いつけなくなっちゃう」

　不服な様子のリオンを押し込むようにして、ルージェも隠し通路へと足を踏ふみ入れた。




　俺たちが入った隠し通路はなだらかな下り斜しや面めんで、一歩進むごとに天てん井じようは高くなる。

　ひたひたと水の滴したたる音が聞こえ、やがて鍾しよう乳にゆう洞どうのように尖とがった岩が上下に現れた。

　ごつごつとした岩いわ肌はだは青白い光を放つ。

　ともすれば幻げん想そう的てきだとすら感じたかもしれない風景ではあるが──

「なんだか、薄うす気き味み悪わるい雰囲気だな……」

　俺はそう呟つぶやかずにはいられなかった。気温は一気に下がり、肌はだ寒ざむさすら感じる。

「こ、こんな雰囲気でビビるなんて、ネクラさんも子どもだね」

　憎にくまれ口を叩きながらも、ミーチカは魔ま法ほうで作った炎ほのおの球で灯あかりを確保していた。

　怖こわがっているのは一体どっちだ。

「警けい戒かいは続けた方が良さそうですね。周囲から敵意をひしひしと感じます……」

　ダウリナがきょろきょろあたりを見回しながら呟く。

「まるで、オンリー即そく売ばい会かいに間ま違ちがえて別ジャンルで参加してしまったときのような……」

　いや、そのたとえはよくわからないけどね。

　しかし、なにかの視線を感じるってのには同感。

　ルーキーに毛が生えたような他の連中は、俺たち以上にビクビクしている。

　先頭を堂々と歩くセラがいなきゃ、怯おびえて逃にげ出す者もいたかもしれない。

　あとビビってないやつといったら──、しんがりを歩くルージェとリオンくらいか。

　二人は全然似てないし、やっぱり血は繫つながってないんだろうな。リオンも両親に捨てられ、ルージェと同じダンジョンで育ったのかも……。

　なんて考えていたら、通路はようやく巨きよ大だいな空くう洞どうへと突つき当たった。

　さっき俺たちが休んでいた大広間より、さらに一回りは大きい。

　天井までの高さはおよそ二十メルト（約二十メートル）といったところだろうか。

　空洞の奥には円えん筒とう形の灯台に囲まれた、祭さい壇だんのような黒曜石の台座があり──

　そしてその中心に、柄つかを上にした一振りの剣が垂直に差し込まれていた。

　台座とは対照的な、純白の剣身。

「あった。あれがガランシェラッドだ……！」

　装そう飾しよくの施ほどこされた黒曜石の台座へ、足早に近づくセラ。

　その勇みっぷりも理解できる。俺も一目見て、素直に綺麗な剣だと思ったからだ。

　美しさだけじゃなく、頑がん丈じようさだって折り紙つき。

　オリハルコンで作られてて、三百年の時を経ても輝かがやきを失ってないんだもんな。

　さっそくセラは、ガランシェラッドを引き抜ぬこうと両手で柄を握にぎりしめる。

　そういえば『真の英えい雄ゆうにしか抜けない剣』のおとぎ話ってあったよな。

　これで剣がビクともしなきゃ、馬ば鹿かにしてやるんだけどな──なんて思ったけど、セラは至極あっさりと剣を引き抜いてしまった。

「……」

　まあ、おとぎ話のような仕し掛かけがあったとしても、セラなら抜けるよなあ……。

　なにせ、史上最強の戦士なんて言われてるくらいなんだから。

「セラさま、カッコいいー……！」

　剣を高々と掲かかげたセラを見て、頰ほおを紅潮させるフィアたん。

　はいはい、今日はもうセラの日だよね。主役になるのはとっくに諦あきらめましたよ俺は。

　……でも、帰り道までに少しは仲良くなって、連れん絡らく先さきくらいは聞き出したいよな。

　うーん、フィアたんを振り向かせるために、俺はなにをすべきなんだ……。

「ネクラさん、ぼーっとしてる場合じゃないよ」

「ん？」

　珍めずらしい。いつのまにか、ミーチカの表情がピンと張り詰つめている。

「どうした？」

「精せい霊れいたちが、警告してる」

　台座を取り囲んでいた四本の灯台にヒビが入り、ついには内側から砕くだかれる！

「うおっ、なんだなんだ？」

　現れたのは、全身に鋼鉄の甲かつ冑ちゆうを纏まとい、剣、斧、槍などを手にした無骨な四体の騎き士し。

「無人甲冑オートアーマーか……！」

　三百年も灯台のなかに収納されていたのだから、無生物だってことはわかる。

　おそらくは魔法で動く、中身がスカスカのデク人形。どうやらガランシェラッドを抜くと動き出す仕組みだったらしい。

　さしずめ魔剣の番人ってところか。セラや俺がいつも一いつ緒しよに飲んでるやつらにとっては大した敵じゃないが、他の新米冒ぼう険けん者にはちょっと荷が重いかもしれないな。

　なんて思ってたら、甲冑の群れに向け、抜いたばかりの魔剣を突き出すセラ。

「下がってな。ガランシェラッドのお披ひ露ろ目めをするには、ちょうどいい相手だゼ」

　すると新たな主あるじの意思を汲くむかのように──魔剣は白い輝きを放つ。

　幅はば広ひろの剣身が、刺し突とつを主とする細身剣の形状に変化していく。

「おおっ！」

　俺を含ふくめ、コンパの参加者たちはどよめいた。

「かかって来いよ。デクども」

　その挑ちよう発はつに応えるかのように、無人甲冑オートアーマーはブンッと重みのある剣を振り下ろす。

　だが、敵の剣が捉とらえたのは地面。セラは軽やかなステップを踏んで紙一重にかわすと、針の穴を通すような精密さで、ガランシェラッドを兜かぶとの隙すき間まに突き刺さした。

　無人甲冑オートアーマーの中身は空っぽだが、弱点は決まって同じ。

　兜の内側、人間でいえば脳に当たる位置に、ぷかぷかと赤い魔石が浮うかんでいるんだ。

　その核かくとも言える急所を貫つらぬかれた無人甲冑オートアーマーは、がくんと力を失って地面に崩くずれた。

「さすがだな……」

　弱点がはっきりしているとはいえ──本当は決して与くみし易やすい相手じゃない。

　甲冑のガードは堅かたいし、敵は攻こう撃げきだってしてくるんだ。

　普ふ通つうは魔石を潰つぶすより先に、兜をぶっ壊こわすことになる。

　けれどセラの持つガランシェラッドは、たがうことなく一発で魔石を貫いた。

「お次はッ！」

　セラが柄を両手で摑つかむと、魔剣はすぐさま刃を肥大させ、肉厚な大剣へと変へん貌ぼうする。

「らぁぁ！」

　今度は精密さなど度外視の豪ごう剣けんが、別の無人甲冑オートアーマーを襲おそった。

　振り下ろされた刃は、兜どころか、腹のあたりまで鋼鉄の鎧を断ち切る。

「危ない！」

　誰かが叫さけぶ。敵もやられてばかりじゃない。二体やられたあいだに、残るもう二体の甲冑がセラとの距きよ離りを詰めていたのだ。斧おのと槍やり。それぞれ異なる武器がセラへと迫せまる。

　真逆の角度からの攻撃を、ふたつ同時にさばくことなど不可能に思えたが。

　ギキィン！

　激しい金属音が木こ霊だましたあと、俺たちが目にしたのは──

　二振りに分かれたガランシェラッドが、斧と槍を受けきったところだった。

　二刀流。セラは踊おどるように回転しながら、剣をなめらかに滑すべらせる。

　あっけなく二つの兜は宙へ弾はじけ飛び──そのなかにあった魔石は真っ二つに割れる。

　一いつ拍ぱく置いて、首なしの胴どう体たいは地へと崩れ落ちた。

「ざっとこんなモンか」

　セラが呟くと、一対ついに分かれていたガランシェラッドは再び合わさり、一本に戻もどった。

　もはや剣身には、継つぎ目は一切見当たらない。

「すごい……すごすぎますー！」

　フィアたんが感動するのも無理なかった。最も得意とする細身剣はもちろん、大剣も、双剣の二刀流も……、すげえウザいことに、全ての剣技がサマになってやがる。

　古今東西のあらゆる剣術を修めた剣士──ゆえに、剣帝。

　あいつの真に恐おそるべきところは、あの人並み外れた戦せん闘とうセンスだよな。手にしたばかりのガランシェラッドを、昔からの愛剣みたいに使いこなしやがって……。

　あー腹立たしい。こと剣術に関しちゃ、どう背せ伸のびしたって勝てんわ……。

「ちょっと俺たちにも、ガランシェラッドを見せてくれ！」

　興奮してセラに近寄る勇者ーズ。

　大剣聖アウレリオの伝説には、男なら一度は憧あこがれるもんな。その伝説に出てくる魔剣がすぐそこにあって、見事に使い方まで示されたとなりゃ、その反応も納得だ。

　セラもその使い勝手には大満足のご様子だった。

　けど……、俺はどうにも煮にえきらない気持ちになっていた。

　ガランシェラッドって、こんなもんなのか……？

　色んな形に変形・分ぶん離りする剣。確かに便利だとは思うけどさ、それだけで魔王みたいな常識を超ちよう越えつした力を持つ魔族が、存在を恐れるんだろうか。

　結局、凄すごかったのは魔剣じゃなく、大剣聖アウレリオの方だったのかなぁ。

　そんな風に、考えにふけっていたときだった。

　──駆かけ出した勇者ーズが、揃そろって真横に吹ふっ飛んだのは！

「あ……？」

　俺はあっけにとられた。一いつ瞬しゆん、なにが起こったのかわからなかったからだ。

　飛ばされた勇者ーズは三人とも壁かべに叩たたきつけられ、血を吐はいて倒たおれる。

　いやこれ、明らかに攻撃を受けてるぞ！

「お前ら、上を見ろ！」

　セラだけがいち早く、襲ってきた相手の姿を捉え警告する。

　俺はようやく、天井からだらんと黒く細長い物体がぶら下がっていることに気づいた。

　人間の胴体よりも太い尻尾しつぽ。勇者ーズをまとめてぶっ飛ばしたのは、これだ。

　フシューッと空気の漏もれるような音。

　俺が見上げるより先に、そいつはズシンと地面を揺ゆらし、この空洞に降り立った。

　足元がぐらつくほどの震しん動どうには、さすがに戦せん慄りつを禁じえない。

　隅すみから隅まで鋼鉄製な上に、全長十メルト（十メートル）はあろうかという巨きよ体たい。

「…………竜りゆう？」

　それは思わず口をついて出た言葉だった。

　概がい観かんは竜そのもの。しかし、表面に古代文字が彫ほられているところから、無人甲冑オートアーマーと同じく魔力で動く代物だとわかる。

　鱗うろこのディテールまで完全に再現されてはいない。鈍にぶく黒光りする無数の関節の組み合わせ、そしてその大小によって、竜として形作られているだけ。

　だからといって、圧あつ迫ぱく感かんが本物に劣おとっている、なんてことはなかった。牙きばや鉤かぎ爪づめは鋭えい利りに仕上げられているし、重量にしたってこのデカさ。言わずもがなだ。

　こんなやつが天てん井じように鉤爪を立て、三百年も侵しん入にゆう者を待っていたってのか。

「泣きたくなるほどのおもてなしだな……」

　鋼鉄の竜は、その瞳ひとみを無機質に光らせると、大きく、大きく咆ほう哮こうする。

「ひぃぃっ！」

　デカい図体のゴルゴッゾは情けなく悲鳴を上げる。

　長らく眠ねむり続けていた竜にとって、それはあくびのようなものだったのかもしれない。

　だがそれだけで俺たちのいる空洞は激しく震動し、天井から鍾しよう乳にゆう石せきの欠片かけらがバラバラと降ってくる。

　誰だれにも当たらず、地面でバラバラに砕け散ったのは不幸中の幸いだったが──

　ぶっちゃけ、俺は思った。

　これ、そんじょそこらの竜なんかより、よっぽどヤバいやつじゃね、と。

「ちょっとぉ、あの竜がいたら、アタシたちここから出られないぢゃない！」

　ルージェがわめいたのは、竜が俺たちの帰り道を塞ふさいでいたからだ。

「剣けんを持ち帰りたきゃ、自分を倒していけってことか。ならお望み通りにしてやンゼ！」

　竜に向かってセラがガランシェラッドを構える。

「……あれは、機甲殻竜ドラグマキナスですね」

「ダウリナ、あの怪かい物ぶつについて知ってるのか？」

「いにしえに魔ま族ぞくが作り上げた兵器十柱のひとつです。まだ現存していたなんて……」

　三大公こう爵しやく、七落らく胤いんときて、今度は兵器十柱かよ。

　魔族ってそういうまとめ方、好きなんだな！

「それで弱点はあンのかよ？」

「ええ。無人甲冑オートアーマーと同様、後頭部の部分に核となる魔石が組み込まれているはずです」

「へっ。それさえわかりゃこっちのもんだ」

　こんなやつ相手にしても全然強気を崩さないのな。

　……ここはセラに任せてみるか。伝説の魔剣を持ってるのだってこいつだし。

「ダウリナ、セラが竜の相手をしているうちに、勇者ーズの怪け我がを看よう」

「勇者ーズ？……あ、はい」

　俺が脳内で使ってた呼び名をすぐに理解し、ダウリナはついてきてくれた。

　壁かべ際ぎわに倒れた勇者ーズのそばまで寄ると、かがんで傷を確認する。

「しっかりしろ」

　三人とも全身を打ち付け、気を失ってはいるものの、幸いにも命に別状はなさそうだ。

「死んじゃったらごめんなさいねー」

　そう言いながら、ダウリナは回復魔法を唱える。

　こいつらにとっては、低確率で即そく死しするダウリナの魔法の方が脅きよう威いかもしれない……。

　回復したとしても、意識のない勇者ーズはもう戦力としては見込めないな。

　あの竜さえ始末できれば、おぶってでも地上に出られるんだが──苦戦しているのは、遠目からでもありありとわかった。

　戦っているのは、セラひとりだけじゃない。

　ゴルゴッゾ、フィアたん、ルージェの三人が囮おとりとなり、竜の攻撃を引きつける。

　どうやらその三人の動きが素早いのは、後方からロッパーが《高速化アクセラ》で補助してるからみたいだ。そして隙すきが出来たところでガランシェラッドが頭部を狙ねらう。

　作戦はいい。だが、魔剣の一撃は竜の硬かたい装そう甲こうに阻はばまれ、肝かん心じんの魔石に届かない。

　細身剣を貫き通せるような隙間はなく、大剣はうっすらと頭部に痕あとを残すのみ。双剣に変えてみたところで結果は変わらない。

「あっ、危ねっ！」

　俺がそう口に出したのは、焦あせったセラが明らかに踏ふみ込みすぎたからだ。

　巨きよ大だいな竜の頭部を攻撃するには、跳ちよう躍やくが必然となる。空中で回かい避ひ行動はとれない。

　だから眼前に迫った鉤爪を、セラはガランシェラッドで受けるしかなかった。

　どう見ても、それは人間の腕わん力りよくで受けきれる重さの攻撃じゃない。

　受け流せなかった分の破は壊かい力は腕うでをざっくりとえぐり、やつを地面へと叩きつけた。

「セラさまっ！」

　フィアたんが悲鳴をあげたが、俺はそれほど心配しなかった。《狂戦士の腕輪バーサクバングル》が発動し、光がセラの傷を包むと、流血はすぐに止まり傷口も塞がっていく。

「くそッ……！」

　しかし、セラのプライドは大きく傷つけられたようだった。

　ひとりで魔王を倒すと言ってはばからないやつだ。強大な敵といえども、目の前の竜は三大公爵にすら及およばない。そんな相手を楽々と倒せない自分が、歯がゆいみたいだ。

「ここはあたしの出番ね」

　攻せめあぐねるセラの前に立ったのは、エルフの魔法士ミーチカだ。

「おい、危ねェぞ！　下がってろ」

　セラには、ミーチカがただの幼い新米魔法士にしか見えていないのだろう。

　洞どう窟くつに入ってからも、初級魔法だけしか使わず手を抜ぬきまくってたからな、こいつ。

「能のうあるエルフを隠かくすなら森のなかってね」

　生意気にふふんと笑う。

　能ある鷹たかは爪つめを隠す的なことを言いたかったみたいだが、木を隠すなら森のなかとごっちゃになって、意味不明なことわざが出来上がっていた。

　ミーチカはここぞとばかりに、装着していたイヤーマフを外してみせた。

「エ、エルフ!?」

　彼女の素性を知らなかったやつらは目を見開く。

　エルフだってことを自らバラすとか、ミーチカもいつになく本気だ。

「炎ほのおの精せい霊れいよ、古き祖先との盟約に従い、我に大いなる力を貸したまえ──」

　彼女がワンドを小刻みに動かすと、先せん端たんの軌き跡せきは赤い古代文字を描えがき空中に残った。

　複雑な魔法を行使するには、どんなに優れた魔法士でも呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。

　そして、さらに複雑、難解なものとなると、詠唱内容を筆記する必要が出てくる。

　普ふ段だん、大たい抵ていの魔法を詠唱なしでこなすミーチカが、筆記詠唱までもを行う──！

　紅あかき文字が三行目まで連なると、満を持してミーチカはワンドを機甲殻竜ドラグマキナスへ向けた。

　古代文字は意思を持って走ると、ぐるぐると球体を描えがくように竜を取り囲む！

「《収束せしジ・エンド・オブ紅の終焉・アンスプレツド》！」

　ひときわ大きく、振り上げられたワンド。

　すると紅い古代文字は一いつ斉せいにカッと瞬またたき、球体はその内部を紅ぐ蓮れんに染めた！

　一呼吸遅おくれて、爆ばく発はつ音と物もの凄すごい勢いの風がゴウッとあたりを吹き抜ける！

「アイエエエ!?」

　常識外れの熱量が、古代文字で象かたどられた狭せまい空間のなかで爆縮したのだ。

　これが、ミーチカの切り札かよ……。こんなん人間が喰くらったら、爆発四散だぞ！

「すげェ……」

　これにはさしものセラも絶句した。そりゃそうだろうよ、こんな子どもみたいなやつが賢けん者じやクラスの魔法を使ったんだから。

　こいつがうちで毛布を燃やした件、ボヤで済んでよかったとしか言いようがないよ。

「わっはっは！　ビッチも見た？　これがあたしの真の実力よ！　隠し扉とびらなんか開けられるより、よっぽどすごいでしょうが！」

　ミーチカはもうこれ以上ないってぐらいに胸をはった。

　いや、胸をはるというより、上半身を反ったと言った方が近いくらいだった。

「ミーちゃん、まだ油断するのは早いですっ！」

　だが、ダウリナの叫さけびが緊きん迫ぱくを引き戻もどす。

　俺たちが竜に注意を向け直したのと同タイミングで、ミーチカの生み出した真紅の球体が割れ──その中から炎が吹き出した！

「わわわわ……！」

　ミーチカは慌あわててワンドをかざす。

　正面に生み出されたのは、半はん透とう明めいの防ぼう御ぎよ壁へきだ。

　参加者たちを燃やし尽つくそうとした炎は防がれたが、空気は一気に蒸し暑くなった。

　やがて炎が収まると、その奥から顔を出したのは機甲殻竜ドラグマキナスだった。

　それも、全くの無傷。

「うそ、とことん尊いあたしの魔法が、効いてない!?」

「……機甲殻竜ドラグマキナスの伝説にはこう記されています」

　ショックを受けるミーチカに説明するのはダウリナだ。

「外がい殻かくの表面に描かれた古代文字は魔力を吸収し、竜の糧かてとする、と」

「そういうの、早く言お!?　なに冷静に後解説してんの!?」

　機甲殻竜ドラグマキナス、瞳や口から炎出してるじゃん。

　ただでさえ厄やつ介かいだったのに、パワーアップされてるだろ、あれ。

「どっ、どど、どっどど……！」

　ミーチカはどうしようと言いたいらしい。さっきまでクッソ調子に乗ってたくせに、冷や汗あせをダラダラ流している。

「どうしたもんだろうな……」

　ここにいるのがベテランだけなら竜りゆうから逃にげるくらいはできるだろうけど、ほとんどがルーキーな上、意識不明の勇者ーズまでいるんだから。

「……オレ様がヤツを引きつけてるあいだに、お前たちは逃げろ」

　腕の傷が癒いえたセラは、立ち上がりながら言った。

「セラさま、なにをなさるつもりですか!?」

　聞き咎とがめたのはフィアたんだ。

「ガランシェラッドを抜いた張本人さえ残りゃあ、あの竜だって満足するだろ？」

「ダメです！　セラさまが残るなら、私もここに残ります！」

「足手まといなんだよ、お前らは！　オレ様ひとりならどうとでもなるって言ってんだ」

　いちいちこいつは人が傷つくような言い方しやがって……。

「で、でもセラさま」

「フィアさん」

　ダウリナが、なおも食い下がろうとしたフィアたんの額に人差し指で触ふれた。

　すると喚わめいていたフィアたんの瞳はとろんとして、途と端たんにおとなしくなる。

　ダウリナがかけたのは、相手の興奮を鎮しずめ、従順にする《鎮静カーム》の魔法だった。

「まずは避ひ難なんしましょう。いいですね」

　そうダウリナが言うと、フィアたんはこっくりと頷うなずいた。

「助かったゼ、ダウリナ嬢じよう。ゴルゴッゾ、悪わりィがそいつらを外まで運べるか？」

　そいつらとは、倒たおれたままの勇者ーズのことだ。巨きよ漢かんのゴルゴッゾは両りよう脇わきにふたりを抱だきかかえるが、それが限界。

　他に意識のない男を背負えそうなのは──俺しかいないか。

　魔法士のロッパーじゃ力が足りないだろうし。

　しょうがないから残りのひとりはおぶることにする。

「……本当にいいのかよ」

　俺たちがいなくなりゃ、攻こう撃げきはセラひとりに集中することになる。

　どうとでもなるどころか、そうなったら逃げることさえ難しいだろ。

「元はといえば、オレ様の問題だしな。それに、ガランシェラッドを手にしておきながらこんな敵にも勝てねェんじゃ、先が知れてる」

　けれど、セラは傲ごう慢まんな態度を崩くずさなかった。

「さっさと行けよ、クラ虫」

　そう言い捨てると、セラは機甲殻竜ドラグマキナスに向かって突とつ進しんする。

「……行こう。あいつひとりで、そう時間が保もつとは思えない」

　俺が言うと、まずゴルゴッゾとロッパーが隠し通路の出口へと走り出す。

　さっきまでは竜の巨きよ体たいで塞ふさがれていた通路も、セラのおかげでなんとか脱だつ出しゆつできそうなくらいに開いていた。

「でっ、でで、でも……！」

「行くよ、チカちゃん。リオンも離はなれないで」

　普段の軽けい薄はくさを引っ込めたルージェが、ミーチカの手を摑つかんで引っ張る。

「魔ま力りよくを吸うのでは、グリージアの紫し鞭べんの威い力りよくも半減です。セラ氏を見捨てるのも致いたし方ありませんね」

「グリージアの紫鞭？」

「いえ、今のはこちらの話です」

　おとぎ話かなんかで聞いたことのある言葉を口にして、リオンも駆かけ出す。

　視界の左側が赤くなった。竜が俺たちの企たくらみに気づき、猛もう烈れつな炎を吐はいたのだ。

　しかし、その攻撃はミーチカが再び張った大きな防御壁で阻まれる。

「おい、テメェの相手はこっちだゼ！」

　セラが叫びながら斬きりこみ、竜の注意を引き直す。

　俺はしんがりを走りながら、隠し通路へ入る直前にチラリとセラの方を見た。

　やつは頰ほおから血を流し、袖そでやズボンを切り裂さかれながらも、なお孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしていた。

　けッ。俺にトラウマを植え付けたり、色んなやつの心を傷つけてきた報いだろ。

　せいせいするぜ。

　憧あこがれてた魔ま剣けんと一いつ緒しよに、心中でもするんだな。

「はぁっ、はぁ……」

　俺たちは無事、隠し通路を抜け出して、ランチをとった大広間へ戻ってきた。

　息を整えながら、おぶっていた勇者ーズのひとりを地面におろす。

　さすがに男ひとり分の重みを背負って走るのは骨が折れるわ。まったくよ。

　──────さてと。

「戻るんでしょ？　ネクラさん」

　待ち構えてたみたいにミーチカに言われて、俺は正直ぎょっとした。

「は？　なんで？」

　俺は思わず問い返した。

「俺があいつのこと嫌きらいなの、ミーチカも知ってるだろ？　助けに行くとでも思うか？」

「思うよ」

　ミーチカはこれ以上ないくらいに、きっぱりと言った。

　人は息をしないと生きていけないとか、氷は溶とけたら水になるとか、時間はさかのぼらないとか、そういう当たり前のことと同じように。

「好きとか嫌いとか関係ないよ。あたし、わかってるんだ。ネクラさんは人助けしないと寝ね覚ざめが悪くなっちゃう、損な性格してるって」

　わかったようなこと言いやがって。

「……損なのは否定しないから、せめてヒーロー気き質しつって言ってくれないか？」

　その通りだよこのダメエルフ。

　俺をそこまで理解してるなんて、なかなか──いや、とことん可愛いじゃないか！

　大体、ここで助けにいかなきゃ勇者じゃねえだろ！

　あの竜を倒す方法だって、ひとつだけ良いアイデアを思いついてるんだからな！

「ミーチカ……、お前、《怪力化ストレガ》って使えるか？」

　ただ、その妄もう想そうを現実にするためには、いくつかの条件が満たされなきゃならない。

　そのひとつが、《怪力化ストレガ》の魔法をミーチカが使えること。

「とうぜん。あたしはエルフのなかのエルフだよ？」

　俺の問いに、自信満々で答えるミーチカ。

　あーあ。一番重要だと思っていた条件がクリアされちまった……。

「ちっ。……やっぱり戻るしかないか。本当は助けに行きたくなんかないのになー」

「棒読み口調になってますよ、クラムさん」

　柔やわらかな微び笑しようで俺に突つっ込んでくるダウリナ。

　そりゃそうさ。

　俺の妄想がキマった時点で、心も決まっていたんだよ。

「それでこそ、あたしを養うに足るネクラさんだね」

「全然嬉うれしくないぞ、このヒモエルフ」

　お前な……。この戦いから無事に帰れたら、マジでそろそろ家の荷物引き払はらえよな！




　──魔王を倒す。

　それはセラにとって、悲願であり宿願だった。

　リオレス王家に連なる高貴な血筋に生まれたセラであったが、王都での権力闘とう争そうに巻き込まれた父は、辺境の地であるクールドへと追いやられていた。

　古くからの家臣たちは不ふ遇ぐうを嘆なげいたが、父は一度も不平を漏もらしたことはなかった。

　物静かで野心のない父にとっては、むしろ自然豊かなクールドは性にあっていたのかもしれない。

　セラも自分の生まれ育った故郷を愛した。北方、旧魔族領のクールドは、ダンジョンが依い然ぜんとして多く残る土地であり、拠きよ点てんとする冒険者も少なくなかった。幼い頃ころからセラが彼らと接し、そのたくましい生き方に魅ひかれるようになったのも必然だった。

　魔法力が欠片かけらもなかったセラは、剣一ひと振ふりで戦せん況きようを打開できる最強の戦士に憧れ、修行に励はげんだ。街で強い戦士の噂うわさを聞きつけては、家庭教師として招く──そんなことを何度も何度も繰くり返した。

　そんなセラを家臣たちは諫いさめたが、父は半ば諦あきらめの混じった苦笑で許した。

　幸か不幸か、セラには類いまれな剣の才能があった。人が十年かかって至る境地に、半年あれば到とう達たつできるほどに。剣を学び始めてから五年も経つと、異なる系統の剣技をいくつも修めた、達人級の剣士になっていた。

　だが、剣の修行を黙もく認にんした父も、セラが冒険者になることには反対した。

　当然といえば当然だ。冒険者は命がけ。クールドを治める貴族としての暮らしを捨ててまでやる仕事じゃない。セラもそう言われれば観念するしかなかった。

　富と地位を特に大切だと思ったことはなかったが、父を困らせる気はなかったからだ。家臣たちにも心配をかけたくはなかったし、街の人々からもセラは愛されていた。

　だからきっと──あの悲劇が起こらなければ、セラは冒険者にはならなかった。

　忘れ得ぬあの日。

　セラの目の前で父は燃え、家臣は切り刻まれ、街の人々は大半が命を落とした。

　魔族の襲しゆう撃げきによって、クールドは地図から消えたのだ。

　燃え盛るクールドを脱出できたのは、剣の腕うでに磨みがきをかけていたセラ、そしてセラが守れたほんのわずかな人々だけだった。

　生き残ったあと、セラには選せん択たく肢しがあった。

　ひとつは、王都へ行き助けを求めること。

　もうひとつは、冒険者となり、クールドを滅ほろぼした魔族、そして魔王に復ふく讐しゆうすること。

　そのとき奇くしくも、冒険者証明書の取得が許可される、十六の歳としになったばかり。

　無論、答えは決まっていた。

　セラはそれまでの名を捨て、貴族としての自分を殺し、一いつ介かいの冒険者となった。

　ネオンブリッジでもセラの剣技は評判となり、酒場では誰だれもがパーティに誘さそってきた。

「魔王を倒そうぜ」

　これまで何人の男が、そう口にしてきただろう。

　いつもセラは、彼らの言葉を信じた。自分と志を同じくする者だと思ったからだ。

　しかし一度ダンジョンに入れば、本性はすぐに暴かれた。

「よし、まあまあ深くまで進んだし、今日はそろそろ帰るとするか」

　ほとんど無傷で最深部付近に到達すると、彼らは決まって引き返した。目的である魔族の討とう伐ばつは、あと少しで叶かなうというのに。

「まだ先に進めるよ。みんなほとんど無傷じゃないか」

　そんなことが何度もあって、ついに耐たえきれなくなったセラが反発すると、彼らは馬ば鹿かにしたように笑った。

「これ以上先に行ったら、魔族とはちあわせするだろうが」

「え？　なに言ってんの？　当たり前じゃないか。そのために冒険してるんだから……」

　セラは言いながら、自分でも薄うす々うす気づいていたことを直視せざるを得なかった。

　仲間たちの目的は、魔族の討伐なんかじゃない。

　その過程にある宝箱や、モンスターの持ち物、あるいは魔法アイテムの素材として高価に取引されるその死体の一部に興味があるのだと。

「……やっぱお前とは、冒険性の違ちがいがあるよな」

「仲間にすれば冒険が楽かと思ったけど、その無む駄だな熱さにゃついていけねーよ」

「みんながみんな、あなたみたいにがんばれるわけじゃないんだから」

　仲間たちは──いや、仲間だと思っていた連中は口々にぼやいた。

「なに言ってるんだよ……。だって、がんばらなきゃ、魔王なんか倒せないだろ？」

「あんな言葉、本気にしてたのかよ！」

　リーダー格だった勇者は、あきれと驚おどろきの入り交じった声をあげた。

「打だ倒とう魔王なんて、社交辞令に決まってるだろ。お前の頭のなか、お花畑かよ！」

　自分の熱血についてこられないというのならまだいい。しかし、魔王と倒たおすという志まで馬鹿にされたのは、絶対に許せなかった。

「……帰ってください！　このダンジョンから、さっさと出ていって！」

　セラは激げつ昂こうし、剣を闇やみ雲くもに振ふり回しながら叫さけんだ。

「ここの魔族は私が……、オレがひとりで倒してやる！」

　冒険者になって数ヶ月間で、セラはそんな体験を何度もした。

　後々になって、仲間だった連中の言う通りだと思うこともあった。

　自分の考えは甘かった。お花畑だった。

　自分の夢を誰かと一緒に果たそうなどと考えるのが愚おろかだったのだ。

（所しよ詮せん、オレ様についてこられるやつなんざ、ひとりもいねェんだよ）

　冒険者になって半年で、セラはそう達観してしまった。

「お、俺はクラム。あんた、戦士だろ？　良かったら仲間になってくれないかな？」

　ある少年が酒場で声をかけてきたのは、そんなときだった。

　彼の軽装鎧よろいはまだ真新しかった。おそらくは自分と同じ、冒険者一年目だろう。

「仲間をつくってどうすンだ？」

「も、もちろん、魔ま王おうバルザークを倒すんだよ」

　少年はそう言って、照れくさそうに笑った。

「……そういうのを語っていいのは、相応の実力があるやつだけなんだゼ？」

　目の前の少年は、セラを騙だまそうとは思っていないのだろう。

　だが、それが腹立たしかった。

　まだ仲間というものに夢を見ていた、半年前の自分を見ているようだったからだ。

　そして、ある考えが脳裏をかすめた。

　いい機会だ。

『セラ・シュバッツブルクは誰の仲間にもならない』と噂を立てるには。

　こうして──セラは「一ひと太た刀ちでも浴びせられたら仲間になる」と条件を出し、クラムを徹てつ底てい的てきに叩たたきのめした。

　心が痛まないこともなかった。けれど、これは少年のためだとも思った。

　本気で魔王を倒そうと考えるなら、仲間なんかに頼たよるべきではないのだ。

　信しん頼らいは、あっという間に覆くつがえされるものだから──

（仲間、ね……）

　幾いく度どとなく機甲殻竜ドラグマキナスの炎ほのおを浴び、力ちから尽つきたセラは思う。

《狂戦士の腕輪バーサクバングル》が火傷やけどを回復してくれているが、まだしばらくは動けそうにない。

　炎の吐と息いきでは致ち命めい傷しようにならぬと理解してか、トドメをさそうと近づく機甲殻竜ドラグマキナス。

　自分へと振ふり下ろされる巨きよ大だいな鉤かぎ爪づめは、さながら死神の鎌かまのようだ。

（最後に考えるのが仲間のことだなんて──ハハッ。結局オレ様は──いえ、私は、本当は仲間がほしかったんでしょうか……）

　ひとりで抱かかえ込むには、セラが果たすべき復讐はあまりにも重かった。

　代わりに持ってくれとは言わない。ただ、自分が弱音を吐はきそうなときに寄り添そって、背中を預けさせてくれる人を、セラは必要としていたのだ。

　こんなピンチに、命を顧かえりみず助けにきてくれる仲間がいたら──どんなに良かったか。

（そんな人、いるわけないですよね……）

　無い物ねだりだ。仲間がいないのは、半分は自分のせいでもあるのだから。

　パートナーになりうる可能性のあった人たちを、自ら遠ざけてきたのだから。

（だから、ここで孤こ独どくに死ぬのが、私の運命……）

　セラは覚かく悟ごを決め、目を閉じた。

　冒険者になってから二年間、意地を張り続けてきたのだ。

　最期くらい、穏おだやかな気持ちで迎むかえたかった。

　………………だが、その一いつ瞬しゆんは、いつまで経ってもやってこない。

　怪け訝げんに思い、顔をあげたセラは──

「お前な、あっさり諦めてるなよ」

　信じられないものを目の当たりにした。

　重い機甲殻竜ドラグマキナスの鉤爪を、前に立った男が、剣けんひとつで受け止めていたのである。

　それは──セラが叩きのめした少年の、二年後の姿だった。

「お前は光の剣帝だろが。たくさんの人が、お前なら本当に魔王を倒せるんじゃないかって思ってるんだぞ。俺はそんな期待全くしてないけど……」

「……クラム・ツリーネイル？」

　目を疑った。彼はこの二年間で、他のくだらない冒険者たちと同じに堕おちたはずだ。

　魔王を倒す気なんてこれっぽっちもない、冒険して小銭を稼かせぎ、酒を飲めればそれでいい、その日暮らしの勇者に。

「どうせならお前のカッコいい美学ってやつを、最後まで貫つらぬき通せよなッ！」

　そう言うと、彼はセラの苦戦した機甲殻竜ドラグマキナスの一撃を押し返す。

　剣を持つのは、やはり片手。しかも、やすやすと余よ裕ゆうを持って。

（これは……夢？）

　舞ぶ台たいで戦ったとき、彼の剣技は二年前とほとんど差がなかった。

　だからセラは、彼が努力せず、だらだらと冒険者を続けてきたと思っていたのだ。

（まさか……本当の実力を隠かくしていた？）

　そうでなければ、目の前に広がっている光景に説明がつかない。

「ちょっと貸してもらうぜ」

　クラムはセラの手からガランシェラッドを取り上げる。

　すると彼の手のなかで、魔剣はみるみるうちに巨大な片かた刃ば剣けんへと変形した。

　二メートルはあろうかという長い剣身に、青く光る幾き何か学がく模様が浮うかび上がる。

　剣帝と称しようされるセラは、直感的に理解できた。

　その形態こそ──ガランシェラッドの、真の姿であると。

「やれやれ。ここまで妄もう想そう通りだと笑えてくるな……。ダウリナ！」

　クラムが叫ぶと、空くう洞どう外へと繫つながる通路から白い靄もやが入ってきて、竜りゆうの胴どう体たいにするすると巻き付いた。よく見ると、その靄には目と口のような黒い斑はん点てんがある。

「クラムさん、今のうちです！」

　遅おくれて空洞に入ってきたダウリナが叫び返す。

　彼女と付き合いのあるセラには、それがヘウレーカ教の死し霊りよう術だとわかった。

　おそらくは、洞どう窟くつで亡くなった冒ぼう険けん者の霊れい魂こんを利用したのだろう。

　しかし──胴をおさえても、依い然ぜんとして竜には攻こう撃げき方法が残されている。

　それは、三人の勇者を一撃で昏こん倒とうさせた強きよう靭じんな尻尾しつぽだ。

　竜が腰こしをまわそうと動作しかけた瞬しゆん間かん──

　今度は一筋の紫むらさきが、尾おの根元を搦からめとる！

　長い、長い鞭むち。それを操るは、隠し通路を開いた盗とう賊ぞくの女。

「クラムン、オッケーだよ☆」

「ルージェ！　助かる！」

　軽く礼を言うと、クラムは金属の竜を動かしている核かく、頭部を破は壊かいせんと跳とぶ。

　まだダメだ、とセラは思った。

　同じように頭部を砕くだこうとしたセラを、幾度となく阻はばんだものがある。

　それは──炎の息吹フアイアブレス。

《狂戦士の腕輪バーサクバングル》をつけたセラでさえこのザマなのだ。

　回復能力を持たないクラムがまともに食らえば、ひとたまりもない。

　どうあがいても避さけられない空中のクラムへ、竜の口は開かれ、豪ごう炎えんが襲おそう！

　しかし──、炎が彼を焼きつくさんとしたそのとき、ありえないことが起こった。

　宙に浮かんでいたクラムの身体からだが、クン、とさらに上へと飛び上がったのだ！

「──けっきょく最後まで、とことん尊いあたしが助けなきゃなんだから」

　そう呟つぶやいたのは、魔法士の少女、ミーチカだった。

「ははっ。お前が念動力サイコキノを使うとこまで、妄想の範はん囲い内だ！」

「はいはい。妄想ばっかりして。とことんどうしようもないネクラさんだね！」

　彼女がワンドを振るうたび、クラムの身体は炎を避け、竜へと近づいていく。

（これが、仲間……）

　その連係を目の当たりにして、セラは泣きたい気持ちになった。

　自分が憧あこがれていたものが、すぐそこにあった。

「うおおおおおぉおおぉおッ！」

　雄お叫たけびをあげながら飛ぶ、クラム。

　その気き迫はくに応え、唸うなりを上げるガランシェラッド。

　振り下ろされた剣はまるで──闇すらも斬きり裂さく雷らい光こう。
















　ザンッ！

　時の流れすら忘れるほどの一撃のあと──

　前かがみに着地したクラムは、竜に背を向けたまま、ふうと息をつく。

「……残念だったな。俺の妄想がキマった時点で──勝負も決まっていたんだよ」

　それが死の宣告だったかのように、弾はじける機甲殻竜ドラグマキナスの頭。

　そして露あらわになった魔石もまた、粉々に散って──

　ついに竜の巨きよ軀くは、砂さ塵じんを巻き上げながら崩ほう壊かいしたのだった。




　俺たちは手負いのやつらをフォローしながら、なんとか地上まで這はい戻もどった。

　みんなを巻き込んだことに責任を感じたらしいセラが、スマホンで馬車を手配してくれたので、俺たちはそれに乗り込み街への帰路につく。

　幌ほろのなか。俺の手には、まだセラから借りたままのガランシェラッドがあった。

　機甲殻竜ドラグマキナスを倒すための必要条件には、魔剣に真の力が眠ねむっていることも含ふくまれていた。

　そして──俺の推理は当たった。

　この剣は、持ち主の腕わん力りよくに反応するんだ。アウレリオはむちゃくちゃ怪かい力りきだったと言われてる。パワータイプじゃないセラには、元々合ってない武器なんだよ。

　え、俺も怪力っていうほど筋肉ないだろって？

　まあ……、そこは魔法に頼らざるを得ないよな。

「さすがはとことん尊いあたし！　ただの《怪力化ストレガ》でも、ひ弱なクラムに竜の一撃を跳はね返せるほどの力を与あたえるなんて！　これが劇的ビフォア・アフターだね！」

　馬車で隣となりに座ったミーチカは、えっへんと胸を張る。

「それにしても三度も同じ魔法をかけろだなんて、クラムってば知らないの？　強化魔法バフはね、何度かけても一回分の効果しか出ないんだよ？」

　……やっぱりこいつ、俺が魔法を多重化したことに気づいてなかったか。

　まあ、自分の魔法が凄すごかったんだと思ってるくらいが、ミーチカらしいよな。

　実は強化魔法バフを多重化するコツは、魔法のかけ方にじゃなく、かけられ方にあるんだ。

　一回目は骨に、二回目は血液に、三回目は筋肉に染み渡わたらせる感覚で、引き受ける。

　だから強化魔法バフをかけたのがミーチカだったとしても、俺自身がそのコツを忘れなきゃ、問題なく多重化できるわけ。

　なにも知らずにミーチカが唱えた三度の《怪力化ストレガ》だって、《多重怪力化マルチストレガ》となる。

　三度も強化すりゃ、さすがに大男で知られている大剣聖の腕力にも近づくわな。

　……言っとくけど、重ねがけのコツが簡単そうに聞こえるのは気のせいだからな。

　俺だってここまで会得するのに二年近くを要したんだから──

　と、いけない。そろそろ魔ま剣けんを持ち主に返さなきゃな。

「ほら。これ、お前に返すよ」

　対面のセラにガランシェラッドを差し出すが、なぜか相手は受け取ろうとしない。

「……ガランシェラッドはもうお前のモンだ。オレ様は、オマエほどその……カッコよく使いこなせなかったからな……」

　なんだこいつ、珍めずらしく落ち込んでるのか？　きしょくわる。

「いらないよ」

　どうせ俺だって、強化魔法バフをかけてもらわないと使えないし。

「おいおい、魔剣ガランシェラッドだゼ？　こんなにカッコいいし、剣士なら誰だれだって、喉のどから手が出るほど欲しいはずだろ。いや、剣士じゃなくてもだ。売っても城が建つほどの値打ちなんだぞ」

　え、城が建つの!?　ならもう酒代に困らないじゃん！

　やっぱもらっとこうかな……、いや、もう引っ込みつかないし……。

「俺が欲しかったのは魔剣なんかじゃない」

　俺は強引にセラに剣を突つき返すと、言い捨てる。

「……俺は、仲間が欲しかっただけなんだよ」

　みんな生き残れた安あん堵どで忘れちゃってるみたいだけど、これコンパだからね!?

　フィアたんは《鎮静カーム》が効きすぎてぼーっとしてるから、とても連れん絡らく先さきを訊きける雰ふん囲い気きじゃないし……。他の初対面だった連中も今日はもう疲つかれましたと言わんばかり。

　はぁ……、やはりダンジョンに出会いを求めるのは間ま違ちがっていたんだろうか……。




　二台の馬車が街につくとコンパは終しゆう了りよう、一同解散となった。

（一時はどうなることかと思ったけど……）

　ルージェは少なからず胸をなでおろしていた。

　まさかハースレイ公こう爵しやくが、洞窟に機甲殻竜ドラグマキナスまで設置していたとは思わなかったのだ。

　魔族としてトップクラスの戦せん闘とう力を持つルージェではあるが、ああいう魔力を跳ね返す相手は天敵である。グリージアの紫し鞭べんも魔力を威い力りよくに変へん換かんする武器であり、攻撃したところでろくにダメージは与えられなかっただろう。

（でも恐おそるべきは、やっぱ影かげの剣王かな）

　クラムがいなければ機甲殻竜ドラグマキナスは倒たおせなかった。ガランシェラッドを使いこなしてみせたことといい、魔族にとって最も脅きよう威いとなるのは、あの男なのかもしれない。

（……ま、しばらくは関係ないけどね。アタシは今を楽しむだけだし）

　などと考えていると、馬車を降りてからずっと放心状態で立ち尽つくしている、セラの後ろ姿を発見した。

　そういえば、彼とは約束があったのだ。さっそく楽しみのひとつを回収するとしよう。

「ねーねー、さっきアタシに見返りくれるって言ってたよね？　魔剣も手に入ったことだし、さっそくだけどぉ、今からお楽しみに……」

　喋しやべりかけながら正面に回り込んで──ルージェはぎょっとした。

　セラは顔を耳まで真っ赤に染め、うっとりと瞳ひとみをとろけさせていたのだ。

「カッコいい……！　素敵すぎる……！」

　両手を祈いのるように組んで震ふるえているセラの目線の先を辿たどると、そこには遠ざかっていくクラムの背中があった。

「あのー、セラくん……？」

「クラム・ツリーネイル。あの方こそ、私が探し求めていた、正しよう真しん正しよう銘めいの勇者様……！」

「え、ええー……？」

　この乙女おとめのような反応は、一体なんだ。

　そこでルージェはようやく、己の抱いだいていた違い和わ感かんの正体に思い至った。

　イケメンのくせに、なぜかオスの匂においを感じないと思ってはいたが──

「セラ、アナタまさか……お、おお、おん──」

　ルージェが言い切るより先に、己を取り戻したセラが手をぎゅっと摑つかんできた。

「なあ、ルージェ嬢じようは、クラム様と仲がいいんでしょ──ゴホン、いいんだよな!?」

　近きん距きよ離りで真っ直ぐに見つめられ、ルージェの目は泳ぐ。

「ま、まあ、仲がいいといえばいい、ような？」

　仲間というわけではないが、一応飲み友達ではある。

「頼たのむ。オレ様とアイツの仲を取り持ってくれ！」

　セラはこれまでの高飛車な態度が噓うそだったかのように、必死に頭を下げてきた。

「そ、そんなの自分で仲間になろうっていえばいいぢゃん。クラムン、仲間を欲しがってないときなんてないんだから」

「そうなんだけど……！　オレ様、前にヒドいやり方でフっちまったからなァ……」

「だから、自分から誘さそうのはカッコ悪いと？」

「カッコ悪わりいっていうか、単純にフラれるのがこわい……」

　うつむきがちに、ぼそぼそと呟くセラ。

「め、めんどくさあ……！」

　ヘタレるにしても、いきなりすぎる。もう少し段階を踏ふんでほしい。

「なァ、頼むよルージェ嬢。このとおり！」

「いや、一いつ緒しよに飲むくらいなら店に連れていくけどさぁ……」

　トラウマの原因になった相手をもう一度仲間に誘うなんて、あのクラムがするか？

　……絶対にない。

　仮に仲良くなったとしても、お互たがい誘いを待ち続け、平行線にしかならない気がする。

（……でも、意外と面白いかもね）

　剣帝のギャップを自分だけが知っているというのは、なかなか優ゆう越えつ感かんに浸ひたれる。

　それに今のうちに恩を売っておけば、もっと面白いことが起こるかもしれない。

「お楽しみは、自分で作らないとねっ☆」

「え？」

「んーん、こっちの話っ！」

　ルージェはセラの手を取って、走り出す。

　こんな夜にクラムが行くところなど、あの酒場以外にありえなかった。




　不毛なダンジョンコンパのあと、俺はいつもの《旅の道連れ》亭にやってきた。

「なんだかんだ疲れたよな……」

　今日ばかりは、エール酒がまわるのも早い気がする。

「残念らったね。他の参加者の連絡先訊けなくて」

　だからミーチカ、お前はなんでニヤニヤしてる。俺が不幸なのがそんなに嬉うれしいのか？

「ミーちゃん、ちょっと飲むペースが速すぎるんじゃない？」

　ダウリナがすでに顔を真っ赤にしているミーチカを心配する。

「にゃはははは！　らって、今日は奢おごりなんらもん！　飲まなきゃ損らお」

「お前はいつも奢られてるだろう。今回だけ特別みたいに言うな」

「ふ、普ふ段だんはダウリナがお金出してくれてるから、遠えん慮りよしてたんら！」

「ミーちゃん、そんな気をつかってくれてたの？　かわいいっ」

　むぎゅっとダウリナに抱だきしめられ、でへへと気持ちよさそうにするミーチカ。

　やめて。これ以上この子をダメエルフにしないで！

　奢ってもらおうと考えないところまで来て、ようやく普ふ通つうなんだからね！

「せいぜいオレ様の気前の良さに感激するんだな」

　ちなみに、こいつが本日俺たちの飲み代を払はらうと言っている奇き特とくな馬ば鹿か野や郎ろうだ。

「……なんでセラまでここに来てるんだよ」

「へっ。オレ様がどこで飲もうと勝手だろ。クラ虫になにかいわれる筋合いはねェよ」

「いいや、ここは俺の酒場だ。もう二度と来るなよ」

　そう凄んだら、後ろから頭を叩たたかれた。

「どこがあんたの酒場なのよ。営業妨ぼう害がいしないでよね」

「オヤっさん……！」

　アンタだけは味方だと思ってたのに……、さてはセラの方が俺よりも金を持ってるとふんだな。この守しゆ銭せん奴どめ！

「まーまー、お酒はみんなで飲んだ方が楽しいって☆」

　ルージェ、元はといえばこいつを連れてきたお前のせいだかんな！

「フッ、オレ様と酒を飲めることを光栄に思うんだな」

「へいへい、剣帝様と飲めて、光栄の極みですよ」

「そ、そうか。へへ」

　今のは嫌いやみで言ったんだが……、なにをまんざらでもなさそうにしてんだ、こいつは。

　それにもう顔を赤くしやがって、意外と酒弱いな。

「わあー、セラくんって素直ぢゃないんだねっ。正真正銘の勇者様に対してさあ☆」

　ルージェの言葉に、なぜかセラは口に含ふくんでいた蒸留酒を盛大に噴ふき出した！

「オ、オオオ、オレ様は別に……」

　激しく動どう揺ようし、上う手まく喋れなくなっている。ははーん、なんか弱みを握にぎられたな。

「でも、正真正銘の勇者様ってなんだ？」

「オ、オマエは気にしなくていいんだよ！　全然全く全てにおいて関係ねーんだから！」

　あっそ。ならいいけどさ。

　そんなことより、今さっきお前が噴いた酒は、ほとんど俺にかかってるんだからね。

「全く……どうせならフィアたんと飲みたかったよ」

　オヤっさんから手て渡わたされた布ふ巾きんで酒に濡ぬれた顔を拭ふきながら──

　あれ？　ふと、俺は気づく。


　魔法士、ミーチカ・オルレイン。

　僧そう侶りよ、ダウリナ・プランジット。

　盗とう賊ぞく、ルージェント・ルーフレット。

　戦士、セラ・シュバッツブルク。

　そして勇者である俺、クラム・ツリーネイル。



　パーティを組むために必要な五つのクラスが、全て揃そろっていることに。

　もしかしてこれって、神の導き──

「ネクラさん？　とことん尊いあたしの話、聞いてるのら？」

「ムッツリさん♪　来週新しい儀ミ式サが始まるんですけど……」

「クラムン☆　今夜はアタシが気持ちよくしてあげるからね☆」

「クラ虫！　オマエにはオレ様の美学を叩きこんでやる！」

　……うんっ、気の迷いだ。

　こんなメンドくさいやつらとパーティ組むとか、絶対ないな☆

「あーあ、仲間が欲しい……」

　混こん沌とんとしてきたテーブルに肘ひじをつき、俺はそう呟つぶやかずにはいられない。

　一体、どこにいるんだよ。

　俺がパーティを組むべき、未来の仲間たちは……。







　　　あとがき







「ネクラ勇者」をお手にとってくださり、ありがとうございます。羽は根ね川かわ牧まき人とです。

　人からこっそり褒ほめられたい──そんな風に思ったことはないでしょうか？

　はいはい！　僕はあります！

　例えば会社のトイレで個室に入っているとき、他の人が手を洗いながら「あいつって、意外と仕事できるよなぁ」とか「あいつのおかげで助かった」とか言ってるのが聞こえてきたら、ニヤッとしちゃいますよね！　妄もう想そうでしかないですがね！

「羽根川さんってカッコいいよね、最近ちょっと気になってるんだ」とかね！

　……あ、男子トイレでこの台詞せりふが聞こえたらあかんわ！　ホモォ！

　本作の主人公、クラムは今後も陰かげで褒められたり、尊敬されたり、畏い怖ふされたりしていきます。ただ、本人がそれに気づくかは別問題ですけどね。クラム君、早く仲間ができるといいねー（棒）。

　宣伝です。本作はＷＥＢ小説サイト、ファンタジアＢｅｙｏｎｄの連れん載さいに加筆修正し、書き下ろしを加えたものです。今後もネット上で「ネクラ勇者」の連載は続く予定です。

　この本が出る頃ころには、３話と４話の中間にあたる「ネクラ勇者、剣けん帝ていとの決けつ闘とうをスッポかす」がアップされてます。このエピソードはおそらく今後も文庫には載のらないと思うので、ぜひＷＥＢ上でチェックしてみてくださいね！

　最後に謝辞を。

　担当編集のＮさま。「ファンタジアＢｅｙｏｎｄって本当に文庫化するんですか？」などと疑ってすみません。Ｎさまのことは飲み会でこっそり褒めています。こっそりと！

　ＲＯＺＥＲさま。素敵なイラストでキャラに命を吹ふき込んでくださり、ありがとうございます！　クラムが仲間をさがし続ける限り、仲間候補たちのダメっぷりをどんどん描えがいていただくことになると思いますが、今後ともよろしくお願いします！

　本の出版や販はん売ばいに関わってくださった皆みな様さま、お力ちから添ぞえありがとうございます！

　ＷＥＢ連載から追いかけてくださった方、その奇き特とくっぷり、とことん尊い！

　予備知識なしで読んでくださった方、あなたも今日からネクラ勇者！

　……いや、最後の謝辞は言われても全然嬉うれしくないですね！

　それでは、また次の巻でお会いしましょう！








羽根川牧人

●はねかわまきと



島根県出身、東京都在住。

ファンタジア文庫と富士見Ｌ文庫で活動中。




「羽根川さんはゼッタイ妖精みたいな子が好きですよね？」

そんな風に人から言われました。

「あ、分かる？　ドジでおバカで、社会にもまれてなくて、そばについてないとダメだけど感謝とかはしてこない、わがままですぐ調子に乗る面倒くさい子って、けっこう好き」

「いや、そこまでは分からなかったですけど……。ていうかその好み、聞いても理解できないですけど」

よく考えてみると、完全にこの作品のメインヒロインでした。

ダメヒモエルフを養いたい。


















口絵・本文イラスト／ＲＯＺＥＲ

カバーデザイン／木村デザイン・ラボ










ネクラ勇ゆう者しやは仲なか間まが欲ほしい








羽は根ね川かわ牧まき人と
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